
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　桜が散るには少し早い季節、一人の少年の想おもいが儚はかなく散った。

　覆水盆に返らず。どんなに願っても人間は時間を戻すことができない。

　それでも、戻れるなら戻りたい。できることなら、五分前に戻って──いや、昨日の夜に戻って、机でニヤニヤとラブレターを書いているボクに渾こん身しんの右ストレートをお見舞いしてやりたい。そう、浮かれていたんだ。冷静ではなかったんだ。

　でも、仕方がないだろう。この学園に入学した日、ボクは目の前にいる彼女を見て、一ひと目め惚ぼれってやつを経験してしまったんだ。今でも鮮明に覚えている。

　ちょうど、今のように春の風にゆらゆらと美しい黒髪をなびかせて、桜道を威風堂々とした立ち振る舞いで歩む彼女を見て──ボクは目と心を奪われてしまった。

　それが彼女との初めての出会いだった。これが初恋なのだと気づくのにそう時間は要らなかった。しかし、ボクにとってどれほど運命的に思えても、彼女にとっては何でもない出来事でしかなかった。なぜそれをもっと早く気づけなかったのか……。

「さっきも言ったけど、別に王おう寺じ君が嫌いだとか、そんなのではないの。ただ、今は誰ともお付き合いとか考えていなくて……。とにかく、ごめんなさい。あなたの想いに、応えてあげることができないわ」

　彼女は──姫ひめ城ぎ冬とう花かさんはボクを見つめながら、透き通る声で、とても申し訳なさそうに頭を下げた。

「あ、頭を上げてください。こちらこそ、その……急にごめんなさい」

　いまさらながら、ボクは自分のことしか考えていなかった。

　自分の思慮のなさを痛感し、心から情けない気持ちになった。

「……私からこんな言葉をかけられても、面白くはないでしょうけど、あまり気を落とさないでね。それじゃあ、私、用事があるから、これで失礼するわ」

　窓から差し込む、わずかな夕暮れの光に当てられ、オレンジ色に染まる彼女。

　ああ、やっぱり、綺き麗れいな人だと思った。

「あっ、用事があったのに、急に呼び出してごめん。ごめんなさい。姫城さん気にしないで。ボクも気にしないように努力するから……」

「ええ、それじゃあ、また来週」

　深々と頭を下げて、彼女はこの空き教室から出て行った。

「また、来週か……」

　果たして、来週、彼女を見て平静でいられるだろうか？

　間違いなくよそよそしい態度で接するに決まっている。

　そう考えると壁に頭を何度も打ち付けたくなってきた。

「はあ[image: ][image: ]。やっぱり、昨日に戻りたい」

　彼女と同じクラスになって、浮かれて、テンションに流され、深く考えずラブレターを書いて、放課後、空き教室へ呼び出して、わずか十秒で振られた事実は逆立ちしてもひっくり返ることはない。今にして思えばどこに勝算があると思っていたのだろうか？

　姫城冬花は高たか嶺ねの花だ。サラサラとした長い黒髪に、整った顔立ち。女子にしては高めの身長にすらっとした手足。

　うちの母親とチビの幼おさ馴なな染じみが羨望の眼まな差ざしで見つめるであろう大きな胸。きゅっと引き締まったウエストとヒップ、控えめに言ってもスタイルはモデル級だと思う。

　それでいて、性格も特に難がなく、運動神経もバツグンときている。

　つまり、間違いなく美少女で、問題なく学園ナンバーワンのマドンナだ。

「……そんな子と少しでも、お付き合いできる可能性があるとよく思えたな」

　アホなのか？　やっぱり、ボクは度し難いほどの愚か者なのだろうか？

　帰ろう。とにかく、今のボクを誰かに見られたくはない。

　そう思い、扉に手を伸ばそうとしたら──。

「──見事な振られっぷりだったわね、残念王子」

　もう一つの扉の方から、よく耳にする声が聞こえた。

　振り返ると、どこからどう見ても中学生にしか見えない、幼馴染みの近ちか田だ香か奈な子こが苦笑してボクを見つめていた。

「見ていたのか？」

「掃除よ、掃除。新聞部の掃除当番がこの教室なの。白はく馬ま、あんた、あたしに感謝しなさいよ。部員たちに見られては、流石さすがのあんたも落ち込むだろうと思って、あたしの命令であいつらを帰したんだから」

　幼おさ馴なな染じみのありがたい配慮にじーんとした気持ちが芽め生ばえる。

　コイツってこんなに優しかったのか？　いつも心の中でチビ女とか、貧乳ガールとか悪態をつくようなことばかり思っていて、ごめんな。

「まあ、そのおかげで、面白い動画を独占で撮れたから、何でもいいんだけど……」

　香か奈な子こはポケットからスマホを取り出し、にんまり顔でボクに画面を向けてくる。

　真っ赤な顔をした茶髪の男子生徒が、泣きぼくろが特徴的な黒髪の女の子に、頑張って告白をしている動画だった。

「しかし、あんたが姫ひめ城ぎさんのことを好きだったとは初めて知ったわ」

「いけないかよ？　てか勝手に撮るなよ……」

「ダメとは思ってないわよ。それで、残念王子は姫城さんのどこが好きになったの？」

「ボクの夢を笑わなかった」

　この前のクラス紹介でボクは『プロのマジシャンになって、ラスベガスや、手品を見たこともない子供たちにタダで手品を披露したい』と語った。

　その時、ボクの夢を笑う生徒が多数いたが、彼女だけはまっすぐな目でボクの言葉に耳を傾けてくれた。だから、この気持ちを姫城さんに伝えたくなった。

「あとは一目ぼれかな」

「結局、見た目かよ！」

「否定はしない」

「まずはその男なのか、女の子なのか、判断できない、見た目からどうかしたら？」

　ボクは自身の名前と見た目をイジられるのが大嫌いだ。

　故に幼馴染みであろうともこの禁忌を犯した奴やつは許さないと決めている。

「よし、次の特集のタイトルなんだけど『残念王子──無残に散る！』か『残念王子、無謀な告白！』のどっちがいい？」

「──さて、香奈子さん。このままボクに絞殺されるのと、その小さい身体からだでこの五階からダイブするの──どちらがお好みかな？」

　個人的はありとあらゆる苦痛を与えてやりたい。

　くそーっ、少しでもコイツをいい奴だと思った自分が恥ずかしい。

「それよりも、お願いがあるのよ」

「……相変わらず、人の話を聞かない奴だな」

「これ」

　スカートのポケットから、名刺サイズの紙を一枚取り出し、その紙を机に置いた。

「うん？　占いのサービス券？」

「そう、占いのタダ券。白はく馬まにプレゼント」

「香か奈な子こがボクにプレゼントだとっ!?　何が目的だ？」

　コイツとは付き合いが長い。故に瞬時に理解できた。香奈子はボクに何かをさせたいと企たくらんでいることを。ちなみに占いなどこれっぽっちも興味がないので、まったくもって嬉うれしくないプレゼントだ。

「最近、女子生徒の間で、よく当たると有名なのよ、その占い師」

「よく当たる占い師ね。まあ、当たらないよりはいいことじゃないの？」

　ボクはそう言い、机に置かれた、占いのタダ券を手に取り香奈子に返す。

「……仮にもあんたは手品研究部の副部長なんだから、占い師の不思議な力がホンモノなのか、それともただのペテンなのか、相対すればわかるでしょう？　だから、白馬に調査依頼。あ、ちなみに有効期限は本日までだから、今日中に調べてきなさいよ」

「なんで調べる前提で話を進めるんだよ」

「あたしはこれから、この空き教室を掃除しないといけないの。なら、あんたがあたしの代役として調査するのが道理でしょう」

　悪びれることなく、言い放たれた言葉にボクの頭はクラクラする。

　どんな教育を受ければこんな支離滅裂なロジックが出来上がるのだろうか。

「なら、掃除はボクが代わりにやってやるよ。君はその占い師に会いにいけばいい」

「残念だけど、掃除が終わったら、彼氏とカラオケデートなの。だから、占い師へ会いに行く時間なんてない」

　とのことだ。つまり、彼氏とのデートと部活動を天てん秤びんにかけて、彼氏とのデートを優先したということだ。

「あのさ、香奈子、去年の今頃を思い出してごらん。新聞部に入部したばかりの君は熱意に満ちあふれていた。『皆に色々な情報を提供したい』とよく言っていたじゃないか。なのに今の君ときたら、部活をサボり、彼氏とデートばかり。ああ、情けない！　こんなのが幼おさ馴なな染じみだと思うと非常に悲しい気持ちになるよ」

「うちの彼氏が、白馬の欲しがっている未開封のプラモデル持っているわよ。今日、行ってくれるなら──」

「──行きます！　是非ともボクに調査させてください」

　そんなご褒美があるのなら、最初に言ってほしい。欲しかったプラモデルが手に入るなら、よく当たる占い師どころか、カルト教団の団体施設でも乗り込んでみせるよ。

「相変わらず、物欲の塊ね。幼馴染みとして、心底情けない気持ちになるわ」

「なんとでも言うがいいさ。それよりも約束を反ほ故ごにするなよ」

「わかっているわよ。ちゃんと記事になる程度には調べてきなさいよ」

「了解した。その占い師が、ペテン師なのか、ホンモノなのか、見極めてやる」

「まあ、一応は期待しておくわ」

「じゃあ、このまま、噂うわさの占い師へ会いに行ってくる」

　ボクが占いのタダ券をポケットに入れて、空き教室を出ようとした時──。

「──もう、入って大丈夫かな？」

　廊下から、一人の男子生徒がこの空き教室に入ってきた。

　彼は春はる川かわ敬たかし。ボクと同じ二年三組で、サッカー部に所属しているイケメン男子。

　まだ、二年に進級して、数日だというのに、もう、クラス内では彼がリーダーのように扱われている。まあ、学力も運動神経も顔面偏差値も高いのだから当然と言えば当然のことだ。ちなみにこの彼、生意気にも彼女持ちでその相手が──。

「ごめぇ～ん、愛いとしのたかきゅんっ～」

　と、春川君の恋人が甘い声を出しながら彼に抱きつく。

「…………」

　ケチをつけるつもりはないが、ボクにとっては不思議な組み合わせだ。

　まさか、うちの幼おさ馴なな染じみが、こんな高スペックの彼氏をものにするとは思わなかった。
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　あと、保育園からの付き合いだけど、香か奈な子この口から、こんなあまあまボイスを出せるとは想像もしなかった。

　どうしよう、録音して、コイツら別れたときにでも大音量で流してやろうかな？

「ごめんね、愛いとしのたかきゅん、外で待たせて」

「大丈夫だよ」

「…………」

　二人の世界に入られる前に退散しよう。これ以上ここにいるのは精神衛生上よくない。

　何が悲しくて、振られたその日に恋人同士の甘い場面を目にしなければならないんだ。

　どうやら、自分が思っていたよりも、姫ひめ城ぎさんに振られたことがダメージになっているらしい。

「じゃあ、ボクは失礼するよ。あとは二人でごゆるりと」

　ボクは目がハートマークになっている香奈子とその彼氏に手を振り、帰る準備をする。

「あ、王おう寺じ君、ごめんね」

「気にしなくていいよ。香奈子、ラインでいいから、占い師の情報を送っておいてくれ」

「了解。ちゃんとやらないとタダじゃおかないから」

「……努力するよ」

　ずいぶんと態度が違うな。まあ、アイツがボクに甘ったるい声で話しかけてきたら、胸焼けする自信があるので、全く気にはならないが。

「香奈子？」

「なによ？」

「マジシャンにはケンカを売らないほうがいいぞ」

　そして、ボクは空き教室を出る。出たと同時に教室内から香奈子の焦る声が聞こえた。

「あれ？　あれれ？　い、いつの間にか、両足が縄で縛られている!?」

　ボクは自身の名前と容姿をバカにする奴やつは絶対に許さないと決めている。

　故にこの禁忌を犯した者は誰であろうとも償ってもらう。

「はくま[image: ][image: ][image: ][image: ]っっ！！！」

　香奈子の怒り叫ぶ声が校内に響き渡るのだった。
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「あれが噂うわさの占い師か……」

　加奈子から送られてきたラインを頼りに、噂の占い師の元へ来た。

　場所は駅前近くの薄暗いビルとビルの隙間。

　その場所で椅子とテーブルを並べて、ほそぼそと商売をしていた。

　客は女子大生と思われる二人組がいて、占い師は彼女たちの手相を見ているようだ。

　楽しそうな言葉が飛び交っている。占い師が本当に不思議な力があるのか、ないのかはわからないけど、トーク力はかなり長たけているみたいだ。

　人気だと聞いていたから、並ぶことも覚悟していたが、運がいい。

　素直に白状すると、十人以上の行列ができていたら、そのまま帰ろうと考えていたところだ。

　ボクは少し離れた場所で彼女たちを観察していた。

　占い師の動きを一挙手一投足、おかしな動きがないかをじっと見つめる。

　香か奈な子このラインに書かれていたメッセージによると、

『母親を病院へ連れて行けと助言をされて、連れて行くと、病気が見つかり、手術でなんとか助かった』

『姉の彼氏が詐欺師だったことを的中させた』

『行方不明になっていた犬の居場所を見事に言い当てた』

『誰にも言っていない秘密を知っていた』

　まあ、これが全て事実で、全部当てたというのなら、本当に大した占い師だ。

　ちなみに最後のメッセージに『死ね、アホっ！』とか『ヘタレ王子！』などの罵ば詈り雑ぞう言ごんの言葉が送られていたりもした。どうやら、縄をほどくのに苦労したようだ。

　さて、ボクは基本的に占い師と呼ばれる人たちは嘘うそつき集団だと考えている。

　でも、占ってもらった人がそれで納得しているなら、特に問題はないとも思っている。

　数千円で相手が幸せになったり、今の自分自身と向き合うきっかけになるなら、それは立派な仕事だし、しっかり社会に貢献できている。

　もちろん、高額な壺つぼや数珠やサイフを売りつけるような悪徳な霊感商法は論外だけど。

　そんなことを考えているうちに、先客の占いが終わる。

　二人組の女性は占いの結果に満足したようで、すっきりした表情で駅のある方向へ向かっていた。

　ボクは空いたパイプ椅子にゆっくりと座り、占いのタダ券を差し出す。

「すみません、この券があれば無料で占ってくれると聞いたのですけど……」

「ええ、一度だけ、無料で占います」

　女性の占い師はこくりと頷うなずき、タダ券を受け取る。もし仮に一円でも、お金が発生するような事態になるのなら、このまま回れ右するつもりだったのに……。

「占いは初めてですね」

「え？　あ、はい」

　言われてみれば、本格的な占いってこれが初めてだな。ボクは占い師をまじまじと見つめる。深々と黒色のローブを頭からかぶり、顔も黒のフェイスベールで隠されていて、目元ぐらいしか彼女の素顔が見えない。

　だが、目元と声で予測はできる。占い師の年齢は七十歳前後といったところだろう。

　まあ、なんというか、ボクにとってはイメージ通りの占い師だ。

「どうかされましたか？」

「いえ、お婆ばあさんの雰囲気が神秘的で、少し萎縮しただけです」

「気構える必要はありませんよ」

「……ところで、どんな占いができるんですか？」

「水晶、タロット、手相、星占い、風水、ありとあらゆる占いをマスターしております」

「……オススメはどの占いになりますか？」

「では、一番当たる占いをしましょう。お名前をお聞かせください」

「………………春はる川かわ敬たかしです」

　ボクは嘘うそをついた。嘘をついた理由は二つある。まず一つ目は老婆が嘘の情報だと看破できるのかを試すために偽の名前を教えた。そしてもう一つは初対面の相手に個人情報を言いたくなかったからだ。だから、クラスメイトの名前を告げた。そのことに関して、ボクは一切の呵かし責やくを覚えなかった。

「あなたは名前にコンプレックスを持っているのですね」

「────っ!?」
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「だから、私に名前を教えたくなかった。嘘うそはいけません。本当のお名前を聞かせてください」

　ど、どうして、う、嘘がばれた。ちなみに老婆の言う通り、単純に本名を名乗りたくなかったから、香か奈な子この彼氏の名を騙かたった。

「………………お、おお、…………おうじ……はくま…………です」

　なんで、自分の名前を名乗るだけで、こんな羞恥心が芽め生ばえてくるのだろうか？

　いや、わかっているよ。自分の名前が世間一般で言うキラキラネームだってことは。

　けど、この名前だって、メリットの一つや二つはある。

　一度聞けば、相手は絶対に忘れることができないぐらいインパクトがある名前だし。

　先週の自己紹介でも、みんなに笑いを届けたこともある。

　だからといって、気に入っているのかと尋ねられたら、全力でＮＯだと答えるし、将来的には改名するか、どこかの婿養子になりたいと考えている。

　……もしかして、今日、姫ひめ城ぎさんに振られたのも、この名前の所せ為いなのか？

「いいお名前ですね」

「……本当にそう思う？」

「ええ、あなたにぴったりな、お名前です」

「すごいイケメンでも、普通に許されない名前だと個人的には思うんだけど……」

「私は好きですよ」

　とのことだ。老婆の赤い瞳には一点の曇りもなかった。

　どうやら、おべっかでボクの名前を褒めたわけではなさそうだ。

「お婆ばあさんのような美しい人に褒められると悪い気はしません」

「あら、なら私と結婚します？」

「その前に、離婚しないといけませんね」

　ボクは老婆の左手の薬指を見つめる。その指にはキラリと指輪が輝いていた。

　その輝きは誰かを愛し、誰かに愛されている証あかしそのものだ。

「よく、観察されております。では、姓名判断からいきましょう」

　老婆は黒の油性マーカーを取り出し、白紙にペンを走らせる。

「──え!?」

　素直に驚いた。できる限り、ポーカーフェイスを装うつもりだったが、流石さすがに動揺せざるを得ない。老婆はボクの名前を記入した。

　そう、白い紙に『王おう寺じ白はく馬ま』と綺き麗れいな字で書いてみせたのだ。

　ボクは自身の名を口頭でしか告げていない。

　つまり、どんな字を書くのかを一切教えていないということになる。

　なのに、この占い師、まったく悩むことなく、ボクの名前の漢字を書いてみせた。

　これが仮に『やまだたろう』と言う名前なら、誰もが迷うことなく『山田太郎』と漢字を連想して書けたと思う。

　けど、ボクの名字と名前は、簡単に漢字変換できる名字と名前ではないはず……。

「どうかされましたか？」

「あ、いえ」

「ついでに、星座占いもしましょう。あなたの誕生日は十一月十七日でしたね。なら、星座はサソリ座になりますね」

「…………へぇ？」

　ボクはこの数分間の記憶を遡る。やはり、お婆ばあさんに誕生日を教えた覚えがない。

　ちなみにボクの誕生日は正真正銘、十一月十七日なので、老婆の発言に間違いは一つもない。ボクの名前の漢字を書いて見せただけではなく、生まれた日まで当てるとは。

「……どうして、ボクの誕生日がわかったんですか？」

　信じたくはないが、この占い師──ホンモノなのか？　本当に不思議な力があるのか？

　頭がフリーズしかけているボクに、老婆はたたみかけるように告げてくる。

「私には全て見えるのです。あなたの過去も、未来も」

「…………そんなバカな話があるか。何かトリックがあるに違いない」

　例えばボクを騙だますために香か奈な子こたちと共謀しているなら、今までのことも全て納得ができる。

「幼おさ馴なな染じみのご友人を疑っておられるようですが、それは違います。本当に私にはあなた様の過去と未来が見ているのです」

「未来ね。なら、本日、王おう寺じ家の晩ご飯を予言してみせてよ」

　朝、玄関を出る前に、母から『今日の夕ご飯は肉じゃがだから』と告げられた。

　つまり、不測の事態がなければ本日、王寺家の食卓には肉じゃがが並ぶことになっているはず。さて、この婆さんの口からどんなメニューが飛び出すやら。

「……商店街にある、すし丸の出前寿ず司し。特上にぎり、四人前です」

　きっぱりと、自信をもって言い切る占い師。

「語るに落ちましたね。我が家では特別なことでもない限り、出前の寿司なんて頼まない。ましてや、特上なんて……」

　ボクが今の高校に合格したときでも、頼んだ寿司のランクは中にぎりのコースだった。

　あのドケチの母が何もない日に特上コースのお寿司を頼むなんてことは絶対にないと断言できる。悲しいことだが、うちの経済力で、特上コースを頼む日があるのなら、それはボクの結婚や就職でも決まった時だろう。

「信じるも、信じないもあなた様しだいです。それと最後にもう一つ、未来を予言しましょう」

「もう一つ？」

「ええ、見えています。あなたは一時間と八分後に腰を抜かすほど驚き、『はわわわ』と言いながら、運命の人と出会う未来が、私には見えます」

「はい？？？　一時間と八分後にボクが『はわわわ』って言いながら驚く？」

　なんだ、そのシチュエーション？

　よくわからない予言だが、一つだけ確信できた。

　それはこの老婆がペテン師以下のほら吹き婆ばあさんってことだ。

　ボクは大きなため息を吐つき、椅子から立ち上がる。

　すると老婆はボクの手をぎゅっと両手で握り、ボクを引き止める。

「な、なに？」

「あなたに素晴らしいものを差し上げます」

　そう言い、老婆は指輪がついた左の手のひらをボクに見せてきた。

「……なにもないけど……」

「よく見ておいてください」

　ぎゅっと手を握り、グーになった手をぐるぐると回す老婆。

「この空っぽの手から、面白いものが出てきますぅ～。何もないところから、すごいものがでてきますぅ……」

　これって、どう見ても……あれだよな……。

「──はいっ！」

　勢いのいい掛け声とともに、何もなかった手のひらから、手作りらしきお守りを出してきた。

「どうです。何もないところから、お守りが出てきました」

　顔が隠れていてよく見えないが、ローブの下では得意そうな顔をしているに違いない。

「……うわぁ[image: ][image: ]。すごいですね。まさしく、不思議なパワーだぁ～」

　パチパチと手を叩たたき、老婆の芸を褒める。

「これこそハンドパワーです」

　ボクに嫌みを言われたことに気がついていないのか、えっへんと得意げにドヤっている老婆。

「それじゃあ」

　そう言い、ボクはこの場を後に──。

「──五百円」と背後から声がし、ボクは足を止め、振り返る。

「はあ？」

「肌身離さずに持っていればいいことがありますよ」

　……えっと、つまりなんだ、購入をすすめられているのか？

「五百円」

　にっこりと微笑ほほえむ老婆。ボクはまたも嘆息を漏らす。

　そして、マジックテープのサイフから五百玉を取り出し、お守りと交換した。

　これで高額な壺つぼでもすすめてきたら、警察に突き出してやるところだが……まあ、五百円ぐらいなら良心的な値段だろう。

　なによりも、このお守りがあれば、占いに行った証明になるはずだ。

「えっと、今から一時間と八分後にすごいことが起こるんだよね？」

「一時間と五分後になりました」

　とのことだ。ボクはポケットから白いスマホを取り出し、タイマーをセットした。

　これで一時間と五分後にアラームが鳴るはず。

　それにしても、最後に見せられたのは、どこからどう見ても手品だったな。

　うん、不思議な力などではなく、タネと仕掛けしかない、古典的な手品だった。

　なんだったら、お婆ばあさんが披露した手品をもっと上う手まく再現できる自信がある。

　まあ、大人げないから、そこまでするつもりはないけど。

　そしてボクは今度こそ、かわいく手を振る老婆の元から去った。






第一章　アメイジング・花嫁






　家の前にたどりついたボクは少し驚いていた。我が家の前に見慣れた一台の原付バイクが止まっている。このピンクナンバーのバイクは……。

「おお、バイク屋の倅せがれ、今帰りか？」

　自宅の玄関から、板前姿の中年男が出てきた。

　商店街で寿す司し屋やを経営しているすし丸の大将だ。

「……うちでバイクのメンテ？」

　多分、違うと思いながら、そんな言葉が出てきた。

「いや、寿司の出前だ。というか、はく坊、なにか、おめでたいことがあったのか？　王おう寺じ家が特上を注文するなんて、俺が知る限り、はじめてだぞぉ！」

　大変失礼なおっさんだが、驚くのも無理もない。

　ボクの記憶が正しければ、特上どころか、上コースの注文だってした覚えがない。

「まさか、王寺家から諭吉が三枚手渡される日がくるとはな。明日は空からタコでも降ってくるんじゃないか？」

　失礼なおっさんだと思うが、その気持ちは理解できる。

　本当に明日は空からタコが降ってくるかもしない。

　それぐらい、我が家にとって、あり得ない出来事だ。

「おっと、油を売っている場合じゃねぇな。次の配達が待っているんだ。んじゃな、はく坊っ！」

　大将はボクに軽く手を振り、次の配達場所へ向かった。

「まさか、お婆ばあさんの予言が当たるとは……」

　特上コースのお寿す司しが食べられる。本来なら、感極まって香か奈な子こに自慢の電話をするのだが、今は流石さすがに素直に喜べない自分がいる。

　とりあえず、家に入ろう。玄関の扉を開き、ボクは中に入る。

「うん？　誰かきているのか？」

　何な故ぜ、そんな結論に至ったのか、答えは簡単で、

「いやぁ～っ！　こんなかわいい女の子にお酌をしてもらえるなんて、今日は本当に幸せだなぁ～」

「ほらほら、遠慮せずにいっぱい食べてね」

　と、両親の楽しそうな声が一階のリビングから聞こえてきたからだ。

　どうやら、誰かお客様が家にきているようだ。

　その証拠に見たことのない履き物があった。

　そう、我が家の玄関に似つかわしくないシューズがちょこんと置かれていた。

　行儀が悪いと思いながらも、その履き物に興味を惹ひかれてしまったボクはその靴を自分の目線まで持ち上げる。

「……なんだこれ、めちゃくちゃ派手だな？」

　派手というよりも、ゴージャスという表現の方がしっくりくる。

　なんというか、おとぎ話に出てくる西洋のお姫さまが履いてそうな白のヒールだ。

　こんな靴の持ち主とどこで知り合ったのだろうか？

　少なくともボクの記憶の中には存在しない。

　そう思うと気になった。とても好奇心がくすぐられた。

　そう考えたボクはローファーを脱ぎ散らかし、リビングに真まっ直すぐ向かった。

　そして、リビングのドアノブを回し、楽しい会話が飛び交う場所に足を踏み入れる。

　──驚くことに、リビングにはボクのよく知っている女の子がいた。

　その子はボクに向かって笑顔で「おかえりなさい」と挨拶をした。

　まず自分の目を疑った。次に自分の頭を疑った。

　目をゴシゴシとこすり、頭をコンコンと叩たたいた。

　それぐらい想像できない光景が、信じられない人が、リビングの椅子に座っていた。

　そして、ボクはもう一度──泣きぼくろが特徴的な彼女を見つめる。

「おかえりなさい」

　ボクにかわいく手を振り、またも笑顔で挨拶された。

　く、悔しいけど、す、すごくかわいい……。

　まあなんだ、目も頭も異常はないみたいだ。ボクの身体からだに異常がないということは、この状況はまごうことなき真実で、うそ偽いつわりない現実ということになる。

　リビングにはガラの悪そうな中年男と童顔の小さい女性が、テーブルの真ん中に置かれている特上コースのお寿す司しをぱくぱくと食べている。

　まあ、このアホ二人はボクの両親なので何ら問題がないし、今はどうでもいいことだ。

　問題なのはその向かいに座っている女性だ。どうして、彼女がボクの家にいる？

　彼女には今日振られたばかりだぞっ!?

　そんな彼女が今ボクをじっと見つめ、ニコニコと笑顔を向けてくれている。

　ど、どういうことだ？　どうして、姫ひめ城ぎ冬とう花かがボクの家にいる？？？

　いや、問題は彼女がボクの家にいるよりも──格好だ!?

　どうして、姫城さんはウエディングドレス姿なんだ!?

　そう、彼女の格好はどこからどう見ても花嫁そのもの。

　真っ白で、キラキラした純白のドレス。

　ボクが知る限り、ウエディングドレスは家で着る普段着ではないはず。

　そう、ウエディングドレスは結婚式で着るための服装だ。

　なるほど、玄関にあったヒールの持ち主は姫城さんのだったのか……。

　あまりの驚きにボクは目をパチパチさせて呆ぼう然ぜんとする。ちゃんとしなければと頑張ってみたが、どうしても、今の光景が夢幻にしか思えなかった。

「あ、あれ？」

　糸が切れた人形のように、ボクはドスンとお尻からフローリングに倒れてしまう。

　いわゆる腰が抜けた状態になってしまった。

「──えっ!?　は、はーくん、だ、大丈夫!?」

　ウエディングドレス姿の姫城さんが倒れたボクを見て驚く。

　そして、椅子から立ち上がり、ボクの元へ駆け寄る。

　ボクは震える手を上げて、彼女の顔に人差し指を向けた。

　そして──。

「はわわわ」と間抜けな声が漏れた。

　すると、ズボンのポケットから『ウーカンカン』とサイレンが鳴り響く。

　一時間と五分前にセットしたアラームの音だ。

　まるで、その音は今のボクの状況を代弁しているかのように思えた。

　どちらにせよ、あの予言は間違いなく的中した。

　奇くしくも婆ばあさんの言葉通り、一時間八分後にボクは腰を抜かし、間抜けな声を出した。

　ボクはとても後悔した。

　お婆ばあさんにその後の展開もちゃんと聞いておくべきだったと、心から悔やんだ。

　それにしても、好きな人の前で腰を抜かすなんて、本当に情けない男だ……。

　ああ、戻れるなら、五分前に戻りたいと思うボクだった。





　　　＊＊＊






「はーくん、少しは落ち着いたかしら？」

「…………」

「おーい、はーくん、聞こえてる？」

　抜けた腰が回復したボクは自力で空いた椅子になんとか座る。

　気を遣ってくれるのは嬉うれしいけど、残念ながら、落ち着ける訳がない。

　状況をなんとか整理しようと頑張ってみるが、よけいに混乱している自分がいた。

　そんなボクの隣に座り、心配そうな表情で顔をのぞき込んでくる姫ひめ城ぎさん。

「混乱するのはわかるけど、わたしの言葉を聞けば少しは納得してもらえると思うの」

「……納得ですか？」

　気になることは山のようにある。その全てを彼女はこれから語ってくれるのか？

　頭のてっぺんから爪の先まで何度も彼女の姿を確認する。

　やっぱり、ウエディングドレスだよな？　うん、どこからどう見てもウエディングドレスだ。肩口や背中が露出したタイプなので、美しい鎖骨や、麗しいうなじがよく見える。

　それと、やっぱり、胸が大きいな。学生服の時でも隠しきれていなかったが、大きな谷間を見て、彼女は巨乳と呼ばれるジャンルの女の子なのだと再認識した。

　ちなみに、邪よこしまな目で見てはいないつもりだ。どうしても、彼女の胸に注視してしまう理由があるのだ。それは数字だ。彼女の右胸に『60』という数字が刻まれていた。

　あれはタトゥーってやつなのかな？　仮にそうだとしても、あの数字になんの意味があるんだ？　あれか、おっぱいのサイズか？　バストのサイズを意味する数字で『60』ということなのか？　いや、どう見ても、姫城さんの胸の大きさは90センチ以上あるように思うんだけど？　もしかしてセンチではなくインチなのか？　ボクは注視していたおっぱいから頑張って、すごく頑張って、なんとか視線を外し、そのまま上へ上へと目線を上げ、彼女の端整な顔をみつめる。

「うん？　わたしの顔に何かついている？」

　屈託のない笑顔をボクへ向ける姫城さん。

　ああ、ボクの好きな表情だ。

　普段はクールなのに、この時折に見せる、純真な笑顔に心を奪われてしまったんだ。

　そうだ、ボクはこの笑顔を独り占めしたかったんだ。

　ただ、彼女の顔を見て、少し違和感が生まれた。

　気のせいか……妙に色っぽいというか……エロいというか……ウエディングドレスを着ている所せ為いか？　それともいつもと違うメイクや髪型の所為なのか？　いつも以上に雰囲気が大人っぽいなと思った。普段から、同年代より、大人に見える彼女だけど、今は成熟した女性のようにも見える。

「一つだけ確認しても？」

「なにかしら？」

「……これってドッキリとかではないんですよね？」

　色々と考えたが、この答えが一番しっくりくる。

　寿す司しを美お味いしく頬ほお張ばっている両親と香か奈な子こ、それとあの占い師の婆ばあさんと姫ひめ城ぎさんたちが、皆で共謀して、ボクを驚かすつもりでドッキリを仕掛けた。

　もし、それが目的なら、それは大いに達したといえるだろう。

　なので、そろそろネタばらしをして欲しい。

「まあ、驚いたと思うけど、ドッキリ企画ではないわよ」

「なら、どうして、ボクの家に!?　どうして、ウエディングドレスなの!?　あと、さっきからバクバクとマイペースにお寿司をたべるなよぉ！　緊急事態だろ？　家にウエディングドレス姿の女性がいて緑茶を涼しげな顔で飲んでいる状況なんだぞおぉ!?　大人として、もう少し反応とかないの？　あと、そのいくらとウニと大トロはボクのだからなぁ！」

　どうして、この両親たちはマイペースにお寿司を食べていられるんだ？　まったく信じられん親だ。

「落ち着きなさい、はーくん。順を追って説明するから」

「順ですか？」

「まず、わたしは──タイムトラベラーなの」




「──────はぁ!?」




「だからねぇ、わたしは、はーくんの知っている姫城冬とう花かではなく、六年後の未来から来た、未来人の姫城冬花」

　何を言ってんだコイツ？　六年後の未来から来た姫城冬花だと!?

　い、意味がわからん。さっぱり理解できない。ボクの聞き違いであって欲しい。

「確かに、ボクが知っている姫城さんより、大人には見えるけど、流石さすがに未来人とか言われても……。あまりにも突拍子もない」

　ただ、一つだけ確信していることがある。それは彼女は間違いなく姫城冬花本人だということ。上う手まく説明できないけど、姫ひめ城ぎさんのことをずっと見てきたからわかる。

　目の前にいる女性は姫城冬とう花かのそっくりさんなどではなく、正真正銘の姫城冬花だ。

「むっ！　やっぱり、信じてはくれないようね。まあ、想定内よ。全て想定内」

　彼女はブランドのバッグから何かを取り出そうとする。

「まさか、そのバッグが未来から来た証拠だなんて言わないですよね？」

「安心して。もっとわかりやすいものを、いま出すから」

　そして、姫城さんは得意げな表情でバッグから赤いスマホを取り出す。

「これを見ればわたしが未来から来たって納得すると思う。というか、このスマホが未来から来た証拠になるわ。なにせ、この端末はこの時代にはない新作のスマホだもの」

　彼女は赤いスマホをボクに差し出す。ボクはそのスマホを受け取る。

　これが、未来のスマホだと？　至って普通のスマホだな……。

「これが未来で販売されている、スマホねぇ……」

「あっ！　その表情は全く信じていないわね。なら、中の動画を見せてあげる。これを見たら、ひねくれ者のあなたでも信じるはず」

　持っていたスマホをボクから奪い返し、何やら操作をはじめる姫城さん。

「ほら、この映像を見たら納得するはずよ」

　そして、彼女はスマホをぐっとボクの顔の前に持ってくる。ボクはそのスマホを注視する。動画はどこかの高級ホテルらしき場所で撮られたものらしい。

「うん？　父さんと母さんと姫城さん？」

　スマホの画面に父と母と五歳ぐらいの男女の子供と、今と同じデザインのウエディングドレスを身に纏まとった姫城さんが映っていた。

　ボクはチラリとお寿す司しと肉じゃがを食べている父と母を一いち瞥べつする。

「父さんと母さんがこれまた珍しく、オシャレな燕えん尾び服ふくと黒の留袖を着ていますね」

　画面の中の二人は少し老けていた。

　うん、母さんは少し太って、父さんはおでこが広くなった。

「ていうか、この『お兄ちゃん、頑張って！』っていいながら、手を振っている子供たちは誰ですか？　うちの親戚にこんな小さい子供いたかな？？？」

「──その子たちはあなたの双子の妹と弟よ」

「は？　ボクの妹と弟？？？」

　何を言っているんだコイツ？

　ボクは生まれてからずっと一人っ子だぞ。妹と弟など、この世には存在しない。

　状況が飲み込めないボクはさっきから沈黙している両親を見つめ、どういうことなのかと説明を求める。すると父が箸を置いて、はじめて口を開いた。

「実はだなぁ……。白はく馬ま、お前はもう少ししたら、兄貴になるんだ……」

「──へぇ!?」

「はーちゃん、ママのお腹なかには赤ちゃんが二人いるの」

　母は愛いとしい表情で自らのお腹をさする。今さら気がついたけど、母のお腹が膨らんでいる。つまり、そういうことか。ならボクは近々、お兄ちゃんになるのか……。

「…………そう……まあ、なんだ……二人とも……お、おめでとう」

「「ありがとうっ！」」

　そして、ボクは立ち上がり、

「「「──あっははははははっ！！！」」」

　と、皆で大笑いする。いやぁ～、めでたい。本当におめでたい。

　まさか、十六歳にして、お兄ちゃんになる日が来るとは思わなかった。

　まあ、嘘うそなんだろうけど。どうせ、お腹の膨らみも何か入れているだけだろう……。

「はあぁ～。その動画みたいな未来が待っているなら、本当に幸せでしょうね」

　ドスンと座り、複雑な表情でスマホの画面を見つめる。

　動画を見る限り、姫ひめ城ぎさんの結婚式に呼ばれた設定なのだろう。

　設定の中の話でも、六年後も彼女と縁があることは素直に嬉うれしい。

　正直、今日彼女にこっぴどく振られて、もう二度と関わることはないと諦めていた。

　学校を卒業したら、互いに違う道を歩み、二度と交わることはない。

　悲しいことだが、そんなことを想像していた。

　なのにこうして、動画内では家族で姫城さんの結婚式に呼ばれている。

　それはとても光栄なことだ。たとえ、偽いつわりの映像でも幸せな気持ちになれる。

　花嫁になった姫城さんを祝福できる立場にあるのなら、本当に光栄なことだ。

　こんな未来があるなら、是非とも実現して欲しい。

「……ボクたち友人なんですね。この動画の設定の中では……」

　ただ、祝福している反面、やっぱり心がズキンと痛む。

　そう、ボクの心に矛盾した気持ちが芽め生ばえていた。

　この屈託のない笑顔を浮かべる彼女が誰かのものになった。

　設定の話でも、やはり複雑な気分になる。今日、彼女に振られて、諦めなければならないと理解したはずなのに……諦めたくないと思う自分がいた。それが、ただのエゴでしかないと理解はしていても、自分の心に嘘をつきたくなかった。

「……友人設定って……まだ、信じていないわね、この人は」

「それで、両親まで使って、こんな盛大な仕掛けをして、何が目的なんですか？」

　ボクを脅かすだけにしては、こり過ぎな気がする。いったい、誰の発案なのだろうか。

「はぁ～。想定内の発言だけど、やっぱり信じてもらえないと、少しだけムカつくわね」

「ところで、このスマホの撮影者は誰ですか？」

「わたしの妹よ。それよりも、この動画がわたしの結婚式だってことは理解できた？」

「ええ。どこかの高級ホテルですよね？」

「その通りよ。六年後の四月十四日に、誰もが知っているホテルを貸し切りにして、壮大な結婚式をしたの」

「……おめでとうございます……」

「いや、はーくんは祝福する側じゃないから……」

「はあ？　祝福する側ではない？」

　どういう意味だ？

「まあいいわ。話を進めるわね。六年後の今日、結婚式を挙げるのだけど、結婚式っていうぐらいなんだから、当然、わたしにも相手はいる。ここまではＯＫ？」

「新郎の話ですか？」

「その通りよ。ちなみにはーくんは相手の新郎はどんな人だと思う？」

「さあ？　すごいお金持ちの御曹司とか？　イケメン俳優とかですか？」

「わたしの旦那さまは御曹司でもなければ、イケメンでもないわね。どちらかというと残念系のかわいい男の子ね」

「はあ？　残念系ですか？」

「とにかく、この動画を巻き戻すわね。そして、わたしの旦那様を君に見て欲しい」

　姫ひめ城ぎさんは真剣な表情で赤いスマホを操作する。

「ここぐらいでいいか……。はーくん、また腰を抜かさないでよ」

「しつこいですね。もう、これ以上、驚くことなんてないですよ」

　マジシャンは相手を驚かせてなんぼだ。なのに、今日はずっと驚かされてばかりだ。ここはマジシャンとしての矜きよ持うじを持って、何があっても──驚かないっ！

「なんか、色んなフラグ立てているわね。まあいいわ、落ち着いて、この映像を見て」

　姫城さんはボクにスマホを差し出す。

　ボクはスマホを受け取り、画面をじっと見つめる。

　場面は移り変わり、礼拝堂らしき場所に変わっていた。

　白いバージンロードに大きな十字架。

　それに日本人ではない、メガネをかけた、牧師様らしき格好をした外国人の男が、分厚い本を手に持ち、とても落ち着いた表情で佇たたずんでいる。

　そして、礼拝堂から心安らぐパイプ・オルガンの音が響く。

　誰もが一度は耳にしたことのある、ワーグナーの『婚礼の合唱』が流れている。

　そして、大きな木製の扉が開き、そこから、ボクの知らないイケメンの中年男性とウエディングドレス姿の姫城さんが現れる。

　これって、あれだよな？　バージンロードを親子で歩いているシチュエーションで間違いないよな。ボクは少しドン引きしていた。まさか、ここまでこったフェイク映像を見せられるとは……。

「まるで、ホンモノの結婚式みたいですね……」

「だから、ホンモノなんだって……」

　こめかみを押さえながら、あきれた表情をする姫ひめ城ぎさん。

　そして、再びスマホを注視する。画面には真っ白なウエディングドレス姿の姫城さんが、同じぐらい白いタキシードを着た男の隣に立っていた。

　残念なことにスマホの画面には新郎の後ろ姿しか映っていない。

　なので、新郎の顔が良く見えない。ただ、背丈はあまり高い部類ではないようだ。

　それでも、これからの展開は容易に想像できる。

　たぶん、次は新郎と新婦が牧師に永遠の愛を誓うはずだ。

　そして、ボクの想像通り、新郎と新婦である姫城さんは牧師に永遠の愛を誓っていた。

「これじゃあ、新郎が誰かわかりませんね」

　なんかでも、見たことのあるような背中と頭なんだよな。声もなんか、どっかで聞いたことがあるような気がしなくもないし……。

　そして、誓いの言葉が終わる。

　結婚式なんて行ったことがないボクでも次どうするかは知っている。

　あれだ、指輪交換に誓いのキスだ。

　新郎と新婦が皆の前で口づけして、拍手で二人を祝福する。そんな展開になるはず。

　そして、牧師が小難しい言葉を口にしながら、二人に指輪の交換をするように促す。

「────うんんん!?」

　あれ？　この新郎の横顔…………どこかで見たことのある顔だな？　あれれ、どこで見た顔だったかなぁ？？？

　頑張ってボクは頭の中の記憶をたどる。うーん、この華きや奢しやな体格に、茶色い髪の色と青い眼め。中性的な幼い顔立ちで、少し頼りなさそうな雰囲気……。




「────えっ!?　ボクなのかぁ!?　まさか、コイツはボクなのかぁ!?」




「ええぇ!?　いまごろ？　今頃、気がついたの？」

　大変信じられないことに、画面の中の新郎はボクだった！

　映像内ではボクが緊張した表情で彼女の細く綺き麗れいな左手薬指に指輪を恐る恐るはめていた。

　こんなイベントを経験した記憶はない。よく物忘れするボクだが、流石さすがにこんな出来事を体験したら、忘れたくても忘れることはないだろう。

　つまり、これはボクの記憶にない出来事だ。

　どうも、彼女が言っていた突拍子もない話は与よ太た話ばなしではなく、全て事実みたいだ。

　ボクは目の前にいる彼女を見つめた。彼女は勝ち誇った表情でボクを見つめていた。

　ああ、この表情をボクは知らない。どうも、特別な人にしか見せない素顔なのだろう。

　──画面の中のボクと彼女がキスをしていた。

　自分でいうのもなんだが、なかなか絵になっていた。

　不思議なものだ、ボクは異性とキスどころか、手すら触れたことがない。

　そんなボクが、なれた動作で彼女の顔に手を添え、口づけしている。

　それはまるで、映画のワンシーンのようにも思えた。

　ああ、なんだが、言葉にできない気持ちが芽め生ばえてくる。

　これは夢なのか？　夢ならば、早く目覚めて欲しい……。

　これ以上は気恥ずかしいので、見ていられない。

　そう思ったボクは動画を停止させた。

「──あっ！　ここからがいいところなのにぃ！」

「も、もう、いいです。流石さすがにこれ以上は頭が痛くなります……」

　そして、震える手で、赤いスマホを持ち主に返そうと思い──彼女の顔を──彼女の唇を見つめる。ダメだ、どうしても、さっきのキスシーンが頭から離れない……。

「これで、わたしの旦那様が誰なのか、理解できたかしら」

　言葉が出ない。出そうと思っているのに、のどが震えて出てこなかった。

　ボクは両手を上げ、降伏のポーズをした。負けを素直に認めざるを得ない。

　彼女はそんなボクを見てご満悦な顔をする。

　そして、今度は屈託のない笑顔でボクを見つめた。

　なるほど、ボクのお嫁さんだというなら、この家に居ても何ら不思議なことではない。

　そして、ウエディングドレスをなびかせ、えっへんとふんぞり返り、キラリと光る指輪をぼくに見せつけ、




「──わたし、約束された勝利の嫁なのっ！」




　とてもいい笑顔で、意味不明な宣言をされた。

　どうやら、この笑顔を独占した相手はボクらしい。
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第二章　アメイジング・デート






　あれから、姫ひめ城ぎさんを我が家に泊めることになった。

　彼女曰いわく、このまま実家に帰ればいらぬ混乱を招くからだそうだ。

　どうして、その気遣いを王おう寺じ家にもしてくれなかったのかと、彼女にツッコミを入れたい衝動に駆られたが、そこはぐっと我慢して彼女をもてなすことにした。

　母と父は大喜びだった。彼女を心から受け入れていた。

　父さんは姫城さんに『息子の嫁だ。数日と言わず、百年でも千年でも好きなだけ、ここに居ればいい』と宣言をした。

　ということで、彼女は当分この家に住み着くことになりそうだ。

　そんな彼女は着替えを持ってこなかったらしく、仕方がないので、ボクの服を貸すことにした。比較的、使用していないお気に入りのパーカーとジャージを彼女に貸した。

　姫城さんはそのパーカーを見て『うわぁー、なつかしいわね。はじめて、この家に泊まった日もこのパーカーを借りたのよっ！』と懐かしんでいた。

　いったい、どんなシチュエーションで我が家に泊まることになったのか、すごく気になったが、聞いたら、なんとなく後悔する気がしたので、ボクはスルーを決めた。

　そして、少し聞くのを躊躇ためらったが、ボクは勇気を出して姫城さんに『下着は大丈夫なんですか？』と聞く。

　すると彼女は『忘れたわ。まあ、なくても問題ないから、大丈夫よ』と本当に問題なさそうに言うから、ボクは彼女が我が家の湯船に浸つかっている間に、ディスカウントストアまで自転車を走らせた。まさか、童貞のボクが女性の下着を購入する日が来るなんて思いもしなかった。そして、濃密な一日は彼女の眠りで終わりを告げた。姫ひめ城ぎさんは二階の客間で眠りについた。それから、ボクも自室のベッドに入り、眠ろうと試みたが『わたし、約束された勝利の嫁なのっ！』という彼女の言葉が何度も何度もリフレインし、結局その日はほとんど眠ることができなかった。

　──そして、次の日。

　ボクは目の下にクマができたまま、一階のリビングへ向かう。リビングから、食欲をそそる、香ばしい匂いがした。きっと、この扉の先には彼女が居る。

　そう思うといつものように、ドアノブに手をかけられない自分がいた。

　扉を開いたら、姫城さんではなく、いつものように母さんが忙しそうに朝食を作っているかも？　一瞬、そんな場面を想像したが、扉の向こう側から、若い女性の楽しげな鼻歌が聞こえる。やっぱり、昨日の出来事は夢ではなかった。

　どんな顔をして、彼女と相対すればいいのか、皆目見当がつかないけど、どのみちボクに逃げるなんて選択肢はない。なら、戸惑いながらでも突き進むだけだ。

　そして、ボクは少し覚悟を決めて、リビングの扉を開いた。

「おはよう、はーくん！」

　エプロン姿の女性に、かわいく挨拶をされた。ボクが貸した服を着て、髪は後ろにぎゅっと束ねて、母親がいつもしている謎のキャラクターのエプロンをかけていた。

「挨拶されたら、返すのがマナーよ」

「お、おはよう……ございます」

「はい、おはよう」

　まるで、お姉さんだなと思った。

　いや、ボクよりも実質六歳も上なのだから、お姉さんなのは至極当然のことか。

「お腹なか空すいたでしょう？　よかったら、新妻のブレックファーストを食べない？」

　彼女はニコリと笑い、テーブルに朝食を並べる。

　ボクは椅子に座り、いつもとは違う朝のメニューをじっと見つめる。

　テーブルには色とりどりのサンドイッチが並んでいた。

「はーくんがライス派なのは知っているけど、土曜日と日曜日はパンを食べるって二人で取り決めたから、今日は我慢してもらうわ」

「いや、すごく美お味いしそう。これ、手作りなの？」

「そうよ。このサンドイッチ、はーくんはすごく気に入ってるの」

「はあ？　ボクが気に入っているね……」

　食べたこともないメニューを気に入っていると断言されるのは、違和感というか、居心地の悪さを覚えるな。とはいえ、ボクの脳がこのサンドイッチを欲している。

　ボクは椅子に座り、手を合わせて、ゆで卵、ハム、アボカド……えっと……なんか、色んな素材が挟まれたサンドイッチを掴つかむ。

「いただいてもいいですか？」

「どうぞ」

　手を合わせて「いただきます」と言い、ぱくっと口に入れる。

「お、美お味いしい。めちゃくちゃ美味しい」

　なるほど、未来のボクがお気に入りになるのも頷うなずける。

　このサンドイッチかなり美味だ。

「まあ、少し食べにくいのが、難点ですけど……」

「相変わらず、一言がよけいね」

　不満を口にしながらも姫ひめ城ぎさんは得意げな顔でボクを見つめている。

　そんな彼女もエプロンを外し、ボクの向かい側に座る。

　そして、ニコニコとボクに天使のような微笑ほほえみを向けてくる。

　未来のボクは毎日、この笑顔を独り占めしているのか、だとしたら、けしからん奴やつだ。

「父さんと母さんは？」

「二人とも仕事」

「食べながらで申し訳ないのですが、色々と聞きたいことがあります」

「食事中に褒められたことではないけど、さっきから聞きたくてうずうずしているみたいだし、いいわ、質問を許可します」

「では、質問します」

　聞きたいことは数え切れないほどあるが、今一番、ボクが彼女に聞きたいことは、

「とりあえず、その、はーくんってボクのことですか？」

「え、いまさら？」

「いや、ずっと気にはなっていたんですが、タイミングが合わなくて……」

「はあぁぁ～。最初の質問がそれとか、はーくんらしいわね」

「質問のセンスがなくて、申し訳ないですね」

　姫城さんにとってはつまらない質問でも、ボクにとっては大事な疑問だ。

「はーくんと呼ぶようになったのは、お付き合いして、数ヶ月経たってからね」

　とのことだ。同級生の姫城さんには『王おう寺じ君』と呼ばれているので、なんかどうしても、同じ顔の人に違う呼ばれかたをすると、不思議な感情が芽め生ばえる。

「それじゃあ、本格的な質問をしていいですか？」

「答えられる範囲なら」

「では、質問その１。どうやって、未来からこの時代へ現れたんですか？」

　まさか、愛車を改造して、そのクルマでこの時代へタイムトラベルしてきたわけではないだろう。いったい、どんな方法で未来からこの時代へ現れたのだろうか？

「いい質問ね。正直に言うと、一番最初にくる質問だと思っていたわ」

「ご期待に添えなくて申し訳ない。それで、どうやってこの時代へ来たんですか？」

「説明をする前に、これを見せないといけないわね」

　彼女はエプロンの前ポケットから、とある物を取りだし、それをテーブルに置く。

「……懐中時計？」

「そう、これで過去へタイムトラベルしたの」

　彼女が取り出したものはアンティークの蓋付き懐中時計だった。

　色はくすんだ金色の懐中時計で、正にレトロって言葉がぴったりな時計だ。

「不思議の国のアリスの白うさぎが持っていそうな懐中時計ですね。触っても？」

「ええ、もちろん」

　了解を得たので、遠慮なく懐中時計を触る。蓋を開けて、文字盤を注視した。

「時間の数字が英数字ですね。外国製ですか？　というか、これ、壊れていますよ」

　懐中時計は動いていなかった。秒針も分針も時針も微動すらしていない。

　リューズを右に左に回してみるが、針はまったく動こうとはしない。

「今はそれで正常なの」

「どういう意味？」

「その件を説明する前に、懐中時計を手に入れた経緯を先に話すわね」

「手に入れた経緯ですか？」

「その懐中時計の元々の所有者はわたしの祖母で、わたしはその祖母とある勝負をし、見事に勝利して、その懐中時計をいただいたの。あ、ちなみにうちの祖母は魔女だから」

　今さらりとすごいカミングアウトをしたような……。

「魔女ですか……」

　未来人の次は魔女ね。想像したくないけど、そのうち宇宙人とかゾンビとかが現れたりしないだろうな。

「あんまり、驚かないわね……」

「いえ、十分、驚いています。えっと、お婆ばあさんが魔女でしたね」

「詳しくはわたしもわからないのだけど、手から炎出したりとか、ドラゴンに化けたりするタイプの魔女ではないと言っていたわ。なんでも、不思議なアイテムを自作するのに長たけているタイプの魔女らしいわよ」

「なんだか、すごい話ですね」

　つまり、この世にはドラゴンに変身するタイプや手から炎を出すタイプの魔女がいるってことになるのか……。どうやら、ボクが思っていたより、この世界はとんでもない人間がうじゃうじゃいるらしい。アンチオカルトのボクには到底受け入れがたい事実だけど。

「壊れていないなら、使ってみせてくださいよ」

　姫ひめ城ぎさんが未来人だということはもはや疑ってすらいない。

　ならなんで、こんな要望をしたのかというと単純な好奇心からだ。

　叶かなうなら、タイムトラベルする瞬間をこの眼めに焼きつけたい。

「ご期待に応えてあげたいところだけど──無理ね」

「どうして？」

「それを今から説明するわ」

　姫城さんは椅子から立ち上がり、こちらに近づいてくる。

　そして、

「────へえぇ!?」

　彼女は唐突に赤のパーカーを脱ぎ始めた。当然のことながら、服を脱いだのだから、彼女の上半身は下着姿──つまり、昨日購入したブラジャーだけをつけた状態になる。

「な、なな、なな……」

　急になんで、このような行動にでたのか意味がわからない。

　どちらにせよ、姫城さんの胸をガン見していいわけがないので、彼女から目をそらす。

「恥ずかしがってないで、こっちを見なさい、はーくん」

「い、いや、恥ずかしいとかではなく……ダメでしょう、普通に」

「見てもらわないと脱いだ意味がなくなるわ」

「いやいやいや。いくら頼まれても、無理です。勘弁してください」

「い・い・か・ら、こっちを向きなさいっ！」

　姫城さんはボクの顔をぐいっと掴つかみ、自分がいる方向に向けてくる。すると大きな二つのたわわがボクの目に映る。かっこ悪いことに大きなたわわに目を奪われてしまった。

　黒とピンクのブラジャー。女性への経験がないボクにはあまりにも刺激的な光景だ。

「……右胸に数字が見えるでしょう？」

「え？　数字？」

　確かに姫城さんの胸のところに数字がある。黒い文字で『55』と刻まれている。

　あれ？　確か昨日は……。

「どうやら、気がついたみたいね」

「昨日は『60』だったような」

「その通りよ。昨日の数字は『60』だった。でも、今日は『55』になっている。この意味がわかるかしら？」

『この意味がわかるかしら？』って言われて、瞬時に答えを導き出せるのは名探偵ぐらいだと思う。少なくも凡人のボクには皆目見当がつかない。

「いや、全然わかりません。ちなみにそれって、タトゥーってやつですか？」

「ころころ文字が変わるタトゥーがこの世にあると思っているの？」

「……未来ではあるんじゃないですか？」

「んなわけないでしょう。ちなみにマーカーで書いているわけでもないからね。これはタイムトラベルした証あかし。魔法によって、刻まれた魔術の刻印とでも思えばいいわ」

「魔術の刻印ですか……」

　少し前のボクならバカにして、大爆笑すること間違いなしの単語なのだが、今はすんなりと受け入れることができた。

　うーん、間違いなく彼女に毒されたなボク。そう思うと少し複雑な気持ちになった。

「ちなみにその数字は何を意味しているんですか？」

「この数字は後どれだけこの時代に留とどまれるのかを示している数字。つまりはタイムリミットを表す数字ね」

「……えっと、数字が『０』になると、元いた時代へ戻るってことですか？」

「その通りよ。この胸に刻まれた数字が『０』になると、元いた時代へ戻ることになる」

「つまり、制限があるってことですね」

[image: ]

　どのようなルールで数字が減るのかわからないけど、意図的にずっとこの世界に留とどまることは不可能ってことか……。

「どうせ、はーくんのことだから、おっぱいに関連する、なにかだと考えたでしょう？」

「……すみません。胸のサイズが60インチなので『60』って数字を入れているのかと勘違いしていました」

　そんなボクの言葉に彼女はこめかみを押さえて、あきれた表情で見つめてくる。

「60インチって、センチに戻すと１５２センチになるわよ。流石さすがにそこまで大きくはないわよ」

「で、ですよね」

「ちなみにわたしのバストサイズは95のＨカップよ。あと、確か、高校生の時はＦカップだった気がするわ」

　真顔ですごいことを暴露する姫ひめ城ぎさん。

　何な故ぜか、ボクの頭の中に制服姿の姫城さんが出てきた。

　そうか、あのサイズはＦカップなのか。

　今でもすごく大きいけど、まだまだ大きくなるなんて……。

「ふっふふふ。顔を赤くして、かわいい反応ね」

「か、からかわないでください」

「ごめんなさい。最近のはーくんにこの手のネタを振っても、いつも軽くスルーされるから、新鮮というか、懐かしい気持ちになってしまったわ」

「懐かしむのはけっこうですが、からかうのだけはやめてください」

　姫城さんは「ケチね」と言って、サンドイッチをぱくっと口に運ぶ。

　うーん。やっぱり、ボクの知っている姫城さんとは少し印象が違うな。

　ボクの中での姫城冬とう花かといえば、クール系で、かっこいいイメージの女の子だったんだけど、今の姫城さんはフランクというか、ユーモアがあるというか、親しみやすい印象を受ける。六年の月日が彼女の性格に何らかの影響をあたえたのか、それとも実は元からこういう性格だったのか、どちらにせよ、彼女の意外な一面を知ったことになる。

「話を戻すわね。さっき言った、タイムトラベルが不可能な件に戻るけど、この数字が刻まれている間は元の時代へ戻ることも、さらに違う時代へ跳ぶこともできないわ」

「つまり、一度使うと数字が『０』になるまでは、再使用できないってことですか？」

「そういうことになるわね」

「思っていたほど、この懐中時計は万能ではないみたいですね」

　それでも、すごいチートアイテムなのはかわりない。

　個人的な意見だけど、この世界にある全ての発明品よりも価値があると思う。

　なにせ、その気になれば過去へ戻って歴史を改変させたり、宝くじやＦＸで大おお儲もうけすることも容易たやすいのだから。それ故に使う者しだいで、とても危険なアイテムになる。

「胸の数字が減ると元いた時代へ戻ることは理解できました。なら、カウントが減る法則は？　数字が増えたりはしないんですか？」

「祖母の説明だと、一日でカウントが『１』絶対に減る仕様で、数字が増えることはないはずよ」

「要するに、最大で六十日だけ、この時代に滞在ができるってことですね。あれれ？　なら、どうして今の数字が『55』なんですか？　おかしくないですか？」

　一日で数字が『１』しか減らないなら、今の数字は『59』でないと計算が合わない。

「ペナルティよ」

「ペナルティ？」

「ええ。悪用されないように、魔法で様々な規定を定めているみたい」

「つまり、本来なら『１』しかカウントが減らないはずだったのに、ルールに背くことをしたから、数字が一気に『５』減ったということですか？」

「その通りよ」

「何をしたんです？」

「たぶん、ネタバレね」

「ネタバレ？」

「ええ。昨日、王おう寺じ家に色々と未来のことを語ったでしょう。きっと、それが数字を減らした原因でしょうね」

「なるほど。それなら辻つじ褄つまが合うのか」

　一応、悪用できないように対策を施しているんだな。

「あんなちょっとの暴露で、数字がこんなに減るなんて思わなかったわ」

　ムスッとした表情で頬ほお杖づえをつき、不満を口にする姫ひめ城ぎさん。

　あなたにとってはちょっとした暴露のつもりだったみたいだけど、ボクには心臓が飛び出るほどの驚きだったんですが……。

「これで、うかつに未来のことを語る訳にはいかなくなったわね」

「なら、さっきのサンドイッチの話も、む、胸のサイズの件もアウトなのでは？」

「ええ。だから、実験をしたの。どこまでがセーフで、どこからがアウトなのかわからないから。だから、ペナルティが科せられない、ギリギリのラインがどこなのかをまずは見極めないといけないわ」

「お婆ばあさんにその辺の細かい説明はされなかったのですか？」

「まったく。『そこまで教える義理はない』と言われた。たぶん、あの様子だと本人も全てを把握していないのかもしれないわね。なにせ、その懐中時計は大量にあるマジックアイテムの一つでしかないらしいから」

「このチートアイテムが多数ある内の一つでしかない。……末恐ろしい話です」

「どちらにせよ、気をつけないといけないわ」

　そう言い、真剣な表情をする姫ひめ城ぎさん。その顔には並々ならぬ、強い意志を感じた。

「とりあえず、服を着てもらえませんか。もう、胸の数字の件はよくわかりましたので」

「あら、もういいの？　目に焼き付けたかしら？」

「はい、十分に焼き付けたので、早く服を着てください」

　姫城さんは「本当はもっと見たいくせに」と言いながら、再び赤いパーカーを着る。

「聞きたいことはいっぱいあるんですけど、どこでペナルティに引っかかるか、わからないので、うかつな質問はできませんね」

「じゃあ、最後に一つだけ質問してもいいわよ。もちろん、答えられる範囲でだけど」

「なら、最後に一つだけ」

「どうぞ」

「姫城さんはどうして、この時代へ来たのですか？」

　個人的に言えば、タイムトラベルした方法よりも、こちらの方が気になっていた。

　偶然ではなく、意図的にこの時代を選んだのなら、それは何か目的があったからではないのか？

「どういう意味かしら？」

「そのままの意味です。話を聞いていると、何か目的があって、この時代へタイムトラベルをした。そうではないんですか？」

「…………その通りよ。わたしはどうしてもこの時代へ戻ってやりたいことがある。だから、タイムトラベルをした」

「それってなんですか？」

「それはまだ言えない。今は説明できないけど、目的があってこの時代へ来た」

　姫城さんは「ごめんなさい」とボクに頭を下げる。

　きっと、説明したくてもできない事情があるのだろう。

　正直に言えば気にはなる。すごく気にはなるが、彼女を困らせてまで、この時代へ現れた目的を追及しようとはボクは思わない。

　なら、姫城さんがいつか語ってくれることをゆっくりと待つことに決めた。

「わかりました。その件はこれ以上の追及をしません。ただ、ボクなんかでも力になれることがあればいつでも相談してください」

「……ありがとう」

　彼女は上品に笑い、ボクへ微笑ほほえみかける。そんな彼女にドキッとするボクがいた。

「ところで、ずっと気になっていたのだけど」

　笑顔から一転、険しい表情をする姫城さん。

　なんだろう、ボクはなにか、彼女の怒りを買うようなことをしでかしたのか？

「その、姫ひめ城ぎさんって呼ぶのやめてくれるかしら」

「──え!?」

「わたしたち、いつから他人行儀な呼び方をする仲になったのかしら？」

「……いつからって……ボクにとってはずっと姫城さん呼びなんですけど……」

「今から、わたしのことは『愛いとしのトウカ』と呼びなさい」

「普通にイヤなんですけど……」

　どっかのおバカ幼おさ馴なな染じみの『愛しのたかきゅん』みたいで死ぬほど嫌だ。

　死んでもそんな呼び方はしたくない。

「なら『トウカさん』で妥協してあげるわ」

　まるで、譲歩したかのような言い草だけど、最初から本命の要求は『トウカさん』呼びなんだろうな。仕方がない、ここは交渉上手な彼女に免じて、折れることにしよう。

「……わかりました。それで妥協します」

　まあ、なんだ『愛しのトウカ』と呼ぶよりはずっとマシだ。

「ふっふふ。素直でよろしい。では、呼んでみなさい」

「…………と、トウカさん」

　ただ名前を呼ぶだけなのに、少しだけ、こっ恥ずかしいな。

「……悪くないわね。ええ、悪くない響きだわ」

　なんか、彼女の琴線に触れたようだ。どう考えても、トウカさんに丸め込まれている気がしなくもないのだが、とりあえずは考えないことにしよう。

「ところで、はーくんのこれからの予定は？」

「買い物でしたよね。なんでも買ってきますよ」

　昨日、トウカさんから、生活必需品の購入を頼まれていたことはちゃんと覚えている。

「素直でよろしい。とりあえず、当面の生活必需品をそろえる必要があるわ」

「まあ、そうですよね」

「下着も欲しいし。枕も変えたい。あと、シャンプーとかも」

　束ねていた髪をほどき、不満そうな顔で自身の髪を触る姫城さん。

「すみません。うちの安もののシャンプーなんかを使わせて……」

　姫城さんのさらさらとした美しい髪に一度でも千円以下の特価シャンプーを使用させてしまった事実に本当に申し訳ない気持ちになった。

「というか、髪を切ったんですね？」

　昨日は髪をセットしていたので気づかなかったが、ボクの知っている高校生の姫城さんよりも、少し髪が短かった。

「うん？　髪を切った？？？　……ああ、そうか、そういうことね。高校生の時は今より少し長かったものね。そんなことよりも、大きな問題が二つあるの」

「大きな問題？」

「ええ、頭を抱えているわ。できれば、はーくんにも知恵を貸して欲しい」

　困った顔で彼女はカバンからスマホと長ザイフを取り出し、それをテーブルに置いた。

「うん？　この二つに問題があるんですか？」

　ぱっと見た感じはどこに問題があるのかわからないな。

「ええ。大問題よ。まずはこの端末から見て欲しい。実は今日の朝から調子が悪いの」

「調子が悪い？　具体的には？」

「とにかく、見て。ガジェットオタクだから、何が原因かはすぐにわかるでしょう」

「ガジェオタって、パソコンが好きなだけで、スマホは専門外なんだけどな……」

　とりあえず、赤いスマホを手に取り、確認することにした。

「四桁の暗証番号は１１１７よ」

「……１、１、１、７、と。……ってボクの誕生日じゃないですか」

「何か問題？」

「いえ、問題はないですね」

　まあ、自分の誕生日をパスワード登録しているよりはセキュリティ的には幾分かマシか。そして、四桁のパスワードを認証し、スマホの画面を開く。

「ていうか、画面がすごくキレイですね。動きもヌルヌルだし、これってリフレッシュレートの数値はどうなっているんですか？」

「り、リフレッシュレート？？？」

「でも正直、デザインはクソダサいですよねぇ～。ボクがこのスマホを販売している会社の社長なら、開発者たちの前でこれでもかとスマホを踏んづける自信がありますよ」

「……はーくんがこのスマホがいいって、わたしにオススメしてきたのに……」

「ええぇ[image: ][image: ]っ!?　こんなタブレットサイズのスマホをボクがオススメした？　ありえない！　ありえませんよ！」

「──なぁっ！」

「だってボク、スマホは小さい派ですし！　こんな大画面で重たいスマホを一日中持っていたら、腱けん鞘しよ炎うえんになってしまう」

　おいおい、未来のボクはいつから、大型画面スマホ派に改宗したんだ？

「ちなみにお値段は？」

「さ、三十万円……です」

「うわぁ！　たかぁ！　未来のスマホ高いっ！　驚異のお値段っ！　三十万円あれば高スペックなゲーミングＰＣが自作できますよぉ！」

「…………」

「──ベンチマークはどれぐらいの数値を叩たたき出せるんだ？　発熱は？　ていうか、大きいだけではなく、肌触りも悪いっ！　褒められるところが画面の美しさだけってぇ～っ！　それにしても未来のスマホを自称するなら、ホログラムが浮かび上がったり、スマホ本体が透明だったり、ロボットに変形ぐらいはして欲しいものだ。やはり、スマホの技術は現段階で頭打ちなんだな[image: ][image: ]っ」

　まあ、それでもガジェット系の紹介動画を配信しているユーチューバーたちには、喉から手が出るほど欲しい端末だろう。

「…………ねぇ、ガジェオタくん」

「うん？　なんです？」

「それ以上、わたしのスマホをディスるなら──暴力も辞さないわよ」

　ニコリと微笑ほほえみながら、握り拳を見せつけてくるトウカさん。

　いい笑顔だけど、目が笑っていない。これはもしかして、本気で怒っている？

「……ごめんなさい、調子に乗りました。ちゃんと調べるので、どうかお許しください」

「どうして、調子が悪いのかを早く調べなさい」

「りょ、了解しました」

　スマホの画面を注視する。スマホ内にはボクの知らないアプリがいくつかある。

　もしかするとこの六年の間に作られたアプリなのかもしれない。

「画面が固まって動かないってことはないですね。動きもヌルヌルしているので問題はなさそうだ。充電はできますか？」

「問題なく充電はできた」

「なら、再起動とシャットダウンは？」

「それも問題なくできたわ」

「うん？？？　なら、どこが調子悪いんですか？」

「とりあえず、アプリが全て使えない」

「アプリがですか……」

　とのことなので。画面のいくつかあるアプリをタッチする。

「…………確かに、反応しないですね。スマホ、落としたりはしていませんか？」

「落としてない。あと、電話もできないわ」

「電話もですか？」

「ええ、はーくんの電話番号にかけてもピクリとも反応しないわ」

「……ボクのスマホに電話してもいいですか？」

「ええ。試してちょうだい」

　トウカさんから許可が下りたので、通話のアプリをタッチする。

「このアプリだけは反応しますね。ああ、そうか、ボクの番号はすでに登録済みなのか」

　スマホの画面にはボクの電話番号が登録されていた。未来では夫婦なのだから、ボクの電話番号を登録しているのは至極当然のことなのだろう。

　それはいいんだけど、登録名を『愛いとしのはーくん』にするのはやめて欲しい。

　後で名前は編集しておくとして、今はボクのスマホに電話をかけよう。

「…………ふむ。確かにつながらないですね」

　スマホの画面には『モバイルネットワークが利用できません』と表示されていた。

「使えないでしょう？」

「使えませんね」

「あ、そうだ！　はーくんのスマホから、わたしのスマホに電話をかけてみてよ」

「わかりました。番号を教えてください」

　トウカさんが口頭で自身の電話番号を告げる。ボクはポケットから自分の白いスマホを取り出し、トウカさんの電話番号を入力する。そして、ボクは電話をかけた。

「……あれ？　繋つながったぞ？」

　ボクのスマホから『プルルルルル』と聞き慣れた音が鳴る。

　そして──。

『──はい』

　スマホの向こう側から、人気声優さん顔負けの透き通る素敵な女性の声が聞こえた。

　ボクが思うに、このボイスの持ち主は間違いなく美人でかわいい女の子だ。

　しかし、なんだろう、この聞き覚えのある声は？

　なんか、先ほどまで聞いていた気がするんだけど……

「も、もしもし」

『聞こえています。失礼ですが、どちら様でしょうか？』

「…………あっ！」

　ここでやっと電話の相手がいったい誰なのかを理解した。

　──姫ひめ城ぎ冬とう花かさんだ。この時代の女子高生の姫城冬花だっ！

「コンニチハ～、日系シュメール人のマクハ・ジーオ～、デス～」

　ボクはカタコトの日本語しか喋しやべることができない外国人を演じることにした。

『に、日系シュメール人のマクハ・ジーオ？？？』

「……ライキはボコクのメソポタミア・スタジアムでガンバリ～マース～」

『──は、はい？？？』

「ナノで、ジャパンはオコトワリデ～ス～ッ！」

『え？　え？　ええ？』

「アイムソ～リ～、ホントゴメンナサイ！　ジャパンでドリームをしたかったけど、ゴメンナサイ！　ジャパンのテンプラ、オスシはデリシャスデシタ！」

　ボクは通話終了のボタンをタップして強制終了させた。

　きっと、今頃、姫ひめ城ぎさんは助すけっ人との外国人が間違え電話をしてきたのだと思っているにちがいない。ふう～、機転の利くボクでなければ誤ご魔ま化かせなかったな。

「…………と、トウカさん」

「なにかしら？」

「もしかして、ずっと同じ電話番号を使っているのでは？」

「ええ、その通りよ。中学生からずっと同じ携帯会社で、同じ番号ね」

「やっぱり、そうですか……」

「なにか、問題でも？」

「大問題です。どうやら、今この世界に同一のＳＩＭカードが二つ存在しています」

「はーくん？」

「なんですか？」

「その……しむ……カードってなに？」

　ボクは頭を抱えた。過去最大級の頭痛に襲われたからだ。

　そして、この無知な女性に現状を一から百まで説明した。

「なるほど。このスマホの中にあるカードと現代のわたしが所持しているスマホの中のカードが同一なのね。それで、なんでこっちのスマホには電話がかかってこないの？？？」

「通信の技術的なことはボクも詳しくないので説明はできないですが、どうやらあちらのスマホの方に優先権があるようです」

「どうして、わたしのスマホの方に優先権がないのかしら？　過去の自分に負けたみたいで釈然としない気分だわ」

　なんで、この人は過去の自分と張り合っているんだ？

「とにかく、この赤いスマホの通話機能は壊れていません」

　先ほど、ボクのスマホのＳＩＭカードをこの赤いスマホに入れ替えて両親に電話をかけたら、問題なく通話できた。つまりそれはこのスマホの通話機能が壊れていないことを意味する。ただ、通信が使えても、他のアプリを開くことはできなかった。

「どうして、他のアプリも使えないのか、それはわかりません。わかりませんが、憶測なら語れます」

「聞かせてもらえるかしら」

「たぶん故障ではなく、単純に魔法の所せ為いで使えないのではないかと」

「え、そうなの？」

「ええ、魔法によって、制限でもかかっているのではないでしょうか？」

　正直、そうでも思わないと説明がつかない。

「つまり、ラインもインスタもツイッターも使えないってことになるのかしら？」

「そうなりますね。まあ、仮に故障であったとしても修理は不可能です」

　六年後の新作スマホを業者へ修理に出せば大いなる混乱を招くだろう。

　なにせ、この時代には影も形も無いスマホなのだから、そんなモノを修理へ出せば大混乱だ。そういう意味ではこのスマホも危険なものだと言わざるを得ない。

「昨日までは普通に使えたのに……」

「たぶん、元いた時代へ戻れば再使用できると思いますよ」

「はーくん、せめて昨日見せた、結婚式の動画だけはどうにかできないかしら？」

「なんとかしてあげたいですが、ボクには無理そうです」

「そう……」

　肩を落とし、うつむくトウカさん。そんな顔をされたら、どうにかしてあげたいが、こればかりは専門外過ぎて、どうしようもない。

「仕方がない。とりあえずはもう一つの問題を先に解決しましょう」

　テーブルに置いていた、サイフを手に取るトウカさん。

「サイフですよね？」

「はーくん、問題なのはサイフではないわ。問題は中身よ」

「中身？」

　トウカさんは長ザイフから数十枚の紙幣を取り出し、それをテーブルに置く。

「…………えっ!?　これって！」

　あまりの出来事に一瞬身体からだがフリーズした。

　それぐらい驚くべきものが長ザイフから出てきた。

「そう、問題はこの紙幣なの」

　長ザイフから出てきた紙幣は見たことのない紙幣だった。

　ボクは震える手でその紙幣を一枚手に取る。

「……ゆ、諭吉ではない……一万円札……」

　頑張って外国の紙幣だと自分に言い聞かせようとしたが、紙幣に『日本銀行券』と記載されている。というか、デザインのおじさんがどこからどう見ても日本のお方だ。

　確か、この新一万円札が世に出回るのは来年だったはず……。

「もしかすると、ボクって誰よりも最速で一万円札を手にしたのかもしれない……」

「ふふふ。面白い発想ね」

「いや、笑い事ではないですよ。一応の確認ですけど、ホンモノですよね？」

「ええ。ホンモノよ」

　とのことだ。やっぱり、本当にトウカさんは未来人だったみたいだ。

「ちなみにそこにある十五万円がわたしの全財産になるわ」

「つまり、現状は無一文ですね。これが第二の問題ですか」

「そうなるわね」

　このお金は絶対に使えない。何な故ぜなら、まだ世に流通していないからだ。

　いや、仮に未来からボクらがよく目にする諭吉の一万円札を持ってきても、それを使うのも、やっぱりダメだ。そんなことをしたら、同じ番号が世に出回ることになる。

「クレジットカードも使えないでしょうね。とりあえず、うちの両親からお金を借りるしかないのでは？」

「それは流石さすがに抵抗があるわね。──あっ！　そうだわ！　あれを売ればお金になるのじゃないかしら？」

　何かをひらめいたらしく、トウカさんはブランドカバンから何かを取り出そうとする。

「トウえもん、今度は未来のカバンから、何を出すの？」

「きっと、あなたが驚くものよ」

　とのことだ。正直に言えば、あのカバンから何が出てくるのか、まったく想像できないけど、ボクはそれを目にして、大いに驚くことだけは確信している。

「これよ」

　そして、カバンからトランプと同サイズぐらいのカードを取り出し、それをテーブルにドンと置いた。

「？？？」

　仰天する準備をしていたのだが、想像してたモノとはほど遠く、正直に言えば、拍子抜けしている自分がいた。

「テッテテレテェッ！　モンスターカードッ！」

　意外なことに先ほどのボクの前フリをボケでちゃんと回収するトウえもん。

　実はおちゃめな一面があるんだなと少し感心した。

　ちなみにドラえもんのモノマネは聞くに堪えないぐらい下手くそだった。──って、今はそんなことどうでもいい。

「これって、人気のカードゲームのカードですよね」

　懐かしい。小学校の時に少しだけ集めていたな。

　テーブルに置かれているカードはボクでも知っている、とっても有名なドラゴンモンスターのカードだった。

「これはとある男から没収したの」

「とある男？」

「王おう寺じ白はく馬まって残念な王子なんだけど、なんと驚くことにパパ活しようとしていたの」

「ぱ、パパ活っ！」

　おいおい、未来のボクは何をしているんだよ……。

　あと、その不穏なワード、六年後も使われているんだな。

「ちなみに、このカード十万円もするのよ」

「十万円ですか……」

「そう、わたしの許可なくね。あなたって昔から、サイフのヒモがゆるいというか、物欲の塊じゃない」

「…………」

　彼女の不満に反論できそうにないので、ボクは沈黙することにした。

　たとえ、卑ひき怯ようと思われてもここは黙っておくのが最善の選択だ。

「だから、同どう棲せいした時から、お金の管理は全部わたしがしていたんだけど、あの男、あの手この手で、私の目をかいくぐり、こういうモノを秘密で買ってくるのよ……」

　あきれた顔でレアカードを見つめるトウカさん。

「とにかく、このカードは今日売ります」

「え？　ボクのお金で購入したのに？」

「ええ。何か問題でも？」

　反論なんてさせないわよ。そんな顔でボクをギロリとにらみつけるトウカさん。

「旦那のモノはわたしのもの、わたしのものはわたしのもの」

　どうも、彼女はドラえもんではなくジャイアンだったみたいだ。

　なんというか、未来のボクとトウカさんの力関係がどんな感じなのか今のやり取りで、容易に想像できるな。

「売却するにしても、保護者の同意が必要ですね。とりあえず、後で同意書をダウンロードしておきます」

「そうか、わたし、この時代では未成年になるのか。なら、この免許証も使えないわね」

　彼女は残念そうな顔で、サイフから運転免許証を取り出す。

　ボクはトウカさんが手に持つ免許証を見つめた。

　運転免許証には『姫ひめ城ぎ　冬とう花か』と記載されていた。

　へぇー、姫城さんの誕生日って、十二月二十五日なのか。記載されている住所は彼女の実家になるのかな？　だとしたら、我が家からずいぶんと離れた場所だな。

　あ、普通二輪免許も取得している……。こうやって見ると運転免許証って色んな情報が載っているな。そんな中で一番目についたのは免許の更新時期と免許証の取得日だ。更新時期も取得日も今より数年先の年月が記載されていた。

「……やっぱり、未来人なんですね」

「ずっとそう言い続けてきたつもりだけど？」

「最初にこの免許証を見せてくれればよかったのに」

「見せても偽造だと言い張るでしょう」

「た、確かにボクなら言いかねないですね」

「なら、あの結婚式の動画を見せるのが一番だとは思わない？」

「そう言われると反論できませんね。とにかく、今日はお金の工面と当面の生活必需品をそろえるのが目的ですね。ネットである程度、揃そろえることは可能ですけど、すぐ使いたいものは本日中に買いそろえた方がいいでしょう」

　あと、代わりのスマホも必要だな。

「ええ。朝食を食べ終えたら、買い物へ出かけましょう」

　ということで、ボクとトウカさんは出かけることになった。
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　基本的に、ボクは休日のほとんどを家で過ごしている。

　つまり、ボクは根っからのインドア派だ。ＰＣ製作、プラモ作り、手品の練習。

　だいたいこの三つがボクの休日のルーティンだ。

　そんなインドア派なボクが時々、休みの日に足を運ぶ場所がある。

　それがこの大型ショッピングモールだ。郊外から少し外れた場所にあり、利便性はあまりよくない。そんな場所へボクたちは訪れていた。

「──とにかく、服よ」

　とのことだ。どうやら、ボクが貸した服一式はお気に召さなかったようだ。

　正直、このショッピングモールへ来るのに揉もめに揉めた。

　よく考えてみたら、すぐに理解できることだった。

　もし、彼女の知り合いに会えば──もし、本人と鉢合わせるようなことになれば、どうなるのかは容易に想像できる。間違いなく大混乱だろう。

　だから、ボクが一人で行くとトウカさんに主張した。

　ボク一人で買い物へ行き、お目当てのモノを購入してくると意見を述べた。

　だが、そんなボクの忠告はむなしく、彼女に一掃された。

　トウカさんは『あのショッピングモールは数回しか訪れたことがないから、まずわたし本人と鉢合わせることはない。だからなんの問題もないわ』と断言をされた。

　それでもボクも退ひかず『本人以外の知り合いに会うのも不ま味ずいですよ』と進言した。すると彼女はくすっと笑い『秘策があるから大丈夫』と自信満々に言い放った。

　結局、ボクが折れる形となって、この件は彼女の望み通りに事が運ぶことになった。

　なんというか、前から我の強い子なんだろうなとは思っていたけど、ここまでワガママな一面があるとは思わなかった。

　とはいえ、そんなめんどくさい部分を見ても、好感度が落ちるどころか、より好きになってしまうあたり、恋ってやつは本当に人をダメにさせる。

「服の前に、そのブツを売りに行かないと」

「そうね。とりあえずはこのカードを売却ね」

　ちなみに彼女が言っていた秘策とはマスクとグラサンを着用することだった。

　……もしかすると、ボクが思っている以上に、この人、ポンコツなのでは？

　そして、ショッピングモール内にあるカードショップへたどり着いたボクたちは両親に書いてもらった同意書とレアカードを買い取りに出した。

　ちなみにここに訪れたのは小学生の時以来だ。

　そんな中、カードショップの店長らしき男がマジマジと真剣な表情でレアカードを見つめていた。

「こ、これは……」

　手を震わせ、提出したレアカードを見て目を見開く店長。

　そんな驚くほどのことなのか？

「世界に三十枚しかないカードをこの手で触れることができるとは……」

「へぇ？　世界に三十枚？」

「ああ、このカードは大会入賞者だけに手渡されたカードで、世界で三十枚しかない。偽造品かと思ったが、これは間違いなくホンモノだ」

　どうやら、ボクが考えていたよりも、ずっと希少なカードだったみたいだ。

「状態も素晴らしい。二十万円で買い取ろう」

「に、二十万円っ！」

　十万円のカードが倍の値段で買い取りを提示されてしまったぞ。

　トレーディングカードゲームのカードが株と言われている意味がよくわかるな。

「お願いします」

　きっぱりと言い切るトウカさん。その表情には悪びれる様子は微み塵じんもなかった。

　結局、カードは約二十万円で売却することができた。

　ボクはこの世界に居るはずのない未来のボクに手を合わせて謝罪をした。

　未来の王おう寺じ白はく馬ま、この二十万円は有意義に使うので、どうか許して欲しい。

　トウカさんはとても上機嫌だった。

　自分が想像していたよりも高く売れてご満悦のようだ。

「十万円のカードが二十万円で売れるなんて、もっと持ってきたらよかったわ」

「邪悪な発想を口にしないでください」

　しかし、これで世界に三十枚しかないカードが一枚増えてしまったな。

　……さっきの説明は聞かなかった、見なかった、知らなかったことにしよう。

　そして、カードショップを後にしたボクたちは、すぐ近くの洋服店に足を踏み入れることにした。

　店内に入るとかわいくてオシャレな女性の店員さんがボクたちに向かって「いらっしゃいませぇ～」と笑顔で歓迎してくれる。

　トウカさんはハンガーに掛けられている洋服を黙って物色しはじめた。

　真剣な表情をしている彼女を見て、かわいいと思った。

　ああ、やっぱりボクは彼女が好きなのだと再確認する。

「これに決めた」

　満面の笑みで、ねずみ色の服を手に取るトウカさん。

　そして、ボクに「少しここで待っていて」と言葉を残し、試着室へ向かい、カーテンを閉める。

　さて、どうしたものか、手持ち無沙汰になってしまったな。

　とりあえず、試着室の近くにあるベンチに座ることにした。

　するとトウカさんが入った試着室から──『しゅるりっ』と服が脱げている音がした。

　不覚にもその音でボクの心臓はドキドキしていた。

「…………」

　もしかして、トウカさんは今は下着姿なのか？

　想像してはいけないと思いつつも、カーテンの向こう側の彼女の姿をイメージしているボクがいる。そんなことを考えていたら、軽快な足取りで、女性の店員さんがボクの方へ向かってきた。

「綺き麗れいなお姉さんですね」

「──え？」

「今日はご姉弟きようだいでお買い物ですか？」

　どうやら、この店員さん、ボクとトウカさんを見て姉弟だと勘違いしているようだ。

　こういう時、なんて答えるのがいいのだろうか『嫁なんです』なんて言えば、なんだか自分が調子に乗っているみたいでシンプルに嫌だ。だからと言って『姉です』とも言いたくない自分がいた。まあ、いつものごとく女の子に間違えられなかっただけマシか……。

　結局、ベストな返答は何だろうかと考えていたら、トウカさんが入った試着室から、

「──はーくん、この服、胸がきつい。もうワンサイズ大きいの取ってぇ」

「え？　もう一つ大きいサイズとか言われても」

「あ、ご用意しますね」

　店員さんはニッコリと営業スマイルを作り、素早い動きで、もうワンサイズ大きい洋服をトウカさんのいる試着室へ持って行く。

「…………」

　居心地がすごく最悪だな……。

　ここでぼんやりしていても、何の戦力にもならない。

　それにまた、店員さんに根掘り葉掘り質問されても困る。

「トウカさん、のどが渇いたので、飲み物を買ってきます」

　本当はあまり喉は渇いていない。この場から逃げる為ための方便だ。

「……わかったわ」

　トウカさんから許可が下りて、ほっとする。

　もう少し我慢して待機していろと言われたら、どうしようかと思っていた。

　ボクは店員さんに「フォローお願いします」と言葉を残し、店を後にした。
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　時間が掛かると覚悟していたのだが、意外なことに十分ほどで、トウカさんはブティックから出てきて、ベンチに座っているボクの元へ駆け寄ってくる。

「早いですね」

　そんな素朴な感想を口にしながら手に持っていた、コーヒーを手渡す。

　いつもなら、自販機で飲み物を購入するボクだけど、今回は少し奮発し、二階にあるコーヒーチェーン店でカフェオレを二つテイクアウトした。学生のボクにとって一杯七百円のカフェオレはかなり痛い出費だが、トウカさんの前でケチ臭いことはしたくない。

「あら、気が利くわね」

「好みがわからなかったので無難にカフェオレにしました」

「ありがとう。わたし、カフェオレ好きよ」

「喜んでもらえて何よりです」

「はーくんの口から『好みがわからなかった』って言われると違和感しかないわね」

「それはお互い様です」

「それもそうね」

　トウカさんがボクをじっと見つめる。ボクの座っているベンチの隣に座りたいのか？

　そう思ったボクは真ん中から端に移動して彼女が座れるように席を空ける。

「そうではないわ。その気遣いの前に言うべき事があるんじゃないかしら？　そう、未来のお嫁さんにかけるべき言葉があるはずよ」

「お昼なに食べます？」

　ボクの言葉にムッとした表情をするトウカさん。

　うん、いけないとはわかっていても、このぷんとしている表情も好きだ。

　彼女がボクに何を求めて、どんな言葉が欲しいのか、理解はできている。

　理解はできているが、ボクの中にいる悪魔が意地悪を言えと囁ささやいたのだ。

　だから、少し意地悪を言ってしまった。この歳としになって、好きな子に意地悪したくなる気持ちがわかる日がくるとは……。

「はーくんって、昔からそういうところがあるよね」

「ごめんなさい。意外なことに、ボクの心にも歪ゆがんだ一面があるようです」

「それで、この洋服の感想は？」

　ブティックから出てきたトウカさんの格好は当然ながら変わっていた。

　赤いパーカーから、ねずみ色のニットワンピースに変わっていた。

　その洋服の感想を素直に口にするなら『エロ』もしくは『セクシー』って言葉が最初に出てくる。でも、その単語は女性にとっては褒め言葉にはならないのだろう。しかし、このニットワンピースはぴちぴちとしていて、くっきりと彼女のワガママボディが自己主張している。特に胸の部分が開いた作りなので、大きな胸の谷間が見えてアダルティだ。

　うんうん、あれだ、選ばれた人にしか着れないタイトな洋服だ。

　それにしても、目の保養になる反面、思春期のボクには刺激が強いな。

「……まあ、似合っています。大人の女性って感じですごく魅力的です」

　平静を保ちながら、正直な感想をトウカさん伝えた。

　すると彼女はニンマリと笑い、

「ふっふふ。顔を真っ赤にして、はーくんってやっぱりかわいいわね」

「……それはどうも」

「さて、見たかった反応が見れたし、次はどうしましょうか？」

「少し小腹が減りました」

「じゃあ、なにか軽いものでも食べましょうか」

「そうですね。なにがいいです？」

「わたし、たこ焼きが食べたいわ」

「なら、フードコートへ行きますか」

「ええ。そうしましょう」

「あ、持ちますよ」

　彼女をきちんとエスコートできるか不安しかないけど、荷物ぐらいはせめて持ってあげないといけない。

「ありがとう」

　トウカさんはニコリとボクに微笑ほほえみ、手に持っている紙袋をボクに差し出し、ボクはそれを受け取る。どうやら、この紙袋にボクが貸したパーカーとジャージ、サングラスやマスクが入っているようだ。

「手でもつなぐ？」

　不敵な笑みを浮かべながら、ボクに手を差し伸べるトウカさん。

「未来のボクに申し訳ないので、遠慮しておきます」

「そう？　うちの旦那はそんなことでは嫉妬しないと思うわよ」

　自身の旦那を全面的に信用しているが、嫁が自分以外の男と手をつないでいたら、あの男はたぶん──いや、絶対に嫉妬すると思う。ソースはボク自身だ。これほど信用できるソースはないだろう。

「では、行きますか」

「場所はわかるんですか？」

「もちろん。高校を卒業してからは、はーくんとここでよくデートしていたから」

　とのことだ。信じられない話だけど、数年後にこのショッピングモールがデートの定番スポットになるらしい。

「あ、エレベーターがちょうど降りてきてた。ほら、はーくん乗るわよ」

　トウカさんの後を追うようにエレベーターに乗り込むボク。エレベーターの中には、ボクより少し年上に見える大学生ぐらいの男女のカップルがいて、男性の方はエレベーターに乗り込んだトウカを好色そうな目で見つめ、それに嫉妬した女性が彼氏の足を踏んづけていた。ボクはその光景を目にし、いけないとはわかりつつも、少しだけ悦を覚えていた。エレベーターから降りたボクたちは四階にあるフードコートを一直線に目指す。

　フードコートにたどり着くまでの間、男女問わず、皆がトウカさんをチラチラと一いち瞥べつしていた。やっぱり、トウカさんは目立つな。目立ち過ぎている。

　そんな人の隣に立てることは光栄だが、やはり、知り合いとばったり出くわすことがないか心配になる。そう思うと長居は禁物だ。

　お目当てのたこ焼きを食べたら帰るように提案をしよう。

　そんなことを考えながら、歩いているといつの間にか目的地へたどり着いていた。

　土曜日のフードコートは若者を中心に賑にぎわっていた。右から左から同年代の楽しそうな会話が飛び交う。時間的にはまだ昼前なのだが、どの飲食店もそれなりに混雑し、人が並んでいる。その中でも、一際長い列を作っていたのが目的のたこ焼き店だった。

「大盛況ね」

「ですね」

　最後尾に並ぶボクとトウカさん。たこ焼きのいい匂いがボクの鼻孔を刺激する。

「前から人気でしたけど、テレビで紹介されてから、さらに人気に火がつきましたね」

「懐かしいわね」

　こちらからすると最近の話なんだけど、六年後の世界から来たトウカさんにとっては遥はるか彼方かなたの過去の出来事になるのか。

「六年後も流は行やってます？」

「──え!?」

「だから、このたこ焼き屋さん、六年後も大人気ですか？」

　何な故ぜかばつが悪い顔をするトウカさん。

「あ、そうかっ！　未来の話をするとペナルティで数字が減るんでしたね。今の質問は忘れてください」

「……そうね。聞かなかったことにするわ」

　その後、順番がくるまで、ボクとトウカさんはたわいもない談笑をした。

　そして、ボクたちの順番がきたのでメニュー表を見つめる。

「いらっしゃいませ」

　かわいい女性の店員さんが、営業スマイルでボクたちを出迎えてくれる。

「トウカさん、何個入りにします？」

　彼女にどうするのかを相談したのだが、彼女から返事が返ってこない。

　ボクは見つめていたメニュー表から顔を上げ、トウカさんに目線を移す。

「と、トウカさん？」

　トウカさんは何故か、若い女性の店員さんの顔をじっと見つめていた。

　その目はまるで物珍しいものでも見たかのような表情をしていた。

「あ、あの……」

　トウカさんに見つめられ、店員さんも困惑した表情を浮かべていた。

　いったい、どうしたんだ？　トウカさんの表情からして敵意はないみたいだけど。

　流石さすがに失礼なのではないかと思い、トウカさんを注意しようと思っていたら──

「──八個」

「え？」

「はーくん、八個入りにしましょう」

「は、はい。えっと、八個入りでお願いします」

「え？　あ、はい。八個入りですね」

「それと、トッピングでマヨネーズとカツオ節をお願いします」

「かしこまりました」

　サイフを出そうとしたら、トウカさんに制止された。

「ここはわたしが支払うわ」

　トウカさんはサイフから一万円札を取り出し、そのお札を店員さんに渡す。

「一万円お預かり致します。おつり──」

　店員がお釣りを返そうと手を伸ばしたその時──トウカさんは身を乗り出し、店員さんの耳に顔を近づけ、耳元で何かを囁ささやいた。

「──え!?　ど、どうしてそれを!?」

「いいから、わたしの助言に従いなさい」

　店員さんは明らかに動揺していた。彼女はいったい、何を店員さんに伝えたんだ？

「……お、お時間少々いただきます。出来上がりしだい、お呼び致します」

　そして、戸惑いの表情を浮かべる女性店員さんからワンタッチコールのリモコンを受け取った。ボクたちは、食べる場所を確保するため、空いているテーブルを探す。

「あそこが空いているわよ」

　そう言いトウカさんは空いているテーブルを指さす。

　ボクたちは空いているテーブルに座り、一息つく。

「さっきのやりとり気になる？」

「……気にはなります。気にはなりますが、今回も聞かないことにしておきます」

　耳打ちをしたということは、当事者以外には知って欲しくない話だったのだろう。

　なら、聞かないのがマナーだ。なので、ボクは諦念することにした。

「と、カフェオレではたこ焼き、合いませんね」

　しまった。動揺して、ドリンクを注文することをすっかり失念していた。

「何か飲み物を買ってきます。トウカさんはなにがいいですか？」

「なら、お茶で頼むわ」

「了解」

　立ち上がると同時に、ワンタッチコールがブーブーと音が鳴る。

「ついでにたこ焼きも回収してきます」

「お願いするわ」

　そして、ボクはたこ焼きの回収とドリンクの購入に行くのだった。
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　たこ焼きを食べて、家へ帰るつもりだった。やっぱり、これ以上ここにいるのは危険だと思うから。そのためにトウカさんを説得したのだが、彼女は『映画鑑賞したい』とワガママを言い始めた。結局、またボクが折れる形で映画鑑賞することになった。

　なので、現在ボクたちはショッピングモール最上階にある映画館へ来ていた。

「ここはボクに出させてください」

　さっき、たこ焼きを奢おごってもらったから、ここはボクがチケット代を出すべきだ。

「いいわよ、学生にはチケット代もばかにならないでしょう。ここはお姉さんがまた出してあげる」

「そうはいきません。父からもちゃんとエスコートしろとお金をいただいているので、ここはボクが絶対に出します」

　父さんにはカードを売るときに必要だった同意書にボクの保護者として記入してもらった。その時、父に『ちゃんとトウカちゃんをエスコートしろよ』と釘くぎを刺されつつも、諭吉を一枚プレゼントされた。

「なら、今回は素直に甘えようかな」

「ええ、そうしてください」

　券売機まで向かい、画面とにらめっこするボクたち。

「どれにします？」

　正直、興味がそそられる映画が一つもなかった。

　なので、トウカさんに選択を委ねることにした。

「そうね…………。あ、これにしましょう」

　券売機の画面を指さすトウカさん。トウカさんが指さした映画は毎日のようにテレビのＣＭで流れるほど、世間の注目を集めている日本のアニメーション映画だった。

「これ、見たことないんですか？」

　確か、興行収入二百億円超えの映画だったはず。そんな映画なら、トウカさんもきっと鑑賞をしているかと思っていが、ボクと同じで未鑑賞なのか？

「五回は見た」

　トウカさんはきっぱり言い放つ。

「はーくんは見てないでしょう、この映画」

「……見てません」

「だよね。ちなみに未来のはーくんはこの映画をサブスクで鑑賞して、続編を初日に見に行くほど、どハマりしていたわよ」

「そんな言い方をされると、興味がわいてきますね」

「まあ、隣でネタバレしたら、はーくん、激怒していたけど……」

「……間違ってもボクにはネタバレをしないでくださいね」

「ふふふっ。それははーくんのこれからの態度しだいね」

　不安を覚えつつも、券売機で、高校生一枚、大人一枚のチケットを購入する。

「えっと、二千九百円か」

　ポケットからサイフを取り出し、──バリバリッバリバリッバリバリッ！

「…………」

「うん？　どうかしましたか？」

「……いえ別に……」

　上映は今から二十分後。それまではグッズショップで時間をつぶした。

　アナウンスが流れ、ボクたちが向かうシアターの入場が開始したらしく、入場ゲートにぽつりぽつりと列ができる。ボクたちも並び、受付の男性にチケットを渡す。

「本当にこの映画でよかったんですか？」

「うん。また、大きなスクリーンで鑑賞できて、ラッキーって思っているわ」

　とのことだ。さて、未来のボクが続編を初日に鑑賞したくなるほど素晴らしい映画なのかどうなのか、お手並み拝見といこう。

　公開日から数ヶ月経たっているので、シアター内はがらがらだった。大きなスクリーンにコマーシャルが流れている。その映像を見ているだけで個人的に気分が高まってくる。

　ボクたちの席はちょうど真ん中で、運がいいことに他のお客からは離れている。

「なんだか、独占しているみたいで気分がいいわね」

「確かに」

　席に座り、スマホの電源を落とすため、ポケットからスマホを取り出す。

　……マジかよ。

「どうかしたの？」

「いえ、何でもないです……」

　スマホにこれでもかと不在着信の履歴が残っていた。番号からして、現代の姫ひめ城ぎ冬とう花かさんからだ。……ど、どうしよう。どうやって姫城さんに弁明しよう。

　すごく気分が高揚していたんだけど、現実に引き戻されたな。そんなことを考えていると、館内の照明がもう一段暗くなる。これから、お目当ての映画が始まるようだ。

　物語開始と同時に映画の世界に引き込まれた。

　耳の鼓膜に響く低音、この音だけで鳥肌が立ち、テンションがおのずと上がる。

　奇くしくも映画の内容はタイムトラベルを扱った物語だった。

　主人公の高校生少女が過去に戻り、高校生の母親に恋のアドバイスをするお話だった。

　正直、マスコミも世間も、この映画を持ち上げすぎだろうと、捻ひねくれた考えを持っていたボクだが、この映画……素直に面白い。

　緻密に組み込まれた伏線。飽きさせない話の構成。二転三転する物語は最終的に思わぬ方向へ進み、ここで伏線回収するのかと舌を巻いた。

　ラストシーンは控えめに言って最高だった。これまで見た映画で一番素晴らしいラストだったかもしれない。悔しいけど文句の付け所がないお話だった。

　ネタバレされた未来のボクが不ふ憫びんと思えるぐらい素敵な映画だった。

　館内に居るのが、ボク一人なら、スタンディングオベーションしていただろう。

　そして、エンディングが終わり、館内の照明が明るくなる。

「面白い映画でし──」

　隣にいるトウカさんは──大粒の涙が頬ほおを伝っていた。ボクは動揺した。確かに涙を流したくなる場面は多々あったが、まさか彼女が涙を流しているとは思いもしなかった。

「……相変わらず、面白いわね、この映画」

　失礼だけど意外だと思った。普段からクールな彼女がここまで瞳を潤ませているなんて考えもしなかった。いったい、どの場面が彼女の琴線に触れたのだろうか……。

「トウカさん、こ、これ」

　ボクはポケットから出したハンカチを彼女に差し出す。

「ありがとう」

　彼女はハンカチを受け取り、涙を拭う。

　こんな時、どんな言葉をかけるのが正解なんだろう？

　かっこ悪い話だけど、どうするのがベストなのか、皆目見当がつかなかった。

　ただ、一つだけ確信した。

　どんなことがあってもボクは彼女の泣き顔だけは好きになることはないだろう。

「はーくん、お花を摘みに行くわ」

　少し落ち着いたのか、目を赤くしたトウカさんはボクに生理現象を訴えてきた。

　ボクたちは急ぎ足で退場ゲートを通過し、そのまま映画館のホール内にある女子トイレへトウカさんは駆け込んだ。ボクは近くでトウカさんが女子トイレから出てくるのを大人しく待つ。結局、情けないことに、トウカさんの泣き顔を目の当たりにして、ボクはおろおろするだけだった。ああいう時は抱きしめるのがいいのか？　それとも優しい言葉で慰めるべきなのか？　どちらにせよ、ボクにとってはなかなか難易度が高い事柄だ。

「精進しないといけないな」

　今のままでは彼女と釣り合わない。

　そんなことを考えていたら、女子トイレからトウカさんが出てきた。

　えらく早いな。まだ、トイレに入って一分も経たっていないぞ。

　それに『化粧直しもするから、少し時間がかかるわよ』とボクに説明していたから、もっと待たされるものかと覚悟していたのだが……。

　不思議なことにトウカさんの服装が変わっていた。

　先ほどまで着ていた、身体からだの線がよくわかるニットワンピースから打って変わり、体型がわかりにくい、フェミニン系の格好にチェンジしていた。

　ふわりとしたパステルピンクのフレアスカートに大きなボタンが特徴のカーディガン。

　実に春らしい格好だ。気品と透明感があって、これはこれで彼女の魅力を最大限に出せていると思う。それにしても、マジシャン顔負けの早着替えだな。流石さすがのボクもここまですばやく着替えられるだろうか？　いや、たぶん、無理だな。そんな彼女は何な故ぜかボクと目が合うと、とてもばつの悪い顔をした。

　あれ？　薬指の結婚指輪がない。……も、もも、もしかして、か、かか、彼女は──

「──ごめん、はーくん、待たせた──」

　女子トイレの扉から、笑顔のトウカさんが出てきて、その場で固まった。…………ボクの勘違いでなければ、いま同じ顔が二つ見えているんですけど。スゲェーな、まるで、手品を見せられている気分だ。……………………や、やばい、やばい！　やばいやばいやばい！

　手品を見せられた気分とか思っている場合ではないぞぉ！

　この状況は非常に不ま味ずい！　このままでは最悪の展開になるぞ！

「うん？　なんか、背後から聞き覚えのある声が聞こえた気がするのだけれど？」

　不思議そうな顔をして、真後ろを振り向こうとする姫ひめ城ぎさん。

「──ぐ、偶然ですねっ！」

　後ろを振り向こうとする彼女を大きな声でボクは呼び止めた。

　彼女もそんなボクを無視する訳にはいかなかったのか、ぴたりと動きを止め、ボクの顔を見つめてくる。

　何が『あのショッピングモールは数回しか訪れたことがないから、まずわたし本人と鉢合わせることはない』だっ！　思いっきり、姫城冬とう花かとエンカウントしたぞぉ！

　ボクはその場でフリーズしているトウカさんに早くトイレに逃げ込むようにジェスチャーをする。ボクのジェスチャーに気がついたトウカさんはトイレに駆け込んだ。

「きゅ、急になに？」

「いえ、いつもこの時間帯にはこの動きをするのが、ボクのルーティンなので」

「そ、そう」

　くそーっ！　トウカさんの所せ為いで残念な男だと思われてしまったじゃないかぁ！
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「ところで王おう寺じ君も映画鑑賞？」

「その通りです。本当に偶然ですねぇ！」

「そう、あなたもなのね」

「ええ、急に映画鑑賞したくなってここに来ましたっ！」

　運命のイタズラなのか？　それとも誰かに仕組まれたのか？　どちらにせよ、この状況は非常に不ま味ずい。

　今二人がここで対面する訳にはいかない。そんな事態になれば大きな混乱を招くことになるだろう。とにかく、今は二人を引き離さなければならない。

　そう考えたボクは彼女の手を掴つかみ、チケットを購入する券売機まで連れて行く。

　ボクたちが、映画を観みているうちにトウカさんにはこのままエスケープしてもらうしかない。

「──え、ちょ、ちょっと！」

「姫ひめ城ぎさんはチケット購入のやり方は知っていますか？」

「バカにしているのかしら？　それぐらい知っているわよ」

「なら、早く購入してください。後ろの人たちが、まだかと待っています！」

「…………」

　困惑した表情をしながらも、姫城さんはチケットを購入するため、画面のパネルをタッチしていく。

　どうやら、彼女が鑑賞する映画は奇くしくも先ほど見たアニメーション映画だった。

「あ、ボクの分もお願いします」

「──えっ!?」

「お金は後で払います」

「……わ、わかったわ」

　少々──いや、かなり強引であったが、チケットは無事に二人分、購入された。

「はい」

「ありがとうございます」

　何か言いたげな顔をしながらも、姫城さんはボクにチケットを手渡してきた。

　映画の上映時間はすぐだな。飲み物を購入するぐらいの時間しかなさそうだな。

「あ、ドリンクを奢おごりますよ」

「いいわよ」

「いえいえ、ここはボクに奢らせてください」

　納得してなさそうな彼女を強引にフード売り場まで連れて行く。

　さっきはドリンクを頼まず、トウカさんと映画を鑑賞したが、今のボクは緊張で、のどがカラカラだった。

　それにしても、不幸中の幸いか、さっきの上映時間とかぶらなくて本当によかった。

「何を飲みますか？」

「……なら、アイスコーヒーで」

「姫ひめ城ぎさんはポップコーンとか食べますか？」

「いえ、軽食は取らない派なの」

「そうですか。えっと、アイスコーヒーとゼロのコーラでお願いします」

　店員さんにドリンクを注文し、会計をするため、ポケットからサイフを取り出す。

　そして、──バリバリッバリバリッバリバリッ！

「え？」

　何な故ぜかボクのサイフを見て、ポカンとした表情をする姫城さん。

「なにか？」

「い、いえ」

「？？？」

「…………お、王おう寺じ君」

「はい？」

「そ、そのサイフ……」

　震える指でボクのサイフを指さす姫城さん。

「うん？　あ、このサイフですか。いいでしょう、小学校の時に買った、サイフです」

　そう、十年ぐらい使っている年季の入ったマジックテープのサイフだ。

　楽しい時も、辛つらい時も、嬉うれしい時も、ずっとそばでボクを支え続けてきた友人とよぶべきサイフだ。──バリバリッバリバリッバリバリッ！

「そうなの。とにかく、そのベリベリさせるのやめてくれるかしら、不愉快だわ」

「えええっ！　この音がいいのに……」

「次にベリベリさせたら、他人のふりをするから」

「……そ、そんな」

　どうやら、姫城さんにはこのサイフの良さが理解できないようだ。

　まあ、釘くぎを刺されたので、とりあえず、このサイフはポケットに封印しておこう。

　そう心に誓ったのだが、チケット代を返していないことを思い出したので、ボクはポケットからサイフを取り出し、──バリバリッバリバリッ！

「────っ！」

　お、思いっきりにらまれた。ちなみにチケット代はちゃんと返しました。

　そして、店員さんからドリンクを受け取ったボクたちはそのまま入場ゲートを目指す。

　当然のことながら、入場ゲートには先ほどの男の店員が立っており、チケットを渡した時、これでもかと不思議そうな顔でボクたちを見つめてきた。

　どうやら、この店員さん、ボクたちの顔を覚えていたらしく『コイツら続けて同じ映画を見るのかよ』と言いたげな顔でボクたちを見ていた。

「なにかしら？　あの人、物珍しいものでも見たかのような顔をしていたわね」

「あ、あっはははははっ！　き、気のせい、気のせいですよ」

「そうかしら？」

　怪け訝げんそうな顔をしながらも、先ほどのスクリーンに入り、前とは違う席に座るボクたち。確か、さっきはＨの17と18だったよな？　今度の席は一つ前の列のＧの17と19。

　……なるほど。これが今のボクと彼女の距離感なんだな……。

　若干の悲しさを覚えながらも、スマホの電源を落とし、本編が始まるまで、大人しく待機する。ちなみにさっきよりもガラガラだった。

「ねえ、王おう寺じ君？」

「うん？　なんですか？」

「この映画を観みるのは初めてかしら？」

「いえ、二度目ですね」

　なんなら、先ほど見たばかりだ。

「そう、二回観てもいいって思えるぐらいの映画なのね……」

「ええ、続編が楽しみです」

「……これ、続編が決まっているの？」

「…………ボクの勘では六年以内に続編が出ると思います」

「なんで六年？」

　これ以上、余計なことをしゃべるのはよくないな。ただ、彼女の今の言葉で一つ理解した。どうやら、姫ひめ城ぎさんはこの映画を見るのは今回が初めてのようだ。

　そして、照明が暗くなり、本編がスクリーンに映し出される。

　当然のことながら、映画の内容はさっきと寸分違たがわず同じだ。

　本来なら続けて同じ映画を鑑賞したら、苦痛を伴ってもおかしくはないのだが、やはりこの映画──何度見ても面白い。

　それに二度目には二度目の楽しみ方があるのだと気がついた。

　さっきは気が付かなかったけど、このモブキャラの台詞せりふがまさか伏線になっていたのかとか、映像にちりばめられた小さな小ネタなど、初回は雰囲気と物語しか楽しめなかったけど、こうやって見ると意外と見逃しているところが多いのだと気づく。

　そしてなにより、ひたむきに頑張る主人公により共感している自分がいた。

　わかるよ、わかる。好きな相手に告白して、こっぴどく振られてしまうその気持ちはすごくわかるよ。

　そして、映画のラストシーンで主人公は二択を迫られる。

　自分の幸せを願うのか、母の幸せを願うのか、どちらかを選ばなければならなくなる。

　結局、主人公の女の子は苦渋の末、母の願いを選択した。

　そんな主人公に感情移入しすぎてしまったのか、ラストのシーンでボクは泣いていた。

　初回では涙が流れなかったボクだが、今回は頬ほおに涙が伝っていた。

　やっぱり、映画っていいな。家なんかで視聴するのとは全然違うな。

　帰りにパンフレットを買おう。あとついでにペンとキーホルダーも購入しよう。

　姫ひめ城ぎさんもきっと泣いているだろう。

　なにせ、さっきはあれだけ大粒の涙を流していたんだ。

　きっと今回も大泣きしているに違いない。

　そう思ったボクはチラリと彼女を横目で見る。

　画面の光にぼんやりと照らし出された彼女の美しい顔には涙は伝っていなかった。

　彼女はイメージ通りのクールな表情でスクリーンをじっと眺めている。

　さっきはあれだけ泣いていたのに……。今回は瞳すら潤ませてはいない。

　ボクのように初回だと琴線に触れなかったのか？

　どちらにせよ、先ほどの光景を知っているボクにとって、今の彼女の反応は意外だった。

　と、あまりにもボクが姫城さんに釘くぎ付づけになっていたから、姫城さんもボクの視線に気づき、こちらを見る。無言のまま互いに目が合う。

　姫城さんはボクの顔を見て、少し驚いた反応をする。

　どうやら、ボクが泣いているとは思いもしなかったようだ。

　み、見られたな。恥ずかしいことに好きな子に泣き顔を見られてしまった。

　ハンカチで涙を拭おうと思いポケットに手を伸ばす。

　あ、あれ？　ハンカチがない。

　そうか、ボクのハンカチはトウカさんが今は持っているんだったな。

　そんなことを考えていると、姫城さんが黙ってボクにハンカチを差し出してくる。

　ボクは彼女のご好意に甘えて、貸してくれたハンカチで涙を拭う。

　ハンカチから彼女の匂いがした。甘くて優しい香りだった。
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　上映が終わり、このまま一人で帰るつもりだったのだが、何な故ぜかボクは姫城さんとフードコートへ向かっていた。どうしても、たこ焼きが食べたいらしい。

　その彼女の要望を聞いてボクは思った。あのたこ焼き店へ二人で行くと、絶対にややこしいことになる。

　なので反対した。全力で拒否した。だが、その提案は虚むなしく『いやよ』とひと言で却下されてしまった。

　まあ、一人でフードコートまで行って、余計にややこしくなるぐらいなら、近くでフォローする方がいいだろう。……しかし、姫ひめ城ぎ冬とう花かに提案すると大抵却下されるな、ボク。

　そんなことを考えていたら、もう一人の姫がどうしているのか、すごく気になった。

　トイレの件から二時間は経たっている。

　バカでもない限り、自力で帰っているはずだと思いたい。

　……流石さすがにまだこのショッピングモールでウロウロしてはいないよな？

　連絡をつけたくても、本人はスマホが使える状態ではないので非常に困ったものだ。

　そして、ボクたちはフードコートへたどり着く。

「ちなみに、姫城さんって、たこ焼き好きなんですか？」

「大好物って程ではないわね。なんかわからないけど、ものすごく今はたこ焼きが食べたくなったのよ」

「なるほど」

　映画のチョイスも同じなら、食べたくなるものも同じ。

　六年経っても行動原理って意外と変わらないのかもしれないな。

　時間帯が時間帯だからなのか先ほどと違い、たこ焼き店の前にはお客がおらず、ありがたいことに前のように並ぶ必要がなさそうだ。

　ちなみにレジ前でたこ焼きを焼いている人はさっきボクたちにたこ焼きを提供してくれた若い女性の店員さんだった。……できれば違う店員さんだったらよかったのに。

　どうか、ボクたちに気がつかないでください。

　心の中で祈りながら、レジ前にボクたちは立つ。

「──あっ！」

　願い虚むなしく、店員さんはボクたちの存在に気がつく。ボクの背中に冷たい汗が流れる。

　どうして、たこ焼きを購入するだけで緊張しなければならないのだろうか。

「また来てくれたんだ」

　二度目の来訪だからなのか、女性の店員さんはボクたちにフランクな口調で話しかけてきた。遠慮ないのはどうでもいいんだけど、そのワードはこちらとしては非常に困る。

「また？？？」

　不思議そうな顔で店員さんを見つめる姫城さん。

　その反応が健全だと思う。ボクも姫城さんの立場なら同じ反応をするだろう。

「そうだ。さっきはアドバイスありがとう。あなたのおかげで勇気が出た。今日の帰りにでも警察へ相談してくる」

「……相談？　アドバイス？　警察？？？」

　姫城さんの頭上にいっぱいのクエスチョンマークが浮かび上がる。

　まあ、当たり前な話だけど状況が掴つかめるわけがないよな。

「あの、すみません、たこ焼きの注文しても大丈夫ですか？」

　このまま店員さんに喋しやべらせたら、要らぬ情報を言われ、収拾がつかなくなること間違いなしだ。そう思ったボクは話をぶった切り、たこ焼きを注文する。

「あ、ごめんなさい。注文どうぞ」

「えっと、十二個入りで、トッピングにマヨネーズお願いします。……姫ひめ城ぎさんはドリンクどうします？」

「ウーロン茶で」

「ウーロン茶二つでお願いします」

　今回は他のお客さんもいないので、そのまま作り置きのたこ焼き十二個とドリンクを受け取り、姫城さんが会計を済ませる。

　ちなみにボクもお金を払おうとポケットからサイフを抜き取ろうとしたら、無言の圧力で姫城さんに制止された。

　どうやら、このマジックテープのサイフがお気に召さないようだ。

　店員さんは屈託ない笑顔で姫城さんに手を振っていた。

　どうも、トウカさんが彼女に耳打ちしたアドバイスが、彼女にとって心から感謝する助言だったらしい。

　ただ、そんな事情を露とも知らない姫城さんは少し気味悪がっていた。

「……あの店員さん、私を誰かと勘違いしているのかしら？」

「たぶん、そうなんでしょうね」

　とりあえず、一息つきたい。たこ焼きを買うだけで、こんなに疲れるとは思わなかった。空いているテーブルに座る。当然向かいの席に姫城さんも座る。

　……まあ、なんだ。いまさらだけどすごいシチュエーションだ。

　昨日、振られて、今日はデート。ボクもジェットコースターな人生を歩んでいるな。

　そして、姫城さんは手を合わせて「いただきます」と言い、爪つま楊よう枝じでたこ焼きを拾い上げ、ぱくっと美お味いしそうに頬ほお張ばる。同一人物なだけあって食べている仕草もトウカさんとそっくり──ではなく、ほぼ同じだな。

「どうかした？」

「いえ、テレビのＣＭにでれるぐらい絵になっていますよ」

「ありがとう。でも、過度な賛辞は相手によっては失礼になるから、気をつけなさい」

「ボクとしては素直に意見を口にしただけなんですけどね」

　そして、ボクもたこ焼きを一つ食べる。

　うん、中はトロトロで外はカリカリしていて、すごく美味しい。

「映画の内容はどうでしたか？」

「そうね。面白かったわ。あれなら、あの人も満足すると思う」

「あの人？」

「……何でもないわ。と、そんなことよりも、一つ相談なのだけれど？」

「なんですか？」

「王おう寺じ君って、カードには詳しい？」

「カードですか？」

「ええ、これなんだけど……」

　姫ひめ城ぎさんはポケットからスマホを取り出し、とある画像を見せてきた。

「…………」

「どうかした？」

「いえ、有名なトレーディングカードゲームですね」

　姫城さんがボクに見せてきた画像は、奇くしくも先ほどトウカさんが売却したカードと同じやつだった。

「これって、すごく人気なのでしょう？」

「まあ、世界で一番人気ですね。このカードが欲しいんですか？」

「妹がすごい熱中しているのよ。それで、もうすぐ誕生日だから、これをプレゼントしてあげられたらって思ってね」

「なるほど」

　妹思いのいいお姉さんだな。

「でも、一人であのお店に入る勇気がなくて……」

「ああ、確かに女性が一人で入るには少しつらい場所ですよね……」

「そうなのよ」

「そこでボクに同伴して欲しいってことですか」

「率直に言えばそういうことね」

「いいですけど、この画像のカードはとても高価だと思いますよ……」

　なにせ、さっき二十万円で売却したからな。

　今はそれ以上の値段で購入しなければならないはず。

「とりあえず、カードショップへ行ってからどうするか決めますか？」

「ありがとう、助かるわ」

「いえ、力になれて、嬉うれしいです」

　これで少しは汚名返上できるのなら、安いものだ。

　そんなことを考えながら、爪つま楊よう枝じを手にし、たこ焼きをぶっさそうとしたら、いつの間にか、たこ焼きの容器が空になっていた。……ボク、二個しか食べていないのですが？

「……トイレへ行ってきます。あと、ついでにゴミも捨ててきます」

「ありがとう。ここで待機しておくわ」

　ボクは椅子から立ち上がり、ゴミをダストボックスへ持って行き、そのままトイレへ向かうのだった。





　　　＊＊＊






　トイレから戻ってきたボクは人生で一度出会えるか、どうかのイベントを目の当たりにしていた。さっきボクが座っていた椅子に知らない男がふんぞり返っていた。

　見た感じ、ヤンキーだな。タンクトップでムキムキの筋肉をアピールして、いかにもって感じの不良だった。

　姫ひめ城ぎさんはその男に怯おびえることなく、ものすごい剣けん幕まくでにらみつけている。

　流石さすがに知り合い相手にあそこまでの敵意をむき出しにはしないだろう。

　つまり、あれはどこからどう見ても初対面同士で間違いないだろう。

　そして、現状はナンパされていると見て相違ないはずだ。

　ボクは大きなため息を吐ついて、その男に近づく。

「あっ！　それなら、俺とクイズしよう。君がさっきまでここで何を食べていたのか、俺が当ててあげる」

「──たこ焼きです」

「──はあぁ？」

「答えはたこ焼きです」

　男はボクの存在に気づき、にらみつけながら、ボクの頭のてっぺんから足の爪先まで値踏みする。そして、明らかにボクを小馬鹿にした笑みを浮かべながら、もう一度、ボクをにらみつけ威嚇してきた。

「なに自分？」

「さて、クイズです。ボクは何者でしょう？」

「はあ？　バカにしてんのか？」

　それはこっちのセリフなんですけど。ナンパするのは個人の自由なので、ボクがとやかく言う権利はない。でも嫌がっている相手にしつこくするのは絶対に違う。

　それはただただ迷惑な行為でしかない。だから、この男がこのまま大人しく引かないのであれば、少しお灸きゆうをすえてやろう。そう思っていたんだけど……。

「王おう寺じ君、アホを相手にする必要はないわ。無視をしましょう」

　そう言って、椅子から立ち上がる姫城さん。

「姫城さんがそう言うのであれば大人しく従います」

　ボクたちは男を無視して、この場を離れる。これで男も諦めるだろうと思っていたのだが──なんと、この男不敵な笑みを浮かべながら、ボクたちの後を追いかけてきた。

　流石さすがにあきれたな。というか、脈なしなのが理解できていないのか、このバカは？

　正直に言えば今ボクの気持ちは不愉快ＭＡＸだった。楽しくデートしていたのに、横よこ槍やりを入れられて気分はすごく最悪だ。これ以上つきまとうなら、容赦する気はない。

　そう思ったボクは足を止め、ニヤニヤ顔の男をにらみつける。

　距離にして、顔と顔がぶつかる距離。周りの人間たちはそんなボクたちの存在に気づき、今にでも殴り合いを始めるのではないかと、ざわめき始める。男はボクの視線を無視して、ボクの背後でおろおろする姫ひめ城ぎさんに声をかけた。

「ねぇ、俺とこれからドライブに行かない？　俺、スゲーかっこいいクルマ持ってるんだよ。そこの女みたいな見た目の野郎と違って俺とデートする方が楽しいよ」

　──カチンときた。

　両親と香か奈な子こ以外には温厚な男で通っているボクだが、ここまでコケにされたら、流石のボクも引くに引けない。

　それにボクは自身の名前と容姿をバカにする奴やつは絶対に許さないと決めている。

　ここはボクなりのやり方でコイツをギャフンと言わせてやる。

「すぐそこの駐車場に停とめてるからさ、行こうよ」

「──カギがないのに、どうやってクルマを走らせるんですか？」

「──はあぁ？」

「だから、クルマのカギがないのにどうやって、ドアを開けるの？」

　ボクは相手を小馬鹿にした表情でクスクスと笑う。

　すると、何かに気づいた男が焦った顔で、ズボンのポケットの中をまさぐる。

「あれ？　あれれ？　カギがねぇ！」

「もしかして、お探しのカギはこれですか？」

　ボクはそう言い、手に持っているクルマのカギをジャラジャラと音をさせながら、相手の男に見せ、これでもかと挑発する。

「──あっ！　そ、それは俺のクルマのカギじゃねぇかぁ！」

「え？　カギ？　何のことですか？」

「テメェの手に持っているカギは俺のだぁ！」

　ボクは手に持っているカギをおにぎりを握る要領で両手で包み込み、にぎにぎする。

　すると、あら不思議？　手にあったクルマのカギはどこかに消えました。

「……ボクの手にカギなんてありませんよ？」

　両手を広げ、カギを持ってないことをアピールする。

「──なぁ！　か、カギが消えたぁ！　テメェ、俺のカギをどこへやったぁ！」

「ここかも？」

　ボクは満面の笑みで、自身の右胸を指さす。

「くっ！　いいから早く返せぇ！」

「いやいや、ボクの胸ポケットじゃなくて、そっちの胸ポケットかも？」

「はあぁ～っ！　俺の胸ポケットだとぉ！」

「そうそうそう。そっちの胸ポケットに移動したかも？」

　男はボクの言葉を疑いながらも、自身の胸ポケットに指をいれる。

「入ってるわけないだろ、バーカーッ！」

「──なぁっ！」

　そして、ボクは自分の服の胸ポケットから、クルマのカギを取り出し。

　また、ジャラジャラと音を鳴らしながら、相手を挑発する。

「────このクソ野郎っ！」

　男はものすごい剣けん幕まくでボクに飛びかかってきた。

　ボクは暴力が嫌いだし、腕っ節も人並み以下だと思う。

　間違いなく、殴り合いになればボクに勝てる要素は一つもないだろう。

　相手もそう思っているから、暴力で、ボクを押さえ込もうと考えたに違いない。

　だから、渾こん身しんの一撃をお見舞いするつもりで、拳を振りかざすモーションに入る。

　あの右拳が当たれば問答無用でボクは吹き飛ばされるだろう。

　──けど、そうはならなかった。男は勢い余って、転倒し、そのまま尻餅をつく。

　何が起きたのか男は理解できていない様子で、キョロキョロとあたりを見渡す。

　そして、自身の左手に付いているものにやっと気がつく。

「──あ、な、なんで、俺の……手首に……手錠がついているんだ？」

　男の左手首にはロングチェーンの手錠が取り付けられていた。

　大型犬のリードチェーンで作ったボクのオリジナルアイテムの一つだ。

「もう片方は手て摺すりに付けているから、それ以上はこっちにこれないぞ、マヌケ」

「くっそぉーっ！　外せぇ！　外しやがれぇ！」

　力任せに手錠を引っ張る男。

　ターミネータークラスの腕力でもなければ、その手錠を壊すことはできない。

「それは彼女への謝罪をしてからだ。ちゃんと誠心誠意、彼女に謝ったら、どちらのカギもちゃんと返すよ」

　周りにいるギャラリーから、かすかな笑い声とパチパチと小さな拍手が聞こえる。

　男にとってこの状況は耐え難いほど屈辱なはずだ。現に怒りでなのか、それとも羞恥心からなのか、どちらにせよ、男の顔はトマトのように真っ赤に染まっていた。

「それで、謝罪する？」

「うるせぇ！　テメェは俺がぶっ殺す！」

「なら、カギはここに置いておくよ」

　そう言って、ボクは床にクルマのカギと手錠のカギをそっと置く。

「──テメェーっ！　ぎりぎり届かない場所にわざと置きやがって！　もっとこっちに持ってこいよぉ！」

「やだよ。カギが欲しいなら、周りの人たちにお願いをしてみたら？」

　ギャラリーの反応からして、この人を助けてくれる物好きはいなそうだけど。

「それじゃあ、ボクたちは忙しいから、ここでエスケープするよ」

「おいっ！」

　最後の悪あがきなのか、男はボクに中指を立て挑発する。

　どうやら、ボクたちは仲良くすることのできない宿命にあるらしい。

　ということで、ボクも男を見習って、ささやかな抵抗をすることにした。

「あっ！　ごめん！　足が滑った～っ！」

　ボクは意地の悪い顔をしながら、床にあったカギを足でシュートする。

　すると二つのカギは床を滑りながら、自動販売機の下にゴールした。

　そして、わざとらしく、男の前で手をパンと合わせて、

「ご～め～ん～ねっ！」

　と、血の気の引いた顔をしている男に軽く謝罪した。

「くそがーっ！」

「さて、クイズです。ボクは何者でしょうか？」

「くそ、くそ、くそ、くそぉーっ！」

「いや、うんこじゃないよ。うんこではないつもりだけど」

　コホン、とせき払いして、キリッと凛り々りしい表情を作るボク。

　そして、ボクは男に向かって言い放つ！

「正解はお姫さまを守る──王子さまでしたっ！（キリッ）」

　き、決まった。めちゃくちゃかっこよく決まったぞ。スマホを持って、撮影しているそこの誰か、うまく編集をしてボクのスマホへ画像を送ってください。

「さあ、カードショップへ行こう、姫ひめ城ぎさん」

　そう言って、ボクは彼女の柔らかい手を掴つかむ。そして、ポカーンとしているギャラリーたちとナンパ男を置いて、ボクたちはこの場を後にするのだった。





　　　＊＊＊






　そして、ボクたちは目的のカードショップへ来ていた。

「……こんなにカードの種類があるのね」

[image: ]

　ガラスのショーケースに飾られているカードをじっと見つめて、感心した表情をする姫ひめ城ぎさん。どうやら、想像していたよりもカードの種類が豊富で驚いているようだ。

「あっ！　このカード……春はる音ねが欲しがってるやつだ……」

　彼女はショーケースの中から一枚のカードに目をつける。

　姫城さんが注視しているカードは先ほどトウカさんが売却したカードだった。

　そんな彼女はカードの下に表示されているゼロの数字を数えていた。

「一、十、百、千、万…………ご、五十万円っ！」

　驚くことに先ほどのカードは五十万円で売られていた。ずいぶんと強気な価格で販売するな。まあ、向こうもプロだ。この値段でも問題ないと判断したのだろう。

「王おう寺じ君の言う通り、信じられない価格ね……」

　カードゲームに興味がない姫城さんからすれば目を疑いたくなる値段だろう。

「購入できなくはないけど……小学生にこのカードを与えるのは教育上、悪影響ね」

「……購入できなくはないのか……」

　流石さすがはこの町で一、二を争うお金持ちだ。

　ちなみにカードショップの店長は『また来たよ』って顔でボクたちを見ていた。

「どうします？」

「どうしよう？」

　ボクもそこまでこのカードゲームに詳しくない。なので、今はどういうカードが主流なのかさっぱりわからない。というか、人気のカードを購入したら、妹さんが持っている可能性も大いにある。これは、なかなか難しい課題だな……。

「んん？」

「どうかしたのかしら？」

「あれを見てください」

　ボクはショーケースに飾られているフィギュアを指さした。

　そのフィギュアの下には手書きのＰＯＰで『人気のあのドラゴンモンスターが立体化！』と謳うたい文もん句くが書かれていた。

「……ドラゴンのフィギュア？」

「ええ、ドラゴンのフィギュアです。あのフィギュアのドラゴン、先ほどの五十万円のドラゴンと同じやつですね」

「確かに、同じにみえるわね」

「二万円とかなり高額ですが、先ほどのカードに比べれば良心的ではないでしょうか？」

「確かに」

「妹さんへのプレゼントはあのフィギュアのドラゴンなんかどうです？」

「…………そうね。あのフィギュアを購入するわ」

　少し迷って彼女はレジ横に積まれているフィギュアを手に取り、レジへ向かった。

　これで妹さんへのプレゼントはなんとかなったかな。

「ありがとう」

「いえいえ」

　ボクたちはカードショップを後にした。

　そして、今はショッピングモールの出入り口にいる。

　どうして、こんな場所にいるのか、それは後十分もすれば、姫ひめ城ぎさんを迎えに来るクルマがここに現れるからだ。姫城さんには帰っていいと言われたが、ボクは彼女がクルマに乗り込むまで、一緒にいると決めていた。彼氏面する気は毛頭ないが、最後まで、見守るのが、ボクの務めだと思い、クルマが現れるまでここで待機している。

「今日は色々とありがとう。妹も喜ぶと思うわ」

「いえ、少しは力になれて、嬉うれしいです」

　空はすっかりオレンジ色に染まっていて、気持ちのよい春の風が少し火照ったボクの顔を優しく冷やしてくれた。

　親子連れのファミリーも大いに楽しんだのだろうか、笑顔で手をつなぎ、我が家に帰ろうとしていた。

　その時、夕焼けの空にふわふわと青い風船が舞う。

　ボクと姫ひめ城ぎさんはその青い風船をぼうっと眺める。

　あの風船、入り口で配っていた風船だろうな。

　すると、ボクたちの目の前で、三歳ぐらいの男の子がギャン泣きしていた。

　地べたに寝転び、空に浮かんでいる風船を泣きながら指さしていた。

　どうやら、手に持っていた風船を手放してしまい、それで大泣きしているようだ。

　そんな子供を母親はおろおろしながらも、なだめている。

　どうやら、二人で買い物に来て、その帰りらしい。

「かわいそうね。私、風船をもらってくるわ」

　ベンチから立ち上がる姫城さん。

　ぼくはそれを制止し、泣いている男の子の前に駆け寄る。

「こら、服が汚れるよ」

　そう言い、ボクは男の子を立たせる。

　男の子もまさか、母親以外に声をかけられるとは想像していなかったようで、少しだけ戸惑っていた。

「何色の風船が欲しいの？」

　ボクがそう聞くと男の子は泣きながら「みどり」と言った。

　緑色の風船か……。それなら、ポケットに一つだけ入っていたな。

「ほら、ボクの手をよく見ておきなよ」

　ボクは某錬金術師のように、パンと手のひらと手のひらを合わせ、合掌する。

「いただきます、するの？」

「さて、どうかな？」

　そして、合掌していた手と手を徐々に離していく。

　すると、ぼくの手の中から、緑の風船が現れ、ゆっくりと風船は膨らんでいく。

「うわぁ[image: ][image: ][image: ]っ！」

　ありがたいことに、子供は目をまんまるにしてこれでもかと驚いてくれる。

　母親もまさかの出来事に驚きながらも、パチパチと拍手する。

　こういう反応をされると手品を披露したかいが本当にあるなと思う。

「はい、また空に飛んでいかないように、風船の中にトランプを入れておいてあげたよ」

　トランプ入りの緑色の風船を男の子に渡す。

「うわぁー、風船の中に小さなトランプが入っている」

　不思議そうな顔で風船を眺める男の子。

「割ってはダメだよ」

「お姉さん、ありがとう！」

「…………」

　満面の笑みで、お礼を口にする男の子。

　ボクの聞き違いかな？　いま、お姉さんって呼ばれた気がするんだけど？

「ごめんなさい。ごめんなさい。こ、こら、この人はお兄ちゃんよ」

　母親はぺこぺことボクに頭を下げる。

「えええぇ！　お兄ちゃんなのっ！　お姉さんにしか見えない！」

「お、お姉さんに見えるけどお兄さんなの！」

　背後で姫ひめ城ぎさんが吹いて、笑いをこらえていた。

　今からボクも大泣きするので、誰かこんなボクに笑顔になるマジックを披露してください。

「本当に風船、ありがとうございます！」

「…………いえ、喜んでもらえてよかったです」

　そして、子供はボクに力いっぱい手を振りながら、母と駐車場へ歩いていく。

「やるわね。噂うわさには聞いていたけど、本当にマジックが得意なのね」

　ボク以上に誇らしげな顔で、手をつないでいる親子を見つめる姫城さん。

「まあ、これでも手品研究部の副部長なので」

「さっきの手錠といい、今の風船といい、いったいどこから出しているのよ？」

　不思議そうな顔で、彼女はボクの身体からだをベタベタと触ってくる。

「マジシャンに過度なボディタッチは禁止です。ほんとやめてください」

　ちょっと触られたぐらいでは種がバレることはない。ないけど、流石さすがにボクも年頃の男の子なので、好きな子に触られるとどうしても意識してしまう。

「白い鳩はととか、出てこないわよね？」

「流石に無機物しか、常備していません」

　白いインコなら、ボクの部屋に一羽いるけど……。

「ふふふっ。王おう寺じ君が学校で言われているような、男の子でなくて少し安心した」

「えっと、あの不名誉なあだ名のことですか？」

　ある事件をきっかけにボクは学校で『残念王子』と生徒たちから揶や揄ゆされるようになってしまった。

「あら、気に障った？」

「気にしていないと言えば嘘うそになりますが、不快になるほどではないです」

「まあ『正解はお姫さまを守る──王子さまでしたっ！』は流石にドン引きしたけど、あとサイフも残念でダメね」

　とのことだ。どうやら、彼女にはあのマジックテープのサイフの良さがまだ理解できていないようだ。そして、見慣れた黒色の外車が目の前に止まる。

　姫城さんが学校に登下校する時に必ず迎えに来る高級車だ。

　高級車の運転席から、これまた見慣れたメイド服の女性が出てくる。

「お嬢さま、お迎えに上がりました」

　淡々とした口調で、メイドさんは姫ひめ城ぎさんに頭を下げる。

　相変わらず、無表情なメイドさんだな。実はアンドロイドだったりして。

　そんなことを考えると、金髪のメイドさんはチラリと横目でボクを一いち瞥べつする。

「こんばんは」

　メイドさんに挨拶したのだが、無視された。……たぶん、聞こえていなかったんだ。うんうん、そうに違いない。

「よければ、王おう寺じ君も家まで送るわよ？」

「あー、いや、いいです。ご好意はありがたいですが、今日はバスに乗って帰ります」

「……そう、なら、これでお別れね」

「そうなりますね。今日は楽しかったです。それじゃあ」

「ええ、また月曜日」

　名残惜しいけど、今日はここまでだ。ボクはクルマの後部座席に乗り込んだ姫城さんに軽く手を振り、別れの挨拶をする。彼女もクルマの窓を開けて、ボクに軽く手をあげてくれた。……ああ、やっぱり、かわいいなぁーっ！

「それじゃね、日系シュメール人のマクハ・ジーオ君」

　ニコッと笑いながら、とても聞き逃せない、皮肉を言われた。

「…………ど、どうしてそれをっ！」

「だって、聞いたことのある声だったもの」

「……えっと、そうです。ボクが日系シュメール人のマクハ・ジーオです」

　嘘うそをついてもすぐにボロが出ると思ったので、ボクは素直に白状した。

「やっぱりね。近ちか田ださんか、敬たかしに聞いたのね？」

「……まあ、そんなところです。ごめんなさい、全てはボクが悪いので、二人を責めないであげてください」

　本当の情報源を教えるとすごくややこしくなるので、二人には申し訳ないが、少し泥を被かぶってもらおう。そんなことよりも、た、たかしっ！　どうして、春はる川かわ敬を下の名前でよんでいるんですか？　ええ、二人はどんな関係なの？？？　き、気になる、すごく、気になるけど、今聞くべきことではないよな。

「別に怒ってないわ」

　言葉の通り、姫城さんは本当に怒ってはいないようだ。

「今回は許すけど、これ以上、勝手に番号を教えるのはやめてほしい」

「……わかりました。姫城さんの許可なく、勝手なことはしません」

「その言葉を信じるわ。今日まで王寺君のことはよく知らなかったけど、私にとって、あなたは信用に足る人間よ」

「ありがとうございます」

　その言葉に胸が響き感動をした。その反面、彼女に隠し事をしていることに少しだけ罪悪感を覚えてしまった。……果たしてボクは誠実な男なのだろうか？

「とりあえず、番号は登録しておくわ」

「ボクも、していいですか？」

「ええ、妹の件で相談することもあるから、登録しておいて」

　姫ひめ城ぎさんから、登録の許可が下りた。家に帰ったら、早速登録をしよう。

　そして、姫城さんを乗せたクルマはショッピングモールを後にした。

　ボクは姿が見えなくなるまで、ずっと手を振っていた。

「なるほど。これが幸せってやつなのか……」

　最後に少しだけ冷や汗をかいたが、概おおむね、幸せなひとときだった。

「鼻の下が伸びているわよ」

「────っ！」

　びくっとした。背後から、さっきまでお喋しやべりしていた人の声が聞こえたからだ。

「帰らなかったんですか？」

「なによ、帰って欲しかったの？」

「いえ、そんなことは……」

「まあ、若いときのわたしとデレデレしていたいもんね」

「……ずっと見てたんですか？」

「ええ、遠くから監視していたわ」

「監視ではなく、ただの野や次じ馬うまなのでは？」

「野次馬って、心外だわ。自分の行く末を見守っていただけよ」

　なんだか、すごい屁へ理り屈くつを言われている気がするんだけど……。

「そんなことより、わたしを放置して二人で楽しくデートをするなんて、こんな屈辱は初めてよ」

「それに関しては、本当にごめんなさい。ていうか、自分自身にやきもちを焼いているんですか？」

「いけない？」

「いけなくは……ないと思いますけど」

　意外とめんどくさい性格の人だな。

「まあ、あの男から、わたしを守ったのは評価に値するわ。流石さすがはわたしのはーくん」

「ありがとうございます」

「でも、最後の台詞せりふは本当に頂けないわね。『正解はお姫さまを守る──王子さまでしたっ！』って、鳥肌が立ったわ！」

　そう言い、白くて美しい腕を見せてくるトウカさん。

　ちなみに鳥肌など一ミリも立っていなかった。

「あと、言おうか、言わないかで悩んでいたけど、サイフ、クソダサいわよ」

　やっぱり同一人物なだけあって、指摘するダメ出しが同じだな……。

「それで、その大量の荷物は？」

　トウカさんの両手には抱えきれないほどの紙袋の荷物があった。

「むしゃくしゃしたから、衝動買いよぉ！」

「ええぇ～。もしかして、今日のマネーは？」

「そんなもの一円もないわ」

　きっぱりと言い切るトウカさん。ここまで清すが々すがしい開き直りをボクは見たことがない。

「はあぁ～、今日は疲れました。もう、帰りませんか？」

「そうね。わたしも疲れたわ。バスに乗って帰りましょう」

　ということで、ボクはトウカさんが抱えている荷物の半分以上を受け取り、バス停までとぼとぼ歩いていく。

　バス停に着くとちょうどバスが待機していて、ボクたちは慌ててバスに駆け込む。

　車内は混んでいた。これでは座ることはできないと諦めていたんだけど、運良く座席が一つ空いていた。立っている人の中で老人や妊婦がいないかを確認する。どうやら、それらしい人はいなさそうだ。ボクはその空いている座席にトウカさんを座らせる。

「ありがとう」

「これぐらいは当然です」

　そして、バスは次の目的地へ向かうため発進する。

　動き出したバスとほぼ同時に大きなあくびをするトウカさん。

「眠いなら、寝てください。目的地に着いたら、起こします」

「……そうしてもらっていい？　今日は朝から張り切り……すぎ……たわ……」

　目を閉じて、しばらくするとすーすーと寝息が聞こえる。

　どうやら、トウカさんは夢の世界に旅立ったようだ。

「……お休みなさい」

　周りの人たちに迷惑にならない音量で彼女に言葉をかける。

　ボクは目的地へたどり着くまで、彼女を見守るのだった。
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　持論だけど、解決できない『悩み』は『呪い』そのものだとわたしは思う。

　だから、あの日からずっと、解決できない悩みを抱えて生きている、わたしは呪われ続けているのだろう。

　月の明かりだけが照らす礼拝堂にウエディングドレス姿のわたしとタキシード姿の旦那様と撮影係の妹と魔女である祖母の四人がいた。

　わたしたちの結婚式も無事に終わり、一息つけるかと思っていた矢先、遅刻常習犯の祖母が遅れて──いえ、全てを終えてからひょこっと姿を現した。祖母に会うのは実に六年ぶり、あの日以来だ。

　そんな祖母は開口一番、わたしに勝負を仕掛けてきた。

　割愛するが、その勝負にわたしは見事勝利し、戦利品として懐中時計を頂いた。

　信じられないことにこの懐中時計──時間を跳躍できるらしい。

　つまりは過去に戻ることも不可能ではないということだ。

　この懐中時計があれば、六年前に戻って……。

　そこから、祖母は饒じよ舌うぜつに懐中時計のことを語り始める。

　どうやら、この懐中時計は祖母の数多い魔法アイテムの中でも、自慢の逸品らしい。

「──ペナルティの説明は以上だ」

「要は過去で悪いことをするなって話ね。それで、具体的に何をすれば数字が減るのかしら？」

「そこまで、教える義理はない」

「──なぁ！」

　相変わらず、態度がでかいわね、この祖母はっ！

　今日はわたしの結婚式だったのだから、いつもより少しは優しく接してもバチは当たらないと思うのだけれども……。いや、この偏屈者にそんな期待をするのは大間違いね。

「それで、どうすれば過去に戻れるのかしら？」

「急せくな、それは今から説明する。まずはルールその１だ、その懐中時計は未来にはいけない」

「なるほど。過去にしかいけないのね……」

　それは別に問題ない。わたしが戻りたいのは過去なのだから……。

「ルールその２、戻れる単位は一年ごとになる」

「……どういう意味かしら？」

「つまり、昨日とか半年前には戻れないってことですよね？」

　ベンチに座っている旦那様が横から口をはさむ。

「流石さすがはムコ殿。どこぞの孫と違い要領がいいね」

「……要は今日が四月十四日だから、一番近い過去なら、去年の四月十四日にしか戻れないってことでしょう？」

「そういうことだ」

　つまり、今日この懐中時計を使い、六年前の過去に戻るなら、六年前の四月十四日にしか戻れないってことね。

「ルールその３、自分の中にある記憶をイメージできないと過去には戻れない」

「また、ややこしいルールね」

「文句があるなら、返しな」

「いやよ。つまり、戻りたい日の出来事を思い出せないと過去には跳べないってこと？」

「その通り」

「なるほど。つまり、自分が生まれていない時代にはどんなことがあっても、タイムトラベルできないってことですね」

「ムコ殿は本当に賢いねぇ」

「いやいや、お恥ずかしい……」

　祖母に褒められて、嬉うれしそうにする旦那。

　人間嫌いの祖母が珍しく、何な故ぜか、うちの旦那様だけはすごく気に入っている。

「問題ないわ。江戸時代や昭和に戻りたいわけではないし」

　そう、戻りたいのは六年前だ。それ以外は興味がない。

「しかし、六年前か。ちょうど一年前でも、何をしていたのか、すぐには思い出せないのに、六年前となると……」

　一日、二日前ならまだしも、六年前どころか、一年前の今日すら、まったく何をしていたのか思いだせない。

　仕方がないので、とりあえずは六年前の四月に起きた出来事を頑張って振り返る。

　……ダメね、明確に日にちを覚えている出来事なんてすぐには出てこないものね。

「六年前の四月といえば私の誕生パーティーが中止になった年です」

　ドレス姿の妹が六年前の出来事を思い出し、ぼそりとつぶやいた。

　確かに六年前の誕生パーティーはとある出来事の所せ為いで中止になった。

「六年前の四月かぁ……。そういえば、たこ焼き店の女の子がストーカー男に殺害されたのも六年前の四月じゃなかったっけ？」

「あったわね。そんな事件」

　あの事件は本当に痛ましい出来事だった。

　わたしたちの街で起きた事件だから、今でも記憶には鮮明に残っている。

「ああ、そうだ、こんな名前の女の子だった。明後日あさつてでちょうど六年前になるのか……」

　旦那様はスマホを取り出し、ウェブサイトであの事件を調べていた。

「実家でニュースを見ていたのは今でも覚えているわ」

「私は小学生だったからいまいち覚えていないです」

「なら、明後日あさつてに出発する？」

　そう言い、ニコッとわたしに笑顔を向けてくる旦那様。

　もう、はーくんの中ではわたしを止めることはできないと理解しているのだろう。

　彼はどこまでも協力的で、わたしの背中をそっと押してくれる。

　だからこそ、わたしは彼を好きになった。彼の優しさと強さに心惹ひかれた。

　彼と一緒に最後まで共に生きようと決めたのだ。

　そのことを……あの人にも伝えたい。伝えて、心から祝福して欲しい。

「あっ！　そういえば、冬とう花かに告白したのも、四月十四日だったな」

「──えっ！　告白？」

「そうだよ。学校の空き部屋に呼び出して、見事に振られたんだよ。覚えていない？」

「──あっ！　思い出したわっ！　確かにはーくんに告白をされて、わたし、はーくんを振ったわね。あれって、四月十四日だったかしら？」

「そうだよ。四月十四日だよ」

　その言葉で曖昧だった、記憶がぱぁーっと鮮明によみがえる。

「そうだ。確かに四月の十四日だったわね」

　わたしは礼拝堂に飾られている時計を注視する。

　時刻は二十三時五十分を過ぎていた。……どうやら、帰って準備をしている時間はなさそうね。

「今日行くのがベストなんじゃない？」

　少し不安に思っているわたしに、そっと後押しをしてくれるはーくん。

　やっぱり、この人と結婚をして本当によかった。

「うん、それじゃあ、六十日後にまた会いましょう。じゃあ、行ってく──」

「──まちな」

　タイムトラベルしようとしたわたしを制止する祖母。

「な、なによ。日付が変わるまでもう時間がないのよ！」

「だからこそ、最後まで説明をききな。ルールその４、タイムトラベルしたら、した場所に現れる。だから、今ここで、タイムトラベルしたら、六年前のこの礼拝堂にいることになる。もし、六年前の礼拝堂に人が居たら、お前は急に現れることになる、そうなれば大混乱になるぞ」

「確かに、いきなり人が現れたら、大混乱になるわね」

「なら、トイレの個室でタイムトラベルするのはどうかな？」

「それならまだマシかな」

　ナイスアドバイスだ。ということで、近くあるトイレへ向か──

「──まだ、話は終わってないよ」

「まだあるの？」

「仮に向こうの世界で六十日居ても、こっちでは六十秒の出来事だ。つまり、あんたはこっちの世界では一分だけ存在しなくなる」

「それはいいことじゃない。大の大人が六十日も行方をくらましたら、大変だもんね」

　一分、姿をくらませる程度なら、誰も問題にはしない。

　六十日も居なくなることに、少し引け目を感じていたけど、これなら安心だ。

　色々と制約の多いタイムトラベルだけど、この点に関してだけはありがたいわね。

「それはよかった。冬とう花かが二ヶ月間も居なくなったら、普通に警察も動くだろうし、また、義と父うさんに山へ埋められてしまうところだった。正直、どう言い訳しようかと頭を悩ませていたんだけど、それなら安心だ」

「伝えることはこれぐらいだな。孫よ、質問はあるか？」

「そうね。タイムトラベルしたら、このウエディングドレスはどうなるの？」

「うん？　どういう意味だ？」

「ターミネーターみたいに、裸で登場しないわよね？」

「ターミネーターがなにか知らんが、服装はそのままだ。なんなら、手に持てるぐらいの荷物なら一緒に持っていける」

「それほんとっ！　なら、このカバンも持っていけるの？」

「それぐらいなら、問題ないだろう。孫よ、目を閉じて、懐中時計のリューズを回しながら、戻るべき日の記憶を思い出せ。そうすれば六年前へ戻れるだろう」

「ありがとう。今回だけは心から感謝するわ」

「ふんっ！　ひと言余計だ。いったい、誰に似たのやら……」

「ボクには二人が似た者同士に見えますけど」

「「──はあぁ！」」

「……なんでもないです」

「じゃあ、ちょっと過去へ行ってくるわね」

　わたしは手にカバンと懐中時計を持って、愛いとしの旦那様の元へ近づく。

「うん？」

「ほら、立って、お別れのあれがお互い必要でしょう」

　旦那を立たせ、唇と唇のキスをする。

「うわーっ！　誓いのキスより激しいです……」

　はーくんにとっては数分の出来事でも、わたしにとっては数ヶ月離ればなれになる。

　寂しくないと言えば嘘うそになる。だから、一心不乱に彼の唇にむしゃぶりつく。

「お、おい！　私が居ることをお前ら、忘れていないだろうなっ！」

「そうです。身内の前でイチャイチャするの禁止です！」

　妹と小さな黒猫が抗議してきたので、口づけはここまでにしておこう。

「あ、でも、はーくんと春はる音ねはわたしが帰って来るまで、床で正座ね」

「「……え？　なんで？」」

「これがなにかわかるかな？」

　わたしは少し怒った顔で、カバンから旦那がわたしに許可なく購入したモノをチラリと見せる。

「……ど、どうしてそれを」

「わたしの目は誤ご魔ま化かせないのよ」

　二人でこそこそと何をしているのかと思っていたら……また、高価なものを勝手に購入してっ！　当然のことながら、旦那の元へ届くまえに、宅配業者から奪い取った。

「まったく、ＪＫに十万円のカードをプレゼントして、気に入られようとするなんて、パパ活みたいなものよぉ！」

「……パパ活って……また、懐かしいワードだな……」

　まったく、私の妹をかわいがってくれるのは嬉うれしいけど、甘やかし過ぎよ。

「とにかく、このカードは没収よ」

「ケチケチです！　それは、はーくんが私にプレゼントするって約束したカードなんだから、春音のものです」

「そ、そうだよ。バイオリンのコンテストで優勝したら、プレゼントするって約束をしていたので、頑張って入手したのに」

「黙りなさい！　高校生に十万円のカードなど不要です」

　その呼び方をしていいのはわたしだけなんだから……。

「お、横暴です！」

「文句は受けつけません。どうしてもカードが欲しいなら、自身のお金で購入しなさい」

「高校生が青春をエンジョイするにはバイトなんてしている時間は──」

　──ギロリッ！

「うっ！　な、何でもないです。だから、冬とう花かねぇ、そんなに怒らないで欲しいです……」

「とりあえず、帰ってきたら、二人ともお説教ね。覚悟しておくように！」

「……はい」

「……ケチです！」

　はーくんは悲しそうな顔をしながら、正座待機をする。当然、妹の春音も不満げな顔をしながらもはーくんの隣で正座待機する。

「ムコ殿も大変だの……」

　そんな全面降伏した旦那の膝上にあきれ顔でネコの祖母は乗る。

「冬花ねぇ……」

「なによ？」

「気をつけて」

　少し心配そうな顔をする春はる音ね。まあ、これから過去に戻るのだ、身内なら心配するのも無理はないだろう。

「それと私の誕生パーティーはちゃんと行われるようにしてきて欲しいです」

「はあ？　なんで？」

「だって、誕生パーティーが中止になって、あの人、すごく落ち込んでいたから……」

　確かに、春音の誕生パーティーが中止になって、あの人は悔やんでいた。

「それに春音もずっと後悔しているです。もし、あの日に戻れるなら、春音はバイオリンを絶対に演奏するです。だから、お願い、六年前に戻って私を説得して欲しいです！」

「……わかった。目的の一つに入れてあげる」

　その言葉に大喜びする春音。高校生になって少しは大人になったかと思っていたけど、やっぱりまだまだ子供ね……。

「春音、何か伝えておくことはある？」

「……約束通り、バイオリンで優勝したと伝えて欲しいです」

「わかった。ちゃんとそのメッセージを届けておく」

　ありがとう。本当はあんたも六年前に戻って、色々と伝えたいことがあるよね。

　でも、今回はわたしにその役目を譲って欲しい……。

「あっ！　それと冬とう花かねぇよりも美人でモテモテ高校生をしているって伝えておいて欲しいです」

「はあ？　誰がわたしより美人ですってぇ！」

「ぴちぴちＪＫの春音ちゃんです！」

　両手を顔に寄せて、これでもかとあざといポーズを取る春音。

「はあ～っ。若さだけで、このわたしの美貌に肩を並べたつもりになるなんて、ホント愚かね」

　まあ、この子は相変わらず生意気で元気にしていると伝えよう。

「あ、そうだ。冬花にこの箱をプレゼントするよ」

　はーくんはそう言って、どこからともなくＤＶＤケースを取り出し、それをわたしに差し出してきた。わたしはそれを受け取り、中を確認する。

「……中身がないわよ？？？」

「そいつは君のお姉さんへのプレゼントだ。夏なつ美みさんが開けたら現れる」

「つまり、お得意の手品ってことね。わかった、姉さんへ渡してくるわ」

「冬花、気をつけて」

「……ありがとう。じゃあ、今度こそ行ってくるから！」

　三人に手を振り、わたしは不安と希望を背負って礼拝堂を後にした。

　そして、わたしはホテル内にある照明が落とされたトイレの個室へ駆け込む。

「えっと、懐中時計のリューズを回しながら、六年前の四月十四日を思い出すのよね」

　わたしは祖母の説明通り、目を閉じて集中し、懐中時計のリューズを回しながら、はーくんに告白された日を思い出す。

　正直、少しだけ怖かった。過去へ戻るとき、頭がぐらんぐらんしたり、身体からだ中じゆうに痛みが走ったりするのではないかと心配した。けど、その悩みは杞き憂ゆうに終わった。

　──目を開けたら、眩まばゆい光に歓迎された。

　わたしは自身の胸を確認する。ずっと暗い場所に居たから、少し目が痛いわね。

「祖母の説明通り『60』の数字が刻まれている」

　どうやら、タイムトラベルは成功したみたいだ。

　身体に異常はなさそうだ。それどころか、調子がいいぐらいだ。

「あとはここが六年前の世界なのかどうかを確認しないと」

　そう思って、個室から出ようとしたら──。

「ねえねえ、どこから現れたの？」

　背後から幼い子供の声が聞こえた。

　恐る恐る振り返ると、小さな子供が物珍しいものを発見したような顔で便座に座っていた。年齢からして、はーくんの双子の兄妹きようだいと同じぐらいね。

　格好もピンクのドレスでかわいくコーディネートされている。

　どうやら、誰かの結婚式に招待された子供のようだ。

　しかし、タイムトラベルをしたら、こっちの世界の時間も二十三時以降だと勝手に思い込んでいたけど、それはわたしの勘違いで、時間に関してだけは多少の誤差が発生するみたいだ。

「急に現れたけど、お姉ちゃんは魔法使いなの？」

　興味津々なのか、女の子は目を輝かせながら、突拍子もな──なくもないか。

　魔女からのアイテムでタイムトラベルしたのだから、ある意味でわたしは魔法使いなのかもしれないわね。

「そう、わたしは魔法使いなの」

「やっぱり……」

　腕を組み、一人勝手に納得をする女の子。

　よかった、トイレの個室にいたのが大人ではなく、この小さな女の子で。

「このことは誰かに言ってはダメよ」

　我ながら、見苦しい言い訳だなと思う。でも、女の子は「わかった。お姉ちゃんとあたしだけの秘密だね」と笑顔で言って、自らの口元に人差し指を当てる。

「ありがとう」

　わたしは女の子にお礼を言って、外に誰もいないことを確認してから個室を出た。

　幸いなことにトイレ内にはこの小さな女の子しかいなかった。

　しかし、旦那のアイデアを鵜う呑のみにしてトイレで、タイムトラベルしたのは大失敗だったわね。

「やっぱり、うちの旦那様は残念王子ね」

　そんな悪態をつきながら、ホテルの外に出てタクシーを拾う。

　すぐにタクシーは捕まり、わたしは車内に乗り込んだ。

　運転手はわたしの格好を見てかなり驚いていた。

　まあ、結婚式場からウエディングドレス姿の花嫁が出てきたら、誰でも驚くと思う。

　とりあえず、どこへ向かうのか考える。

　考えながら、ノープランで来たことに若干後悔した。

　実家に戻るか？　……間違いなく、高校生のわたしと大ゲンカになるわね。

　それに屋敷の中は大混乱になるのは容易に想像できてしまう。

　なら、香か奈な子こに頼るか？　いや、六年前だとわたしと香奈子はそこまで仲良くないから、彼女に頼るのは難しい。こんな状況でも笑顔で助けてくれる人たちはあの家族しかいないわよね。──わたしの中に一つの家族が浮かび上がる。
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　王おう寺じ家の人たちなら、初対面でも、わたしを快く受け入れてくれるだろう。

　そう思ったわたしはタクシーの運転手に王寺家の住所を教え、そこに向かって欲しいとお願いする。

　そして、タクシーの運転手は怪け訝げんな顔をしながらもクルマを発進させた。

　道中、タクシーの運転手から様々な質問が飛んできた。

　どうやら、結婚式から逃亡をしてきた不届き者だと勘違いしているらしい。

　大きなため息を吐つき、カバンから取り出したスマホで時間を確認する。

　驚くことに、スマホに表示された時間は過去に跳ぶ前の年のままだった。

　そして、目的地へたどり着く。

　わたしはカバンからサイフを取り出し、一万円札を運転手に渡す。

　一万円札を受け取った運転手はこれまた怪訝な顔をする。

「お客さん、おもちゃのお金を渡されても困ります」

「え？　おもちゃ？」

　──あっ！　そうかっ！　六年前だと、一万円札は諭吉の方かぁ！

「えっ、お嬢ちゃん、お金持ってないの？」

「…………お金なら、この家の人たちが払って……くれると思います……」

　震える手で王寺家の白いお家うちを指さす。

　申し訳ないけど、タクシー代は義と父う様に立て替えてもらおう。

　その後、申し訳ないと思いながらも、タクシー代は義父様に立て替えてもらった。

　そして、状況を飲み込めていない二人にわたしは嘘うそ偽いつわりない真実を全て語った。

　義父様と義か母あ様も最初は困惑していたけど、妹の春はる音ねに撮らせた結婚式の動画を見せたら、わたしの予想通り、二人とも素直に全てを受け入れてくれた。

　その後は二人はわたしを笑顔で、もてなしてくれた。

　まさか、こっちの世界でも、結婚したことを祝われるとは思いもしなかった。

　そういえば、最初に会った時も、出前のお寿す司しを注文してくれたな。

　そして、今のように屈託のない笑顔でわたしを受け入れてくれた。

　この素晴らしい人たちと家族になれて、本当に心から誇らしいとわたしは思う。

　そんなわたしは、少しだけ余裕ができたようで、六年前の旦那様に会えることがすごく楽しみで仕方がなかった。





　　　＊＊＊






「……トウカさん……起きて、トウカさん」

　ゆさゆさとわたしの身体からだが揺れる。

「トウカさん、トウカさん……」

　せっかく、気持ちよく寝ていたのに……誰よ、わたしを起こす奴やつは！

　目を開けたら、愛いとしの旦那様があきれ顔でわたしを見ていた。

「あれぇ？　はーくん、若返った？」

「定番のボケ、ありがとうございます」

　どうやら、寝ぼけていたようだ。

「そろそろ着きますので、準備お願いします」

　わたしは大きなあくびをしながら、彼にこくりと頷うなずく。

　六年前に戻ると懐かしい気分になるのかと思っていたけど、意外なことに新鮮な気持ちの方が強かった。

　不思議だなと思う。知っているはずなのに、知っている出来事が多くあるのに、初めて触れたような気持ちになる。

　素直に居心地がいいと思った。たぶん、ずっといても飽きることはないだろう。

　でも、そう思う反面、やっぱりこの世界はわたしの世界ではない。

　それだけは強く感じた。

　やはり、自分はこの世界の異物で、長居することは許されないのだと理解できた。

　来週にでも、あの人へ会いに行こう。会って、これまでの出来事を語れるだけ語ろう。

　そのためにわたしはこの世界へ来たのだから。

「大丈夫ですか？」

「──え？」

「難しい顔をして、悩んでいるように見えました」

「……そうなのかも。でも、気にしないで、大丈夫だから」

　わたしの言葉にはーくんは「いつでも相談してください」と頼りになる言葉をくれる。

「あ、そうだ。トウカさんに一つ言い忘れていることがありました」

「うん、なに？」




「──ようこそ、六年前の世界へ」




　そこにはわたしの好きな笑顔があった。

　この笑顔を見れば、恐れるものなど何もない。

　あの日、失ったものに終止符を打とう。

　そして、まだ見ぬ先で、今の彼と同じぐらい笑っている自分がいると信じよう。






第三章　アメイジング・弁当






　トウカさんが我が家へ来て、四日目になった。

　死んだ爺じいさんがよく言っていた。家族が一人増えると生活は大幅に変わると。

　爺さんの言葉通り、家族が一人増えると生活は大幅に変わった。

　特に顕著に現れたのが食事だ。

　母が台所に立つ機会が目に見えて減った。

　その母に代わり、台所によく立つようになったのが、未来のボクの花嫁だ。

　母曰いわく、つわりがひどいので大変助かっているとのことだ。

　ボクとしても、目新しいメニューがテーブルに並んで素直に嬉うれしい。

　嬉しいのだが……。

「はいっ！　あーんしてっ！」

　笑顔で、ヨーグルト入りのスプーンをボクに向けてくるトウカさん。

「……あ、あの朝から、や、やめてください」

「はーくん、あーんしてぇっ！」

　この人、全然ボクのお願いを聞いていない！

　というか、両親が見ている前で、そんなアホなことできるかぁ！

「ほら、あーんしてぇ！」

「おい、息子、嫁があーんしてをしてきたら、それに答えるのが旦那の義務だぞ」

「ボクはお前と違って硬派なんだよ。だから、そんな甘ったるいことは絶対にしない！」

「えっ？　でも、昨日の朝はあーんしてくれたじゃない」

「…………」

「おいおい、ママ聞いたか？　このむっつり息子、俺らがいない時はトウカちゃんにあーんして甘えているみたいだぜぇ！」

「ええ、聞いたわパパ。このドスケベ息子、私たちが居ない時は赤ん坊のように甘えているみたいねぇ！」

「…………ちっ！」

　朝から、うぜぇー両親だ。

「こら、親に舌打ちしない」

　ボクに注意するトウカさん。そんな彼女だが、ヨーグルト入りのスプーンを引っ込めることは絶対にない。

　はあぁ～、仕方がない。ほんとに仕方がない。本当は嫌だけど仕方がない。

　アホ共がニヤニヤ顔でこちらを見ているのがとても業腹だが、ここは朝から美お味いしい朝食を作ってくれたトウカさんに感謝を示すため、やりたくはないがあーんしてあげるか。

　ということで、ボクはヨーグルトをぱくっとする。

「うえええぃ！　息子が父の前であーんしやがった！」

「おう、うぇえええぃ！　息子がママの前であーんしましたぁ！」

　朝からハイテンションでハイタッチするバカ共。

　くそーっ！　マジでうぜぇーっ！

　これ以上、この件をイジられたくないのでボクは朝のニュース番組を見ることにした。

　そんなテレビの画面には、最近訪れた場所が映し出されていた。

「あれ？　これって、一昨日おととい、遊びに行ったショッピングモールではないですか？」

　ボクはそう言って、テレビを指さす。

「あっ！　本当だ！」

　トウカさんもボクと同じように驚く。

　いったい、何のニュースだろうか？　家族四人でテレビを注視する。

　テロップに『あおり運転常習犯の男……謎の美少女マジシャンにあえなく御用！』と表示されていた。

「あっ！　この男は！」

　ボクは驚きのあまり、椅子から立ち上がった。

　テレビの画面には手錠をかけられて、うつむいたまま警察官に連行されている見覚えのある男が映っていた。
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　驚くことに、逮捕された男は姫ひめ城ぎさんにナンパをしていたあの時の不良男だった。

　テレビの女子アナが淡々とした口調で逮捕された男の経緯を説明する。

　どうやら、あの男、あおり運転の常習犯で前から警察にマークをされていたらしい。

「おいおい、あおり運転だけではなく、この野郎、クルマの窃盗もしているのかよ。あきれた奴やつだな」

　ナンパ男に怒りを向ける父。バイクとクルマという違いはあれども、人様が乗るものを取り扱っているだけに、人一倍、この件に思うところがあるのだろう。

　もしかするとあの時、自慢していたクルマも盗難車だったのかもしれない。

「なんか、色々と他にも余罪がありそうだね」

　まあ、何はともあれ、凶悪犯が捕まってよかった。

「お、おい！　このテレビに映っているチビ、白はく馬まじゃねえか？」

「いやいや、ボクこんなに背は小さくないよ」

「いや、このチビははーちゃんだよ！」

　おい！　息子をチビチビ連呼するなぁ！

　それに、六年後は今より少しだけ身長が伸びていることは結婚式の映像で確認済みなんだぞ！　本当に失礼な両親だなと思いながら、ニュースの続きをじっと見る。

「あっ！　ボクだ！」

　両親の言う通り、テレビにボクが映っていた。

　顔にはモザイク加工されているが、この格好は間違いなくボクだ。

　映像に映し出されていたのは、ショッピングモールの通路で、あの時ナンパ男と揉もめていた場所で間違いなかった。

　テレビ画面の中でナンパ男がボクに手錠をかけられていた。

　映像を見る限り、あの時、周りにいたギャラリーの誰かがスマホか何かで撮った映像のようだ。どうやら、誰かが、テレビ局にこの映像を提供したみたいだ。

　アナウンサーの説明によると、ボクたちが去った後、警察官たちがショッピングモールへ駆けつけたようだ。そして、その後ナンパ男を色々と調べているうちに、あおり運転の容疑者だったことが判明したらしい。

　つまり、あの時、ボクが手錠をかけて、あのまま放置しなければ、この男は今も捕まらずにのうのうとお天道様の下で悪事を働いていたかもしれない。

　そういう意味で、なかなかのファインプレーをしたのではないだろうか。

「…………」

　それにしても、ついにボクも全国デビューか。

　本来なら少しは喜んでもいい事柄なのだろうが、全然嬉うれしくない。

　だってさぁ……。

「しかし、うちの息子はいつから、謎の美少女マジシャンになったんだ？」

「あっ！　本当だ！　テロップに謎の美少女マジシャンって書かれてる！」

「…………」

　とりあえず、今日のお昼にでもテレビ局にクレームの電話をしよう。

　ちゃんと調べもしないで、全国に放送をしやがってぇ！

　全くもって、ジャーナリストの風上にも置けない連中だ。

　そんなことを心に誓いながら、ニュースの続きを注視する。

　場面はがらりと変わり、ナンパ男があおり運転をしていた時の映像が流れる。

　それはとても危険な映像で今まで誰もケガをしなかったのが不思議だと思えるぐらい悪質なあおり運転だった。まあ、この映像を見たら、本当に捕まってよかったと思う。

　ともかく、この男のせいで被害に遭う人が出てこなくなったことだけは素直に喜ぼう。

「おっと、今日は朝からオートバイを引き取りに行かないといけねぇんだった」

「あっ！　ママも今日は朝早いんだ」

　慌てて出かける準備をはじめる父と母。

　まったく、優雅さの足りない両親だ。

　そして、二人はトウカさんが作ったお弁当を持参して、慌ただしく家を出た。

「さて、ボクもそろそろ学校へ行こうかな。トウカさん、ごちそうさまでした」

「はい、お粗末様でした」

「今日はトウカさんどうするんですか？」

「昨日と同じで、今日は家で大人しておくわ」

「そうですか」

　何か目的があって、この時代へ来たって言っていたのに意外と呑のん気きなものだな。

　本当に悠長に構えていて大丈夫なのか？

「大丈夫。まだ、タイムリミットまでは十分にあるから……」

　ボクの顔に出ていたのだろうか、心配するなとフォローされてしまった。

「えっと、まだこの時代に滞在できる……日にちに余裕はあるから」

　トウカさんは服の首元を引っ張って、自身の胸に刻まれている数字を確認していた。

「それじゃあ、トウカさん、ボクは学校へ行ってきます」

　学校指定のカバンを手に取り、そのまま玄関へ向かう。

「待って、はーくん。お弁当を忘れているわよ」

　トウカさんはぱたぱたとスリッパの音を鳴らしながら、こちらに近づき、ローファーを履いているボクにお弁当を手渡してきた。

「あ、ありがとうございます」

「はーくんの好きなものをふんだんに入れてあるから」

　確かに、お弁当箱はいつもよりずっしりと重みがある。

　トウカさん手作りのお弁当か。素直に楽しみだ。

「あとは行ってきますのチュウ──って、スルーされたぁ！」

　なにかとんでもないものを要求してきたので、ボクは聞こえなかった振りをして、玄関のドアをバタンと閉めた。
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　教室へたどり着き、自分の席に座ったボクはこれまた珍しい相手から声をかけられた。

「おはよう、王おう寺じ君」

　爽やかな笑顔で、これまた爽やかに挨拶をしてきたのは香か奈な子この愛すべき彼氏であるクラスメイトの春はる川かわ敬たかしだった。

「おはよう、愛いとしのたかきゅん」

「あっはっははは……。ごめん、たかきゅんは、できればやめて欲しい」

　人によっては挑発されたと怒っても不思議ではない場面だと思うのだが、彼はニコニコと笑顔で受け流した。

　流石さすがはあの性格の歪ゆがんだ香奈子とお付き合いできるだけあって、たかきゅんは人間ができているな。

「それでぇ、たかきゅんはボクに何か用？」

「……気のせいかな？　なんだか、王寺君に塩対応をされている気がするんだけど？」

「気のせいではないよ。もしかすると君はボクの倒すべき敵かもしれない」

　なにせ、姫ひめ城ぎさんに『敬』と親しく呼ばれていたからな。

　もし、もしもだ。この目の前の爽やか野郎が姫城さんの元カレだと言うなら、香奈子には申し訳ないが、この男をボクの必殺の手品であるアナザーディメンションで別次元へ飛ばさなければならない。

「俺としては王寺君と仲良くしたいんだけどな……」

　お、おい、そんな悲しそうな瞳でボクを見てくるなよ……。

　これではボクが悪者みたいじゃないか。

　こ、コイツはボクの敵だ！　ボクが倒すべき敵なんだぁ！

「とりあえず、香奈子のワガママに付き合ってくれてありがとう。これ、俺から君へのプレゼント」

　そう言って、たかきゅんはボクの机に未開封のプラモデルをそっと置いた。

　そういえば、占い師への調査依頼の報酬で未開封プラモデルをもらう約束を香奈子としていたな。あれから色々とあってすっかり忘れていた。

「……それは受け取れないよ」

「どうして？」

「調査の件はボクと香か奈な子こが勝手に取り決めた約束だから、依頼主ではない君から報酬を受け取るのは筋が通らない」

　あの時は浮かれていて、よく考えなかったが、彼がボクに依頼を頼んだ訳ではない。

　なら、彼から何かを頂くのはやはり筋違いだ。

「俺は気にしないよ」

「君が気にしなくても、ボクが気にする。香奈子には違うことで何か埋め合わせしてもらうから、今回はそのプラモデルごと引き下げてくれ」

「なら、王おう寺じ君にお願い──いや、依頼をする。それなら、文句はないだろう？」

「はい？　ボクに依頼？　たかきゅん、生あい憎にくだけど、ボクって探偵でもなければ弁護士でもないんだけど」

「もちろん、よく知っているよ。君は手品部の副部長だ。だから、君に相談を持ちかけているんだ」

　この言い方からして、手品関係の相談みたいだ。

「王寺君、俺に手品を教えてくれないか？」

　予想通り、彼のお願いは手品の相談だった。

「どうして、手品を教えて欲しいの？」

「ある女の子にマジックを披露してあげたいんだ」

　とのことだ。コイツ、彼女持ちなのに、他の女子に手品を見せたいんだとよ。

　いるんだよな、不純な動機でマジックを覚えようとする愚かな輩やからが。

　そんなんで、モテモテになるのなら、ボクはとうの昔にハーレムを築いているわーっ！

　まったく、真ま面じ目めにマジックに取り組んでいるボクに心から謝罪をして欲しい。

　ちなみにですが、王寺白はく馬まが手品を覚えようと思ったきっかけは──女の子にモテたかったからだ。それ以外の理由は何もない。

「どの程度のレベルになりたいの？」

　とはいえ、これだけ真剣な瞳で見つめられたら、無下にはできないな。

「教えてくれるのかい？」

「正直に言えば、ちょっとした手品なら、ボクに習うより、本とか、動画配信しているプロのマジシャンから盗む方が早いよ」

　実際、ボクもプロのマジシャンが披露するマジックからヒントを得たりしている。

「できればみんながあっと驚く手品を披露したいんだ……」

「つまり、手軽な手品は所望していないと？」

　春はる川かわ敬たかしはコクリと頷うなずく。

「とりあえず、朝のホームルームがはじまる。続きは昼にでもどうだろうか？」

「ありがとう。悪いけど少し付き合ってくれ」

　そして、予鈴のチャイムが鳴る。

　鳴ったと同時に、香か奈な子こが「セーフ」と叫びながら、教室へ飛び込んできた。

　相変わらず、朝から騒がしい幼おさ馴なな染じみだな。

　そんなボクと違い、香奈子を微笑ほほえましく見つめる彼氏のたかきゅん。

　まあ、なんだかんだ言ってお似合いの二人だとボクは思う。

　しかし、なんか、面倒ごとに巻き込まれそうな予感がしてきたぞ。

　そんなことを考えながら、担任の先生が現れるのを待つボクだった。
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　そして、昼休み、ボクと愛いとしのたかきゅんは手品研究部の部室に二人でいた。

　込み入った事情があるみたいなので、誰もいない場所が最適だろうと思い、特別彼をこの部室に招き入れた。

「とりあえず、適当に好きな場所に座って」

「ありがとう」

「お礼を言うのは時期尚早だと思うよ」

　春川敬はキョロキョロと物珍しい表情であたりを見渡していた。

「サッカー部の君にはアウェーな場所かな？」

「いや、そんなことは思っていないよ。流石さすがは手品研究部、色々なものが置いてあるんだな」

「まあね。あんまり触れないでくれよ。ここにあるのはボクだけのものではないから」

「ああ、わかったよ」

　そして、ボクたちは対面する形で席に座る。

「こうして、王おう寺じ君とサシで話すのは今日が初めてだね」

　確かに、彼の言う通り、こうして面と向かって語り合うのは今日が初めてだ。

「香奈子とは上う手まくできてる？」

「ああ、俺にはもったいない子だよ」

　不覚にも、彼の百点満点のスマイルにドキッとした自分自身がいた。

　なるほど、この笑みに香奈子は落とされたのか……。

「俺としてはこれを機に王寺君と仲良くしたいな。だって君は香奈子の大切な幼馴染みなんだから」

「ただの腐れ縁だよ。そう、ただの悪友。でもそんなのでもボクにとっては長い付き合いなのは間違いなく、仮に君と香か奈な子こが仲なか違たがいしたら、ボクはなんだかんだで香奈子の肩を持つと思う。もちろん、香奈子がどう見ても悪い時は別だけど……」

　大変腹立たしいことだけど香奈子に関しては中立的立場で物事を判断できそうにないと思う。だから、意図的に彼を避けていた。

「ありがとう、素直な気持ちを口にしてくれて。王おう寺じ君はいつまでも香奈子の味方でいてくれ」

　歯の浮く台詞せりふをさらりと言うなコイツ。まあ、だからこそ香奈子が惚ほれたのだろう。

　ふと、六年後の彼と香奈子はどんな関係を築いているのだろうと気になった。

　まだ、恋人同士なのだろうか？　それともボクと姫ひめ城ぎさんのように結婚したのかな？

　どんな形にせよ、今みたいに仲が良ければいいなと思った。

「とりあえず、手品の件を話そう。えっと、とにかくインパクトのある手品を覚えたいんだよね？」

「その件なんだけど、よく考えてみたら、ボクが披露する必要はまったくないのだと気がついた。──王寺君が俺の代わりにマジックを披露してくれないか？」

「ボクが？」

　そこから彼はことの経緯を語り始める。

　なんでも、彼には妹のような存在の女の子がいて、その子の誕生日が今から六日後に開催されるらしく、その誕生パーティーで彼は何か芸を披露したいらしい。

「なるほど。そこでボクに白羽の矢を立てたということか」

「頼む。今回はその子のお友だちが多く招待されていて、彼女も張り切っているんだ」

　手を合わせて、ボクに懇願する春はる川かわ君。

　そんな彼のお願いにボクは返答を決めあぐねていた。

　香奈子の彼氏の頼みだ。本来なら気持ちよく承諾してやりたい。

　でも、今のボクは未来人であるトウカさんのことで、手一杯なのが現状だ。

　はっきり言って、他にかまけている余裕がまったくない。

　なにせ、本人には悪気はないのだろうが、これまでにも様々なトラブルを発生させ、その対処にボクは奔走してきたんだ。

　昨日の近隣トラブルなんて……いや、思い出すのはやめておこう。

　それに、彼女はこの時代でやるべき目的があるようだし、少しうぬぼれているかもしれないが、できればその目的に注力してあげたい。

　ボクなんかが、力になれるのかはわからないけど、もしその時、他の件で身動きできないことになればボクは心から悔やむだろう。

　だから、申し訳ないけど、彼のお願いに、ボクは力を貸せそうにない。

「申し訳ない。君の頼みを聞いてあげたいけど、今ボクはとある件で忙しいんだ。だから、君のお願いは叶かなえてやれない」

「そうか……。ごめん、いきなり無理なお願いをして……」

　春はる川かわ敬たかしはあっさりと引き、ボクに深々と頭を下げてきた。

「こちらこそ、ご期待に添えなくて申し訳ない。その子の来年の誕生日──いや、クリスマスとかハロウィーンにもしパーティーをするなら、また声をかけて欲しい」

「ありがとう。その時はお願いすると思う」

「その時は全力でボクの手品を披露すると約束するよ」

「ほんとにありがとう。王おう寺じ君、良ければこのままここでお昼を食べていいかな？」

「もちろん。良ければこのまま二人で食事を──」

　そう思い、カバンからお弁当箱を取り出そうとしたら、廊下から香か奈な子こと姫ひめ城ぎさんが弁当箱を持参して現れた。

　二人が肩を並べて現れるなんて、本当に珍しい組み合わせだな。

「ほら、やっぱりここにいた」

「近ちか田ださんの推理通りだったわね」

　そして、二人はずかずかと部室内に侵入し、姫城さんはボクの隣に座り、香奈子は春川君の隣に腰を下ろす。

　ボクは春川君にどういうことなんだと目線を送る。

　彼は肩をすくめて、自分は無関係だと主張した。

「冬とう花か、ごめん。王寺君への頼みごとは断られたよ」

　春川君は両手を合わせて姫城さんに軽く謝罪をする。

　ん？　どうして、春川君が姫城さんに謝罪をするんだ？

　この時、ボクの53万の知能指数がフル回転した。

　もしかして、さっき言っていた妹的な存在の女の子って──姫城さんの妹さんなのではないだろうか？

　そういえば、妹の誕生日がもうすぐだと言っていたな。

　だとしたら、とんでもない相手のお願いを断ったことになるぞ。

「そうなの？　なら仕方がな──」

「──さて、その妹さんはどんな手品が好きなんだい？」

「へぇ？」

「どうかした？」

「い、いやさっき断ったよ──」

「──あれは君を試したんだ。本当にボクじゃないといけないのかを知りたくてね」

　春川敬は大きく口を開けて、ポカンとしていた。その隣では全てを察した香奈子があきれた表情でボクを見ていたが、今はそんなことどうでもいい。

「もしかして、その春はる川かわ君の言っていた妹さん的な存在って、姫ひめ城ぎさんの妹さんかな？」

「ええ、うちの妹よ」

　どうやら、ボクの予測は大当たりしたみたいだ。

「なるほど、なるほど。姫城さん、ご安心ください。この王おう寺じ白はく馬まが最高のマジックショーを披露してみましょう」

「そ、そう。私としてはありがたいけど……本当に大丈夫なの？」

「ええ、たとえその日に両親が亡くなっても、妹さんの誕生日には必ず参上します」

「いや、あんた、ちゃんとおじさんとおばさんの喪主をしなさいよ……」

「まあ、冗談ですけど、それぐらいの気持ちで頑張りますっ！」

　いやぁ～、今から楽しみだな～。ハイテンションのまま、ボクは机にお弁当箱を出す。

「ちなみに、愛いとしのたかきゅんと姫城さんはどういった間柄なんですか？」

「俺たち？　王寺君たちと同じ、幼おさ馴なな染じみってやつになるのかな？」

「私にとってはデキの悪い弟みたいなものね」

「なるほど、なるほど」

　元恋人同士ではないかと邪推していたけど、どうやら、ボクの勘違いだったらしい。

　よかった、よかった。これで香か奈な子この彼氏を闇に葬らなくてよくなった。

「あっ！　姫城さんに一つお願いがあるのですが？」

「私にお願い？」

「もしよければ、手品の助手をしてくれませんか？」

「私が王寺君の助手？」

「姫城さんがボクの隣で助手してくれたら、いつも以上に頑張れる気がするんです」

　ボクは手を合わせて、姫城さんに懇願する。

「お願いしますっ！」

　そんなボクのお願いに彼女は「うーん」と少し困った顔をしながらも、

「わかった。わかったわよ。あなたの助手をしてあげる」

「やったぁーっ！」

　これで、ますますやる気が出てきたぞ。

「さあ、みんなでお弁当を食べよう！」

「そうね」

　ということで、各々、机にお弁当箱が広がる。

　香奈子のお弁当はサンドイッチとフルーツがメインの実に女の子らしいお弁当だ。

　逆に春川君は運動部なだけに、から揚げやとんかつ、お肉がメインのいかにもボリューム感のある弁当だな。

　姫ひめ城ぎさんのお弁当は驚くことに誰もが知っている、某キャラクターのキャラ弁だった。

　キャラ弁だけど、色とりどりで、栄養バランスがよく考えられているお弁当だ。

　意外だな。てっきり、名家のお嬢さまだから、重箱みたいなお弁当箱を出すのではないかと、想像していたんだけど、本当に意表をつかれた。

「うわぁーっ！　冬とう花かさんのお弁当かわいいっ！」

「少し、恥ずかしいわね」

「そんなことないよ！　これって、冬花さんが自分で作ったの？」

「いえ、メイドさんが作ったお弁当よ。最近、キャラ弁を作ることに夢中になっていて」

「へぇー。メイドさんかぁ。ところで、あんた、珍しくお弁当なのね」

「……まあね」

　香か奈な子この言う通り、ボクは基本的に学食か購買でパンを購入して、一人寂しくお昼を過ごしている。

　そんなボクがお弁当箱を持参していることに香奈子は少なからず興味を抱いていた。

「おばさんの手作り？」

　残念ながら、その答えは不正解だ。

「……まあ、そんなところだよ」

　とはいえ、本当の正解を口にする訳にはいかない。

　なので、とりあえず、母がこのお弁当を作ったことにした。

　本音を言えばすごく自慢したい。このお弁当は未来のボクの花嫁が作ったのだと、全校生徒に知れ渡るぐらい大声で叫びたい。けど、それはできないことだ。

　それを言った時点でボクは頭のおかしな生徒だと思われてしまう。

　なので、今は我慢しよう。いつか、このお弁当を堂々と公言できる日まで……。

　そんなことを考えながら、お弁当箱をオープンした。

「────っ！」

　そして、すぐにバンと蓋を閉めて、封印することにした。

　これは人前で出してはいけないお弁当だ。

「ちょ、いきなり大きな音を出して、びっくりするじゃない！」

「すまん、手が滑った」

　そして、ボクはこのお弁当箱をカバンに戻すことに──

「白はく馬ま、なんで、お弁当箱をカバンに戻そうとしているのよ？」

「…………だ、ダイエット中だったことを思い出したんだ」

「ふーん。華きや奢しやなあんたがダイエット？　寝言は寝ていったら」

「……悪いけど用事を思い出した」

　なるべく冷静を装って、ボクはお弁当箱をカバンに戻し、椅子から立ち上がる。

「へぇー、用事ね」

「そう、用事がある。あとは三人でごゆるりと」

　そう言って、部室から出ようとしたら、

「たかきゅん、白はく馬まを捕まえてぇ！」

「え？」

「いいから、残念王子を逃がさないでぇ！」

「わ、わかった！」

　たかきゅんはチビ女の命令に従って、ボクを捕まえようと立ち上がる。

　ボクは捕まる訳にはいかないので、ドアを乱暴に開け、そのまま廊下を全力でダッシュした。……本気でダッシュしたのだが、流石さすがはサッカー部のエースストライカー、ものの数秒で捕獲され、そのままたかきゅんに羽交い締めされてしまった。

「放せぇ！　この裏切り者ぉ！」

「す、すまない。でも、香か奈な子こには逆らえないんだ」

　なんて情けない男だ。ボクは絶対にこんな軟弱者にはならないぞぉ！

「……あんたがたかきゅんに駆けっこで勝てるわけないじゃない」

　あきれた表情で奪い取ったカバンからお弁当箱を取り出す香奈子。

「どうも、このお弁当の中身を見られたくないようね。いったい、中身はなにが入っているのかしらね」

「やめろ！　それは開けてはならないものなんだぁ！　その箱を開けたら、後悔することになるぞぉ！」

「──さて、残念王子の今日のお弁当は！」

　そんなボクの懇願は香奈子の心には届くことはなく、香奈子は不敵な笑みを浮かべながら、お弁当箱をオープンした。

「……こ、これは……」

「……王おう寺じ君、このお弁当は……」

「……み、見るなぁ！　……た、頼むから、見ないでくれぇ～っ！」

　トウカさんがボクに手渡したお弁当は俗に言う愛妻弁当だった。

　白米の上に鮭さけフレークで赤いハートマークが作られていて、その下に『はーくん、あいしてる』と海の苔りで書かれていた。

「うわぁー、ど、ドン引きだわぁ！　これはマジでドン引きだわぁ！　残念弁当ね！」

　泣くぞ、ボク本気で泣くぞ。

　悲しいことに香奈子だけではなく、たかきゅんも少し引いていた。

　ちくしょう。まさか、こんな爆弾が仕掛けられているとは。

　……もういいや。こうなったら、開き直って食べよう。

　そう悟ったボクはさきほどの席について、トウカさん特製の愛妻弁当を食べることにした。

「……いただきます」

　手を合わせて、朝早くから、ボクのために作ってくれたトウカさんへ感謝を捧ささげた。

「近ちか田ださん。人が一生懸命作ったお弁当を揶や揄ゆするのは恥ずかしい行為よ」

「う、確かに」

「王おう寺じ君も気にしてはダメよ。ちゃんとお母さまが作ってくれたお弁当に感謝しなさい」

　そう言って、姫ひめ城ぎさんはボクをフォローしてくれた。

　ちなみにこのお弁当を自作したのは六年後のあなたですけどね……。

「よければ、このハート型の玉子焼き食べます？」

　庇かばってくれたお礼にボクは姫城さんにお弁当のおかずを差し出す。

「では、遠慮なく、玉子焼きをもらおうかしら……」

　姫城さんはピンク色のお箸で玉子焼きを一切れ撮つまむ。

　そして、そのかわいい口にパクりと放り込んだ。

「あら、美お味いしい。私好みの味付けね」

　それはそうだろう。ある意味で自分自身が作った玉子焼きのようなものだ。

　好みが似るのは言うまでもないことだ。
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　ボクは思った。これぞまさに自画自賛だなと。

　ちなみにボクのために作ってくれた愛妻弁当の味は文句のつけようがないほどにパーフェクトだった。
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「それで、春はる音ねの誕生パーティーに呼ばれたのね」

「ええ、ボクと香か奈な子こが緊急参戦です」

　学校から帰ってきたボクは今日の出来事をトウカさんに報告するため、父が経営するバイク店でお手伝いしている彼女の元へ訪れていた。

　──株式会社バイク・オウジ。このセンスのかけらもない社名がこのバイク店の名前だ。

　まあ、何というか、うちの名字が『王』でなくて本当によかった。仮にボクたち名字が王ならバイクお──やめておこう。考えるだけで訴えられそうだ。

　ちなみに本日もお客様はおらず、店内は閑古鳥が鳴いていた。

　そんな開店休業状態だというのに、父はとても呑のん気きに鼻歌交じりで、お気に入りのオートバイを洗車していた。

　ボクはバイクと楽しく会話している（はたから見るとただの危ない奴やつ）父に近づく。

「あん？　なんだよ？」

　ニコニコしているボクに身構える父。

　流石さすがは十六年ボクの父親をしているだけあって警戒してきたな。

「父さん、機嫌がいいね」

「……まあな。もうすぐ、息子と娘が生まれるし、一生独り身だと思っていた不出来の長男にこんな美人な花嫁が出来ると知れば、誰でも上機嫌になるってもんだ」

　父さんの言葉にトウカさんは「ふふふ」と上品に笑い、とても嬉うれしそうにしていた。

「そんなハッピーな父さんにお願いが──」

「──金なら貸さねぇぞ」

「……そんなウキウキな社長に──」

「──だから、ノーマネーでフィニッシュだぁ！」

　と、断固たる意思で融資を断られた。

「だいたい、おまえよぉ、前に貸した、五千円も返してもらってねぇぞぉ！」

「それは出世払いって言ったろ」

「トウカちゃん、この残念男、出世するの？」

「……何億円も手に入れたと思ったら、その倍の額を損失したり……まあ、ジェットコースターのような人生を歩んでいます……」

「……お前本当に大丈夫なの？」

「ぼ、ボクに聞かれても困るよ」

　ずいぶんと波は瀾らん万ばん丈じような生き方をしているんだな、未来のボクは……。

「あと、父の逆げき鱗りんに触れて、山に埋められかけたり、大学の時、旅行へ行ったら、殺人事件に巻き込まれたり、カルト宗教の施設に侵入してインチキ教祖様と戦ったり、海賊に捕らわれたり、ヤクザと間違えられてパトカーに追い回されたこともあったわね」

　お、おう。これから、なかなかハードな経験するんだな……。

「本当に大丈夫なのか？」

「だから、今のボクに聞かないでよぉ！」

「あっ！　あと、魔法でカエルになったこともあったわね」

「…………じょ、冗談ですよね？」

「うふふふ。そうよ、ただのジョークよ。そう、半分は嘘うそよ」

「ほっ！　なんだ、嘘か。………………うん？　半分？？？」

　えっ？　つまり、残り半分は事実ってこと!?

　で、できれば、カエルの件は嘘であって欲しい。カエルになるのだけは絶対に嫌だ！

「……まあ、なんだ……生命保険は必須みたいだな……」

「だね。カエルになっても大丈夫な保険があればいいけど……」

　と、今はそんなことどうでもいい。

「父さん、単刀直入に言う、お金を貸してぇ！」

「単刀直入に言う、無理だ」

「な、なんで？」

「これから、ガキが二人生まれるんだぞぉ！　無駄金に投資できるかぁ！」

「無駄金って……社長、将来ラスベガスで拍手喝采の大歓声で称たたえられる天才マジシャン、ハクマ・オウジへ最初に投資できる権利を蹴るつもり？　このチャンスを棒に振るなんて、あんた、後で後悔するよ。地獄で苦しむよ」

「……悪徳商法みたいなことを言い始めたな。はあぁ～、なら、俺を驚かせてみろ。俺が驚いたら……おまえ、いくら欲しいの？」

　ボクは父にピースサインをして、

「諭吉二枚」

「……二万って。わかった二万円やる。俺を手品でびっくりさせてみろ！」

　とのことだ。なら、遠慮なく父をマジックで驚嘆させてやろう。そして、ボクは店内に置いてあるバイクカバーを手に取り、父ご自慢のオートバイの前に立つ。

「今から、この……えっと、このバイクの名前なんだっけ？」

「お、おまえ、一応バイク屋の倅せがれなんだから、このオートバイの名前ぐらい知っておけよ。これはカワサキの──」

「──さて、この川崎君のオートバイに大きなバイクカバーをかけます」

　父のうんちくが長くなりそうなので、ボクは無視して、手品を始める。

「……お、おい！　た、大切に扱えよ！　そのバイクは五百万円以上する、息子よりも大切なバイクだからな」

「その息子より大切なバイクがここから消えます」

「──へぇ!?」

「ミュージックスタートっ！」

　手をパッチンとならし、口でドラムロールの音を真ま似ねる。

　そして「バッババンッ！」と大声で叫び、ハイテンションでカバーを引ひき剥はがす。

　川崎君のオートバイはボクの宣言通り、消失した。

「────んんん？？？」

　父は驚くどころか、フリーズして固まっていた。

「あれれれれ？　ば、バイクが消えたぞぉ？　ねぇねぇ、僕のオートバイはどこぉ～？」

　ボクはテンパる父にニッコリと微笑ほほえむ。

「二万」

「え？」

「二万円くれたら、元に戻す」

　こうして、ボクは資金をゲットした。

　そして、父は「バレたら母ちゃんにどやされる」とブツブツ文句を言いながら、コンビニへ缶コーヒーを買いに行った。

「はーくん、春はる音ねの誕生パーティーでお願いがあるんだけど」

　神妙な表情でボクを見つめるトウカさん。

　どうやら、これから大事なことを語るつもりらしい。

「なんでしょう」

「ネタバレするけど、妹の誕生パーティーは中止になる」

「え？　中止？？？」

「そう、前日に色んなトラブルが起こって、本来は開催されない」

「そうなんですか……」

「それと補足になるけど、わたしの知る六年前の誕生パーティーには、香か奈な子こもはーくんも招待されていなかった……」

「つまり、トウカさんが知る六年前とは違ってきているってことですか？」

「そうなるわね。でも、このままいけば誕生パーティーは中止になるはず」

「それを回避するために、ボクに手伝えってことですね」

「本当はわたし一人でやるべきことなのかもしれないけど、適材適所、この件はあなたの方が向いていると思う」

「具体的にどうすれば？」

「手伝ってくれるの？」

「もちろんです。六年後のボクに比べたら、少し頼りないかもしれませんが、全力で協力します」

「ありがとう。じゃあ、説明するわね────────」

　そして、トウカさんは誕生パーティーの前日に何が起こるのかを説明し始めた。

　確かに、トウカさんの言う通り、この件に関してはボクの方がトウカさんよりも向いているかもしれない。とはいえ、とても大きな使命を託されてしまったな。

　ボクはどうすれば全てが上う手まくいくのか思案した。
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　そして、誕生パーティーの前日、ボクは公園へ来ていた。

　公園に来た目的は明日の誕生パーティーを無事に開催させることだ。

「あの制服の子が春はる音ねちゃんか……」

　トウカさんから春音ちゃんの容姿の特徴を説明されていたが、そんな説明は一切不要だったな。そう思えるぐらい、春音ちゃんは姫ひめ城ぎ冬とう花かと容姿は酷似していた。

　姫城さんと同じキラキラと輝く黒髪に、真っ白な肌。

　人形のように整った顔立ちで、将来は姉のように相当な美人になるだろうと窺うかがわせた。

　きっと小学校で皆に羨望の眼まな差ざしを向けられているに違いない。

　そんな彼女は遠くをぼんやりと見つめながら、憂鬱な表情で、ブランコに座っていた。

「確かに、大きな荷物だ……」

　春音ちゃんの足元には大きなボストンバッグが置かれていた。

　トウカさんの時代で起きた話によると、これから彼女は家出をするらしい。

　家出の理由は明日の誕生パーティーで披露する予定のバイオリンを弾きたくないからだそうだ。どうやら、今回もトウカさんの時代と同じように家出をする気のようだ。

　今回のボクがすべき仕事は二つだ。春音ちゃんの家出を阻止することと、明日の誕生パーティーまでに彼女を説得して、バイオリンを演奏させることの二つ。

　今からこの二つのミッションをクリアしなければならない。

　家出を阻止することはそれほど難解ではない。

　このまま姫城さんに連絡すればいいだけだから。

　問題なのは明日の誕生パーティーでバイオリンを演奏させることだ。

「とりあえず、未来の義妹に挨拶するか……」

　ボクは偶然を装って、空いている隣のブランコに腰を下ろす。

　そして、ボクは笑顔で未来の義妹へのファースト・コンタクトを試みた。

「こんにちは、今日はすごく天気が────うぉーいっ！　その防犯ブザーをポケットにもどそうかぁ！」

　な、なんて子供だ！　何の躊ちゆ躇うちよもなく防犯ブザーのヒモを引っぱろうとしたぞぉ！

　自分でいうのもなんだが、そんなに怪しい風貌ではないはず。

「知らない人から声をかけられたら、ブザーを鳴らしなさいと言われているです！」

「そ、そうなんだ。素晴らしい教育理論だね……」

「おねぇ──ではなく、お兄さんは何者ですか？」

　おいおい、今ボクの制服のズボンを見てから性別判断しただろ？

　地味に傷ついたが、今は不審者ではないことをアピールする方が先決だろう。

「とりあえず、ボクは怪しい者ではないよ。ほら、この制服、見覚えがあるだろう」

「冬とう花かねぇと同じ学園の制服です」

「そうそう、ボク、君のお姉さんと同じクラスなんだ」

「もしかして、冬花ねぇが最近、よく口にするお気に入りの男の人ですか？」

「え？　姫ひめ城ぎさんがボクのことをよく話題に出すの！」

　なにそれ、気になる！　その会話の全容を是非とも知りたい！

「お兄さん、お名前を聞いてもいいですか？」

「王おう寺じ」

「……人に名乗る時はフルネームです」

「……王寺…………白はく馬ま…………」

「すごく間が空きましたね」

「……名前で察して欲しい……」

「お兄さんが明日の誕生パーティーで、手品を披露してくれるお友だちなんですね」

「信じてもらえて、嬉うれしいよ」

「はる──ではなく、私に何か用ですか？」

「いや、偶然見かけたから声をかけたんだ」

　本当の目的を教える訳にはいかないので、適当な言い訳を口にした。

「そうですか……」

　そう言って、春はる音ねちゃんは嘆息を漏らす。

「大きなため息だねぇ～」

「……小学生だって、大きな悩みはあるです」

「なるほど。だから家出をするの？」

「──え？」

「その荷物を見れば一目瞭然だよ」

「…………流石さすがはマジシャンです。なかなかの観察眼です」

　ボクに家出することが露見しても逃げる素振りはない。

　どうやら、逃げられないと理解しているようだ。

「冬とう花かねぇに連絡するですか？」

「まだ、夕方前だから、春はる音ねちゃんが家出をしたことはボクしか知らないと思う。だから、このまま自主的にお家うちに帰ってくれるのが、一番穏便に済む方法だと思う」

「春音の家出を黙っていてくれるですか？」

「もちろん」

「……ありがとうございます」

「その前に家出の理由を聞かせてよ」

「……この前のバイオリンの発表会で、春音は初めて大失敗をしたです」

「…………」

「それから、何を弾いても、上う手まくできなくなってしまったです」

　苦く悶もんの表情で語り始める春音ちゃん。

　どうやら、その失敗で挫折と恐怖を初めて経験したようだ。

　そして、現在は大スランプ中らしい。

「あんな思いをするなら、春音は二度と、バイオリンに触りたくないです」

「そうか……」

「お兄さんはプレッシャーから逃げたいと思ったことはないですか？」

「残念ながら、こんな性格なんで、緊張とは無縁だ」

　それに手品で失敗したことはほぼない。

　何か彼女の為ためになることを語れればいいのだが……。

「あっ！　手品ではないけど、大失敗したことが最近あったな」

「大失敗ですか？」

「そう、君のお姉さんに愛の告白して、これでもかと振られたよ」

「…………あ、姉が、ごめんなさいです」

「謝らなくていいよ。まあ、あの時は時間を戻せるなら、戻したいとは思ったけど」

　あの時のことは正直言えばあまり思い出したくはない。

「でも、素直な気持ちを伝えられてよかったと思うし、学べるものは色々あった」

「色々ですか……」

「悲しいけど人間は失敗からの方が学ぶことが多い。大事なことは反省し、次に活いかすことだ」

「お兄さんはあきらめていないのですね」

「うん。後悔しないために……必ずまた姫ひめ城ぎさんに告白をするつもりだ」

「後悔しないために……」

　ボクの言葉に春はる音ねちゃんの瞳が揺らいでいた。

　きっと、今の彼女の心は葛藤しているに違いない。

　彼女が披露できない理由はただただ失敗を恐れているからだ。

　つまり、恐怖を取り除くか、立ち向かうしか方法はない。

　残念ながら、今のボクには彼女の抱える恐怖を取り除く手段がない。

　だから、ボクが春音ちゃんに言える言葉は──。

「なら、明日、ボクが手品を失敗したら、その場で姫城さんに告白しよう」

「──え？」

「流石さすがのボクもその条件で手品を披露するとなると、恐怖で上う手まくできないかもしれない」

　褒められた提案ではないが、ボクが彼女にしてあげられることはこれぐらいしかない。

「どうだろう、ボクも恐怖に立ち向かうから、春音ちゃんももう一度挑戦してはくれないかな？」

　そんなボクの言葉に春音ちゃんは腕を組み、苦悩しはじめる。

「もう一つ条件をつけたいです」

「もう一つ？」

「そうです。その条件が呑のめるなら、春音は頑張るです」

「その条件って？」

「明日は春音の言うことをずっと聞くです」

「……なら、ボクも条件を一つ追加だ」

　ボクはその条件を春音ちゃんに説明した。

「──なるほど。冬とう花かねぇにそんなことをさせるですね」

「きっと嫌がると思うから、その時はボクを援護して欲しい」

「わかったです。その条件を春音は呑みます」

「じゃあ、家出はなしで」

「家出をやめるです。明日、お兄さんが手品で上手くいけば春音は必ずバイオリンを弾くです」

　こうして、ボクたちは本人のあずかり知らないところで、密約を交わす。

　とりあえず、家出はなんとか阻止できたかな。

　そして、春音ちゃんはスマホで専属の運転手を呼び出す。運転手は五分ほどで公園へ到着し、春音ちゃんはボクにペコリと頭を下げ、そのまま家へ帰った。

「さて、もう出てきても大丈夫ですよ」

　ボクは物陰に隠れていた花嫁に声をかけた。

「……バレていたか」

　トウカさんは舌をペロッと出し、ばつの悪そうな顔をしながら、こちらに近づき、先ほど春はる音ねちゃんが座っていたブランコに腰を下ろす。

「ありがとう。これで目的を一つ果たせたわ」

「それは明日の結果次第でしょう」

　ボクが手品に失敗したら、彼女はバイオリンを演奏しないかもしれない。

　そう考えると責任重大だな。

「なら、問題はない。何せ、うちの旦那様のマジックは世界で一番だから」

「世辞でも嬉うれしいです」

「お世辞ではないわ。あなたの手品は本当に人を幸せにする手品なんだから」

　彼女のその表情には疑いなど微み塵じんもなく、それだけ未来のボクが信頼されているのだと窺うかがえた。いつか、ボクも姫ひめ城ぎさんに信用してもらえる日がくるのだろうか……。

「トウカさんのご期待にも応えられるように精一杯頑張ります」

「ふふふ。頑張ってね、わたしの旦那様」

　旦那様か……。本当に悪くない響きだな。

「しかし、わたしもこの瞳で、春音の演奏するところを見たかったわね」

「そうか、明日はトウカさんも知らない日になるのか」

「ええ、ここからは未知の世界になるわね」

「恐れはありませんか？」

「わたしは大丈夫。はーくんはどう？」

「少しだけ不安です。ボクは春音ちゃんの力になれるだろうか？」

「問題ないわ。わたしの知る世界でも、あなたは春音を救ってくれたから」

　そうか。未来のボクは悩める少女を救ったのか……。

　それが事実なら、ボクも負けてはいられないな。

「では、帰りますか」

「ええ、帰りましょう」

　この時のボクはどこか、気楽に物事を考えていたのかもしれない。

　まさか、誕生パーティーがあんなにも波乱なことになるとは──この時のボクたちは想像もしていなかった。
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　──春はる音ねちゃんの誕生日である約束の四月二十三日になった。

　かわいい未来の義妹の為ために、意気込んで姫ひめ城ぎさんの自宅に来たのだが……。

　姫城さんの自宅を見て、そんな感情も吹き飛んでしまった。

「…………やばいな」

　ボクと香か奈な子こは姫城家のすごさに、ただただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「ね、ねぇっ！　ここって人の家？　ホワイトハウスの間違いじゃないの？」

「……信じられないけど、人様が住む自宅らしい」

　朝から驚きの連続だった。

　姫城家の外車が我が家に迎えに来て、たどり着いたと思ったら、お城のような外観の建物と広大な緑の庭がボクたちを歓迎している。

「ホント、ケタ外れよね……」

「もしかするとうちの学校よりも面積が広いかも……」

　どちらにしても、日本にこんな場所が存在しているとは思いもしなかった。

　いったい、何億──いや、何十億円あればこんな家を建てることができるのだろう。

　あらためて、すごい人がボクの花嫁になるのだと自覚した。

「ねえ、噴水があるわよ……」

　震える指先で、噴水を指さす香奈子。

「あっちには綺き麗れいなバラとプールがあるぞ」

　バラ園を見て、香奈子はさらに驚く。

「ど、どうしよう、適当な格好で来ちゃたぁ！」

　香奈子の格好はデニムのオーバーオールにＴシャツと、とてもラフな格好だった。

　確かに、この格好はパーティーにふさわしくないな。

　どうやら、香奈子の奴やつ、こんな大規模な誕生パーティーだとは想像すらしていなかったみたいだな。

「裸よりマシだと思って、我慢するしかない」

「あんたはいいわよね」

　香奈子はボクの格好を見て、恨めしい顔をする。

　一応、マジシャンらしく、ド派手な中二病全開の格好で来た。

　マント付きの白いタキシードに、大きなシルクハット、そして実用性が皆無の先のとがったブーツ。

　自分で言うのもなんだが、アニメとかゲームに出てきてもおかしくない服装だ。

「いつもなら、ゲラゲラ指さして笑ってやるのに……」

「そいつは残念だったな」

　現地で着替えるか迷ったのだが、着てきて正解だったかもしれない。

「二人ともこんにちは」

　唖あ然ぜんとしているボクたちの元に姫ひめ城ぎさんが現れた。

「うわーっ！　姫城さんのドレスすごいキレイっ！」

　姫城さんのドレス姿を見て、香か奈な子こは飛び跳ねるほどに興奮する。

　確かに、すごく可か憐れんで素敵なロングの黒ドレスだ。

　出来ることなら、ずっとこのドレス姿の姫城さんを眺めていたかったが──残念だ。非常に残念なことだ。

「あれ？　王おう寺じ君、シルクハットに貼ってあるそのワッペンは？」

「ああ、これね。実はボク、バイク屋の倅せがれなんだ……」

　シルクハットには『オウジ・バイク』と書かれたワッペンが縫い付けられていた。

　父に『スポンサーになってやったんだから、宣伝してこい』と無む理り矢や理りに縫い付けられてしまったのだ。こんなことになるなら、二万円の融資は断っておくべきだったな……。

「同じタイプのステッカーもあるよ。欲しいなら、姫城さんにもあげるけど？」

　そう言って、ポケットに入っていたオウジステッカーを姫城さんに差し出す。

　父に『配ってこい』と命令されたので、一応、ポケットに何枚か入れてきたのだ。

「い、いらない」

　ぶんぶんと首を振り拒否をする。

「ですよね。なら、香奈子にやるよ」

「いるかぁ！」

　全力で拒否する香奈子。

　……少しムカついたので、後でコイツの背中に貼ってやろう。

「うわーんっ！　姫城さん、ごめんねっ！　こんなすごいパーティーにこんなかっこ悪い格好で来てしまってぇ！」

　半泣きになりながら、姫城さんに謝罪する香奈子。

　本人としてはこのまま家に逃げ帰りたい心境だろう。

「よければ、私のドレスを貸しましょうか？」

「──え、いいのっ！」

「ええ、私が小学生の時に着ていたドレスがどこかにあったはず」

「やったぁ！」

　両手を広げて、大喜びする香奈子。そして、姫城さんに抱きつく。

　おいおい、このバカ、今ナチュラルにディスられていたことに気がついていないぞ。

　まあいいか、姫城さんの言葉通り、小学生の時のドレスでなければサイズが合わないだろうし。

「王おう寺じ君、申し訳ないけど、一度、屋敷に戻るわね」

「なら、これを」

　ボクは手に持っていた紙袋を姫ひめ城ぎさんに渡す。

「なにこれ？」

「手品の助手をするなら、その正装でお願いします」

「正装？？？」

「とにかく、それに着替えてきてください」

「わ、わかったわ」

　姫城さんは不可解な顔をしながらも、香か奈な子こと一緒に屋敷へ向かって行った。

「さて、ボクはどうしようか？」

　そんなことを考えていたら、急に目の前が暗くなった。

「誰だかわかるですか？」

　ボクの背後から春はる音ねちゃんのかわいい声がした。

　どうやら、ボクの目を塞いでいるのは春音ちゃんの小さな手のようだ。

「こんにちは、春音ちゃん」

「こんにちはです。お兄さん！」

　視界が戻ったボクにかわいらしく挨拶を返してくれた。

　春音ちゃんもこれまたキュートな赤いドレスを身に纏まとっていた。

「お兄さん、春音のドレスはかわいいですか？」

　春音ちゃんはボクにドレスの感想を求めてくる。

「よく似合っているよ。流石さすがは今日の主役だ」

「……ありがとうです」

　少し顔を赤らめて、ボクの言葉に喜んでくれる春音ちゃん。

　こんなかわいい反応をされるなら、何度でも褒めてあげたくなるな。

「冬とう花かねぇの代わりに春音が案内するです」

　とのことだ。ボクは春音ちゃんに甘えることにした。

　そして、ボクは上機嫌な足取りで歩く春音ちゃんの後ろをついて行く。

「ここが、パーティー会場です！」

「ほおぉ～、ここが」

　どうやら、パーティーは屋外でやるみたいだ。

　メイドさんや執事さんたちが料理や飲み物を運んだり、飾り付けをしたり、バタバタとすごく忙しそうに、パーティーの準備をしていた。流石は大金持ちのパーティーだな。半端ない規模だ。

　ある程度のことは想定していたつもりだったけど、ここまでのスケールだとは思いもしなかったな。うん、控えめに言って、想像以上だな。

「あっ！　グランドピアノが運ばれてる」

「あっちはビンゴの景品です」

　舞台の上に設置されているテーブルの上には無数のプレゼントが積み上げられていた。

　そして、ボクと春はる音ねちゃんは舞台の上にあがる。

　舞台の上には遊園地などで見かける着ぐるみが、風船を手に持って立っていた。

　なんだろう？　この微妙にかわいくない白いカエルの着ぐるみは……。

「見てください。今日のために来てもらった、ハクガエル君です！」

　とのことだ。どうやら、今日のイベントのために雇われたようだ。

　そんなカエルの着ぐるみは春音ちゃんを抱きしめる。

「うわーっ！　ハクガエル君、こそばゆいです！」

　どうやら、この白いカエル、名前はハクガエル君というらしい。

　それにしても、ボクのかわいい義妹に抱きつくなんて生意気な着ぐるみだ。

　引き離そうかと思っていたら、背後から香か奈な子この高い声が聞こえた。

「うわーっ！　小さな姫ひめ城ぎさんじゃん」

「小さいが香奈子より、手足が長いと思う──いたーぃ！」

　香奈子に本気のローキックをお見舞いされた。

「ちょ、ちょっと！　王おう寺じ君、この服はどういうこと？？？」

　香奈子の後ろに隠れながら、ボクに抗議してくる姫城さん。

　彼女は顔をリンゴのように真っ赤にしながら、もじもじしていた。

　どうやら、すごく恥ずかしいみたいだ。

　そんな彼女はドレス姿のお姫さまから、セクシーなウサギちゃんに変貌していた。

　艶のある白のハイヒールに肌の色が見える白のストッキング。

　同じく白のレオタードには彼女の魅力の一つである大きな胸の谷間ができていた。

　控えめに言って、ドスケベな格好だと思う。

　悟りを開いた僧侶も今の彼女を見たら、煩悩まみれになるのではないだろうか？

　まあ、それぐらい今の彼女はとてもセクシーだ。

　個人的にはこの羞恥心に葛藤している彼女を二十四時間、観察していたいが、残念なことに今のボクには課せられた任務がある。

　そう、今はバニーガールの服を脱がないように、彼女を説得しなければならない。

「黒と白を渡しましたが……なるほど、白を選択したんですね」

「なるほどじゃない！　バニーガールになるなんて聞いてない！」

「説明していませんからね。それよりも、よく似合ってます」

「…………本当に私、この格好をする必要があるのかしら？」

「もちろん必要です。古今東西、マジシャンの助手はバニーガールと決まっています。だから、姫ひめ城ぎさんにもバニーでいてもらいます。そう、例外はあり得ません」

　ボクは何ら悪びれることなく彼女に言い放つ。

「どこの誰が決めたのよ、そんな舐なめたルール」

「ちなみに写真を撮ってもいいですか？」

「──やっぱり、着替えてくる！」

　そう言って、屋敷へ戻ろうとする姫城さん。ボクは彼女の前に回り込み、

「春はる音ねちゃん、お姉さんにはこの格好でいて欲しいよね？」

「うん！　冬とう花かねぇにはその格好でいて欲しいです！」

「とのことです。姫城さん、あきらめましょう！」

「わ、私に拒否権はないの!?」

「主役の命令です。今回はあきらめてその格好で楽しんでください」

　春音ちゃんは約束通り、ボクを援護してくれた。

　流石さすがの姫城さんでも、本日の主役がお願いしたら、折れざるを得ない。

「覚えていなさい。今度は王おう寺じ君を女装させてやるから……」

　何か不穏なワードが聞こえたが、今回はこのままスルーしておこう。

「まったく。……春音、近ちか田ださんに挨拶しなさい」

「こんにちはです」

　春音ちゃんはショートの髪を揺らしながら、香か奈な子こに頭を下げる。

　姫城さんの妹だけあって、礼儀正しい女の子だな。

　そして、春音ちゃんはペタペタとこちらに近づき、ボクの胸に飛び込んできた。

「約束は守ったので、お兄さんは今日一日、春音の家来です」

　そして、春音ちゃんはニッと愛くるしく笑いボクを見上げた。

　家来か。なるほど、ボクはこの言葉を聞くためにこの世に生まれ落ちたんだな。

「なに、ニヤニヤしているのよ、気持ち悪い」

　何な故ぜか香奈子と姫城さんは侮蔑の眼まな差ざしをボクに向けていた。

「うるさい」

「そんなことより、春音ちゃん、かわいいドレスね」

「ありがとうです、お姉さんもドレス似合っているです」

　香奈子もラフな格好から落ち着いた青色のドレスに変貌していた。

　あれが、姫城さんの小学生の時に着ていたドレスか……

　本人が大喜びしているから、何も言うつもりはないけど、サイズがぴったりなのが、なんとも悲しい事実だな。

「香か奈な子こ、浮かれてないで、プレゼントを渡したらどうだ？」

　脇腹をつつき、用意した誕生日プレゼントを渡すように促す。

「あっ！　これ、あたしとこのバカが選んだ誕生日プレゼントっ！」

　慌てたそぶりで、手に持っていた紙袋からプレゼントを取り出す香奈子。

「気に入ってもらえるか、わからないけど……」

　期待と不安が入り交じる表情で、香奈子は春はる音ねちゃんへ包装されたプレゼントを渡す。

「うわーっ！　ありがとうです！」

　ボクたちのプレゼントに感激する春音ちゃん。逆に香奈子は難色を示した表情をしていた。どうやら、選んだプレゼントに自信が持てないようだ。

「中を見てもいいですか？」

「こら、開けるのはパーティーが終わってからにしなさい」

「えぇーっ！　今すぐ見たいです！」

「いいよ別に。こっちとしても、春音ちゃんの反応が見たいし」

「お兄さん、ありがとうです！」

「あっ！　こ、こらぁー」

　春音ちゃんは姉の制止を振り切り、なるべく破かないように包装を丁寧に剥はがす。

「うわぁっ！　これ、はるが欲しがっていたやつですぅ！」

　そして、プレゼントを見て、大喜びする春音ちゃん。

　プレゼントの中身はカードゲームのＢＯＸセットだ。

　少し無難なプレゼントだったことは否めないが、カードゲームが趣味の春音ちゃんなら、必ず喜ぶプレゼントをチョイスしたつもりだ。

「二人ともありがとうです！」

「いえいえ、喜んでもらえてなによりです」

「二人ともありがとう」

　姫ひめ城ぎさんはボクたちに頭を下げる。

　本当にいいお姉さんだな。

　そんなことを考えていたら、上空から耳を押さえたくなるほどの騒音が鳴り響く。

「な、なんだ？」

「ヘリです！」

　春音ちゃんが青い空を指さす。ボクたちは春音ちゃんと同じように天を仰ぐ。

　大空にヘリコプターが飛んでいた。なんで、ヘリコプターが上空を飛んでいるんだ？

「──ヘリのドアから人間がみえる！」

　震える指でヘリコプターを指さし、大声で叫ぶ香奈子。

　香奈子の言う通り、ヘリのドアから人間らしきシルエットが見えた。

「──はぁ！　と、とと、飛び降りたぁぁ！」

　大変信じられないことに、ヘリのドアから人間が一人飛び降りた。

　え？　なに？　新手の自殺志願者なのか？？？

　庭にいた全員が落ちてくるバカを見つめる。

「ね、ねぇ、私の気のせいかしら？　こ、ここに落ちてこない!?」

「──気のせいじゃない！　この庭に落ちてくる！　みんな逃げろぉ！」

　ボクの言葉を皮切りに、庭にいた人間全てが蜘く蛛もの子を散らすかのように、散りぢりに安全な場所へ逃げる。もちろん舞台にいたボクたちも一目散に逃げ出した。

　ボクはポカンとしている春はる音ねちゃんを抱きかかえて、姫ひめ城ぎさんは怯おびえる香か奈な子この手を引っ張り、安全だと思われる場所まで退避する。

　空を見上げる。落下してくるにつれ、人のシルエットがみるみる大きくなっていた。

　このままでは地面に正面衝突する。悲惨な光景を脳裏に浮かべていたその時──。

「あっ！　パラシュートです！」

　春音ちゃんの言葉通り、空に赤いまん丸のパラシュートが浮遊していた。

　どうやら、自殺目的で飛び降りた訳ではなさそうだ。

　そして、ボクたちがいた舞台に謎の人物が着地をする。

　ボクたちは少し怯えながらも、謎の人物へ近づいた。

「──ちょっとっ！　危ないじゃないのぉ！」

　当然のことながら、皆が謎の人物に怒っていた。その中でも、一番怯えていた香奈子が誰よりも怒り心頭だった。

　そして、香奈子はドスドスした足取りで、舞台へ上がり、謎の人物をにらみつける。

「レディ、怯えさせて申し訳ない」

　付けていたゴーグルとグローブを外す謎の人物。

　驚くことに謎の人物はボクに負けず劣らずの眉目秀麗な少年だった。

　ハーフなのだろうか？　金髪碧へき眼がんで、どこか浮世離れしている。

　何というか、絵に描いたような美少年だな。

　そんな美少年は香奈子に近づき、

「──えっ!?」

　なんと、驚くことに香奈子の前でひざまずき、そして香奈子の手の甲にキスをした。

　うわーっ！　こんなことを恥ずかしげもなく出来る奴やつがこの世にいるんだな……。

「レディ、お怪け我がはありませんでしたか？」

　どこから出したのか、謎の美少年の手には真っ赤なバラが握られていた。そして、謎の美少年はニッコリと笑顔を向けながら、照れている香奈子に、その赤いバラを手渡す。

「……はい、全然大丈夫です」

　とのことだ。香か奈な子この奴やつ、完全に心を奪われてしまったな。

　しかし、コイツは何者だ？

　そして、謎の少年の魅力にとりつかれた香奈子は目をハートにしながら、こちらへ戻ってきて、

「ねえねえ、白はく馬ま」

「なんだよ？」

「あたし、正真正銘の白馬の王子さまに出会ったわ。今さら気づいたけど、あんたって粗悪なニセモノ王子よね」

「ほっとけ！」

　開口一番、ボクをディスるなよ……。

「なるほど。君が自分の対戦相手だな」

「はあ？　対戦相手？？？」

　いきなり、何を言い出すんだこの野郎は？　誰と誰が対戦するってぇ？

「──ここからは私が話そう」

　背後から、男の声が聞こえた。ボクたちは声が聞こえた方を振り向く。

　そこにはめちゃくちゃ美人な女性とダンディなおじさんが立っていた。

　セクシーなドレスの美人はたぶん姫ひめ城ぎさんのお姉さんもしくはお母さんだと思う。

　ダンディなおじさんには心当たりがあった。

　トウカさんが最初、ボクたちの家へ来た時に、スマホの動画に映っていた人物だ。

　動画内でトウカさんと一緒にバージンロードを歩いていたから、父親で間違いないだろう。つまり、この燕えん尾び服ふくの中年男は未来のボクの義父ということになる。

　これは義と父うさんと仲良くなるチャンスだな。

　そんなことを思っていたのに、義父さんは親の仇かたきのようにボクをにらみつけてくる。

　なんで、この人はボクに敵意をむき出しにしているんだ？

「彼は私が今回、手品を披露してもらうために雇った、プロ・マジシャンのクリス君だ」

　うん？　ボクの聞き違いか？　このおっさん、今、手品を披露するって言ったか？

「このクリス君は、あの有名なローズマリー先生の優秀な一番弟子だ」

「ローズマリー先生だと！」

　嘘うそ……だろ。このキザ野郎があのローズマリー先生の一番弟子だと。

「ねぇねぇ？　ローズマリー先生って誰？」

　無知な香奈子がボクに質問してきたので、ボクはローズマリー先生について知っている情報を説明する。

「仮面を付けた謎の多い人だが、その腕前は間違いなく、日本──いや、世界で一、二を争う実力のマジシャンだ」

「へぇー。すごいんだね、そのローズマリー先生」

「ああ、様々なマジックに精通していて、彼女が披露するマジックは全てが、奇跡と呼ばれていたりする」

　実際、ボクも映像でローズマリー先生が披露する手品を何度か拝見したが、ネタはまったく解明できなかった。

　それぐらいローズマリー先生が披露する手品は洗練されている。

「ド素人の君でも、先生の凄すごさは、よくわかっているようだな」

　なんか、いちいち癇かんにさわる言い方をする奴やつだな……。

「それで、プロのマジシャンを呼んだから、ボクは用済みってことですか？」

「いや、君たちには手品で勝負をしてもらう」

「手品勝負？」

「そうだ。娘が褒めた君と、私が雇ったクリス君。どちらがより優れた手品師なのか、白黒つけてもらおう」

　何を言っているんだ、このおっさんは？

　アマチュアのボクが、プロのマジシャンに勝てるわけないだろう？

　普通なら言い訳して逃げる場面なのだろうけど、あいにくと逃げるのが大の苦手だ。

　そして何よりもボクには春はる音ねちゃんとの約束がある。

　必ず手品を成功させて、バイオリンを演奏してもらわなければ。

「ちなみに勝者には百万円を進呈してやろう」

「──え？　百万円？」

　百万円って、一万円が百枚もらえるってこと？

　百万円あれば、あれもこれも……買えるな……。

「ド素人相手に本気を出すのは大人げないが──」

　クリスは手をパチンとならす。

　すると──ボンと白い煙がクリスの周りを包む。

「ゴホゴホ……ゴホゴホ……。く、クリス様から白い煙が出てきた！」

　クリスを包んでいた煙が消え、地味な緑のウィンドジャケットだった格好から、わずか数秒でド派手なワインレッドのコートとシルクハットの姿に変貌するクリス。

　そんなクリスを見て春音ちゃんは「魔法使いみたいです！」と興奮気味に驚いていた。

　流石さすがはローズマリー先生の一番弟子だな。

　今の手品だけで、どれほどの技量なのか見て取れた。

　悔しいがとてつもないスキルの持ち主だ。

　そんな彼は自信ありげな顔でボクをビシッと指さし、

「──さあ、勝負してもらおう！」

「いいだろう、クリス君。やろうじゃないか」

　姫ひめ城ぎさんの父の思惑に乗るのは業腹だが、今は素直に乗ってやろう。

　こうして、ボクとクリスの手品勝負が開かれることとなった。
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　とはいえ、手品勝負はすぐには行われることはなかった。

　誕生パーティーはバニーガールのピアノ演奏で幕を開けた。

　ボクは音楽に関して無む知ち蒙もう昧まいなので、姫城さんの腕前がどれほどのものなのか、詳しく解説できないけど、ボクが思うにかなりのレベルだと思う。

　少なくともボクは彼女の演奏に心から感動した。

　そして、百名近い人数が一斉にクラッカーを鳴らし、主役である春はる音ねちゃんへ『お誕生日、おめでとう』の言葉を届けた。

　そこからは各々、テーブルに並べられている豪華な料理を口に運びながら、ゲームやクイズ大会、ビンゴゲームや執事さんたちの漫才などで大盛り上がりした。

　ちなみにボクのビンゴの景品はティッシュケースだった。

　何でボクがティッシュケースで香か奈な子こと春はる川かわ君は最新のゲーム機なんだよ！

　余談だが、ボクがティッシュケースを当てた時、腹を抱えて大爆笑していた不届き者がいた。

　アホの香奈子ではない。大変ムカつくことに姫城さんのお父さんだった。

　どうやら、あの男はボクのアンチみたいだな。

「お兄さん、楽しんでいるですか？」

「もちろん、すごく楽しんでいるよ」

　誕生パーティーが始まってずっとボクは春音ちゃんの椅子になっていた。

　まさか、小学生がボクの膝の上に乗る日がくるとは思わなかったな。

「お兄さん、あーんです」

　そう言って、春音ちゃんはボクにローストビーフを差し出してくる。

　ボクはそれをパクリと食べた。

「今度はケーキです」

「ありがとう」

　これだと家来ではなく、ペットだな……。

「ぐぬぬぬ、まさか、春音までもが、このモヤシ男の毒牙にかかるとは……」

　誰が、モヤシ男だぁ！　まあ、今のボクは幸せなので、許してやろう。

「春音は、お兄さんみたいなお兄さんが欲しかったです」

「ありがとう、いつか春はる音ねちゃんのお兄さんになれるように頑張るよ」

「ねえ、お兄さん？」

「うん？　なにかな？」

「どうして、お兄さんは冬とう花かねぇと同じ匂いがするのですか？」

「…………っ！」

　この子、鋭いな！

　ちなみにどうして、同じ匂いがするのか？　それはボクとトウカさんが同じシャンプーと石けんを使っているからにほかならない。

「気のせいだと思うよ……」

「そういうことにしておいてあげるです」

「……ありがとう」

　空気の読める義妹で助かった。

　そして、終盤に差し掛かった時、ビンゴ用に使われていた大きなスクリーンに、ボクの知らないメガネの女性が映し出された。

　その女性の容姿はどことなく姫ひめ城ぎさんに似ていた。

　ただ、基本的に笑うことが少ない姫城さんと違い、画面の中の人はニコニコと屈託のない笑みを浮かべていた。

　なんだろう……雰囲気がどこかトウカさんと似ている気がする。

　そんな彼女はベッドに座りながら、小さく手を振り、嬉うれしそうな顔で「春音、十一歳のお誕生日、おめでとう！」と言って、春音ちゃんを画面越しから祝っていた。

　いったい、この女性は誰だろうか？　どうして、春音ちゃんや姫城さんがその映像を見て、少しだけ顔を曇らせたのだろうか？

　すごく気になったが、気軽に踏み込んではいけない気がした。

　だから、ボクはこの件に触れるのをやめた。

　そして、ボクたちのマジシャン勝負が行われることになった。

　ルールは至って簡単。ビンゴに使ったクジ引きの箱に、いくつかのお題を入れ、その箱から春音ちゃんがクジを引き、ボクとクリスはそのお題に従って、手品を披露する。

　そして、最終的にどちらが優れていたかを春音ちゃん自らジャッジする。

　早速、バニーガールが持つ箱の中に手を入れて手品のお題を引く春音ちゃん。

「これに決めたです！」

　春音ちゃんは引いた白い紙をみんなに見えるように高く掲げた。

　紙には『トランプ』と書かれていた。勝負するお題はトランプに決まった。

「先攻は君に譲ろう」

「それはどうも」

　強者の余裕なのか、クリスはボクに先攻を譲ってくれた。

　トランプマジックは得意分野だ。

　プロのマジシャンにどこまで通じるのかわからないけど、全力でいかせてもらう。

　テーブルに置かれた未開封のトランプの封を開け、とりあえず適当にシャッフルすることにした。

　ヒンドゥーシャッフルから、オーバーハンドシャッフル、空中でリフルシャッフルをして、ウォーターフォールからのシビルカットをしながら、目の前でニコニコしている春はる音ねちゃんの反応を窺うかがう。

「うわーっ！　カードが生きているみたいですっ！」

　欲しかったリアクションが頂けたので、さあ、手品を始めよう。

「とりあえず、この中から好きなカードを一枚選んで」

　春音ちゃんはボクの指示通り、裏向きになっているトランプから好きなカードを一枚選んだ。そのカードはハートの５だった。

「では、このハートの５にペンで印を付けて、表向きのまま、真ん中辺りに戻してくれる？」

　ボクは春音ちゃんにペンを渡す。春音ちゃんはペンで『はるね』と書いて、トランプの真ん中にカードを戻す。

「これでいいですか？」

「ありがとう。そして、このカード全てを元のトランプの箱に戻し、箱ごとテーブルに置きます。春音ちゃん、ハートの５はどこ？」

「え？　この箱の中です？」

「その通り。ハートの５はこの箱の中にある。ちなみにボクの手に隠していたりとかはしていない」

　手に隠していないことを春音ちゃんや観客にアピールする。

「春音ちゃん、指ぱっちんできる？」

「もちろん、できるです」

　春音ちゃんはかわいい、しぐさで指ぱっちんする。

「ＯＫ、ＯＫ。これで、さっきのハートの５は箱からどこかへ瞬間移動しました」

「ウソです！　絶対にこの箱の中に入っているはずです！」

「いやいや、ハートの５は間違いなく瞬間移動したよ」

「どこにですか？」

「──ボクの胸ポケットに」

　ボクは胸ポケットから先ほどのハートの５を見せつけるように、ゆっくりと取り出す。

「ああっ！　ハートの５です！　春音の字が書かれたハートの５です！」

「そして、このハートの５を胸ポケットにまた戻し、もう一度、指ぱっちんをします。すると、さっきのハートの５はまた瞬間移動して、この箱の中に戻りました」

「……お兄さん、この箱、はるが開けてもいいですか？」

「もちろん。ボクは一切触らないから、その箱は春はる音ねちゃんが開けていいよ」

　春音ちゃんは恐る恐るトランプが入っている箱を開ける。

　そして、トランプを取り出し、テーブルに広げた。

「──ハートの５が入っているです！　それに『お誕生日おめでとう』って字が追加されているです！　すごい、すごいです！　本当にカードが瞬間移動したですっ！」

　大喜びする春音ちゃん。うんうん、こういうリアクションをしてくれると手品を披露した甲か斐いがあるよな。そして、舞台の下にいるギャラリーも大きな拍手喝采をしてくれた。

　ボクは勝ち誇った顔でクリスを見つめる。

「なかなかやるじゃないか……」

　そして、次はクリスが手品を披露する番だ。

　クリスはまるでハリウッドスターかのように観客に手を振る。

　するとメイドや春音ちゃんのお友だちの女の子から黄色い声援が響き渡る。

　その中でも一際、大きな声でクリスを応援しているバカがいた。

「頑張ってクリスさま！　残念白はく馬まなんて、ボコボコにしていいですからぁ！」

　お、おい！　幼おさ馴なな染じみならボクを応援しろよぉ！　この裏切り者めぇ！

　幼馴染みの裏切りに少しだけ傷つくボク。

　だが、そんなボクよりも落ち込んでいる男いた。

　香か奈な子この彼氏である愛いとしのたかきゅんだ。

　ご、ごめんな、たかきゅん。どうか愚かな幼馴染みを許してくれ。

「さて、少しは本気を出そう」

　そう意気込み、新たに用意された未開封のトランプを開封するクリス。

　そして、クリスは先ほどのボクとまったく同じようにカードをシャッフルをはじめた。

　……流石さすがはプロだな。カードの切り方がボクなんかより数段なめらかだ。

　プロとの差をまざまざと見せつけられ、少しだけ落ち込んだ。

　だが、落ち込む反面、すごいプロがボク相手に本気を出してくれている。

　その事実だけで、ジーンとした気持ちが芽め生ばえてくる。

　さて、プロのマジシャンはどんな手品でボクたちを驚かせてくれるんだ。

「では、レディ、このトランプから好きなカードを三枚選んで欲しい」

「では、今日は春音の誕生日ですから、ハート４、２、３を選ぶです」

「ＯＫ。次はこのペンでその三枚に好きな印を入れてくれ」

　春音ちゃんはペンでカードに印を入れる。今回はかわいらしい鳥の絵を書いていた。

「できたら、今度はこの茶封筒に三枚のカードを入れて」

　クリスの指示通り、三枚のカードを茶封筒に入れる春はる音ねちゃん。

　そして、その茶封筒をクリスに渡す。

「さあ、この完全に封を閉めた茶封筒を──」

　クリスは持っていた茶封筒を宙に放り投げた。すると茶封筒に火が付き、茶封筒は一瞬で燃え尽きた。ひらひらと燃えかすの灰がテーブルに落ちる。

　観客から「おおっ！」と驚いた声が響く。

「そして、この灰を鳥かごの中に入れます」

　クリスは空の赤い鳥かごに封筒の燃えかすを入れ、そして大きめの布でかごを隠す。

「先ほどは彼がカードの瞬間移動を披露しましたが、自分はそれよりもすごい──カードの時間移動をお見せしましょう。時間を戻し、燃えたカードを見事再生させます」

　とんでもないことを豪語するクリス。

　どうやら、鳥かごの中から燃え尽きた三枚のカードを復活させるらしい。

　そして、クリスはポケットから懐中時計を取り出し、

「十秒。今から十秒後にカードは元へ戻ります。さあ、皆さんでカウントダウンをお願いします」

　そして、カウントダウンがはじまり…………十秒が経たつ。

「さて、レディ、この布をめくってもらっていいですか？」

　そう言って、春音ちゃんに布をめくる役目を譲るクリス。

　そして、どこからともなく、ドラムロールが流れ、クリスと春音ちゃんにスポットライトが当てられる。……おかしいな、ボクの時はこんな演出なかったぞ。

　なんか、悪意を感じるなぁ～。えこひいきされている気がしてならないんだけど？

　不満と不信を抱きながらも、クリスの一挙一動に不審な動きがないかを注視する。

　そして、シンバルの音が鳴ったと同時に──春音ちゃんは布を力一杯引っ張った。

　鳥かごの中に一羽の白しろ鳩ばとがいた。クリスは勝ち誇った顔で、鳥かごの扉をオープンさせる。すると鳥かごから白鳩が飛び出し、そのまま空を舞う。

「ほら、戻ってこい！」

　白鳩はクリスの命令に従い、テーブルに戻ってきた。

「────あああぁっ！　ハトが三枚のカードを咥くわえているですっ！」

　とても驚いたリアクションをする春音ちゃん。

　春音ちゃんの言葉通り、ハトはトランプを咥えていた。

　そのトランプは正真正銘、春音ちゃんがペンで印を入れたカードだった。

　……見た目も派手なら、披露する手品も派手だな。

　そして、ギャラリーから、ボクの時以上の大歓声と拍手喝采が鳴り響く。

　悔しいが、トランプマジックは向こうの方が数段上だな。

　流石さすがはあのローズマリー先生の一番弟子といったところか。

「だっははははははっ！　どうだ、小僧！　これがプロの実力だぁ！　ちょっと、悪党を捕まえたからといって、調子に乗るなよぉ！」

「…………っ！」

　確かに、クリスとボクの力量差は顕著に出たが、どうして、このおっさんがドヤっているんだぁ？

　さっき、姫ひめ城ぎさんのお母さんに教えてもらったのだが、どうもこの人、ボクに対抗心をメラメラと燃やしているらしい。

　なんでも、姫城さんとショッピングモールでボクがナンパ男から、彼女を守ったことを饒じよ舌うぜつに語られたことが、本人的にはかなり気に入らなかったようだ。

　きっと、このクリスもボクに恥をかかせる目的で雇ったのだろう。

　その話を聞いて思った。……なんて、幼稚な男なんだと。

　こんな大人げない奴やつが、将来ボクの義と父うさんになるのかと思うと、心底情けない気持ちになる。

「げっははははは！　さあ、敗北を認めるがいい！」

　おっさんは舞台に上がり、百万円の束でボクの頬ほおをぺしぺしと軽く叩たたいてきた。

「……ぐぬぬぬ」

　ち、ちくしょう！　この男になんとか一矢報いたい。

　このおっさんを一泡吹かせないと今夜は眠れそうにないぞ。

　あっ！　そうだ、このオウジ・ステッカーをおっさんのお気に入りのクルマにベタベタ貼ってやろう。

　それにこのままでは終われない。手品に失敗はなかったが、クリスに敗北したまま春はる音ねちゃんにバトンタッチさせるわけにはいかない。

「──ワン・モア・タイム」

「はあ？」

「だから、ワン・モア・タイム！　もう一度だけ、ボクに手品をさせて欲しい」

「だめだめっ！　ルール違反！　今回のマジックは──」

「──春音が決めるです！　春音の誕生日なんだから、春音が決めるです！　パパは黙っていてくださいです！」

　娘の怒りの言葉にしょんぼりする姫城父。

「クリスもかまわないか？」

「いいだろう。もうひと勝負してやろう」

「感謝する」

「では、もう一度、クジを引くです」

　今度の手品のお題はなんだ？

「──フリーと書いてあるです。つまり、お互い得意な手品で勝負してもらうです」

「今回は自分が先にやらせてもらうぞ」

「ああ、かまわない」

　ボクは舞台裏で待機することにした。クリスがこれから披露する手品を見たら、動揺してしまう気がしたから。

「さて、どうしようか？」

　今回ボクはみんなで楽しめそうな、お手軽な手品の道具しか持参してこなかった。

　こんなことになるなら、もっとド派手な道具を持ってくるべきだったな。

「後悔先に立たずか……」

　クリスに勝利するにはボクの持ってきた道具では話にならない。

　そんなことを考えながら、舞台の裏にある小道具を調べる。

「なんだ？　この棺ひつぎは？」

　ボクの目の前に人が入れるサイズの棺が二つある。

　ドラキュラとか、呪いで眠っているお姫さまなんかが納められそうな西洋の棺だ。

「クリスの持ち込みの小道具か？　それとも姫ひめ城ぎさんたちが用意したものか？」

　何な故ぜか、その棺が気になったボクは中を開き、棺を調べる。

「なるほど。煙が出てくる仕掛けか……」

　面白い仕掛けだけど、ボクが欲しい道具ではない。

　棺の上に座り、頭を抱える。頭の中で披露する手品を色々とシミュレーションしてみたが、どれもプロのクリスに勝てる手品になるとは思えない。

　出来ることなら、ボクが勝利して、春はる音ねちゃんにバイオリンを演奏する勇気を与えてあげたい。

「万策尽きたか……」

　そんな弱気な言葉を口にしていたら──背後から人の気配がした。振り向くと、そこには白いカエルの着ぐるみがいた。確か、ハクガエル君って名前だったか？

「な、なに？」

　ハクガエル君はボクにメモを渡してきた。ボクはそのメモを受け取り、目を通す。

「……………………え？　ええ？　ハクガエル君！　君は──っ！」

　ハクガエル君はボクの口を押さえ、喋しやべらせないようにする。

　そして、ボクの口から手を離したハクガエル君は、ボクから距離を取り、相手の首を取れとジェスチャーする。どうやら、ハクガエル君も今回のことはご立腹らしい。

　そして、大きな歓声と拍手喝采が聞こえた。

　どうも、クリスの手品が終わったらしい。

「はあぁ～。わかりました。納得はしていないですが、ハクガエル君の案に乗っかってあげますよ」

　そして、ボクは一世一代の大勝負に出ることに決めた。
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　準備を終えたボクは舞台の上にいた。

　そう、これからラストマジックを披露するためにこの場に居る。

「ようやく、助手らしいことができそうね」

　姫ひめ城ぎさんは扱いに不満があったらしく、これから披露するラストマジックに必要だと知り、少しだけ張り切っていた。

「さて、ボクのラストマジックは皆さんが見たことも聞いたこともない、未体験なマジックを披露しようと思います」

「未体験だと？　小僧、ずいぶんと大口を叩たたくではないか」

「それはボクの手品を見て判断してください。みなさん、ボクがトランプで瞬間移動のマジックを披露し、クリスがその上をいく時間移動の手品を披露しました。今回はそれ以上のマジック、平行移動の手品をお見せしましょう」

「平行移動？」

「百聞は一見に如しかず。さあ、まずはこの何でもない棺ひつぎを見てください」

「春はる音ねが棺を調べていいですか？」

「ＯＫ。好きなだけ調べてくれ」

　春音ちゃんは興奮気味に二つの棺を調べる。

「うーん。ただの空の棺です」

　棺を色々と調べて何もないことに納得する春音ちゃん。

　この棺には煙が出る仕掛けが一つだけ施されているが、それ以外は普通の棺だ。

「確かに、春音ちゃんの言う通り、普通の棺だ。けど、ある手順を踏めば、この棺はマルチバースに繋つながる。──それを今から証明しよう」

　ボクはかわいいウサギさんを手招きする。

「……なにかしら？」

「とりあえず、右でも左でもいいから、この棺の中に入って」

　姫城さんは少しだけ嫌な顔をしながらも、右の棺に恐る恐る入った。

「ね、ねぇ？　後でちゃんと出してくれ──」

「──はいっ！　扉を閉めて出られなくします！　問題はこちらの棺です。今からこちらの棺をマルチバースへ繋げます。だれか、手鏡を持ってきてもらえますか？」

　メイドさんが手鏡を持ってくる。

「では、空の棺ひつぎに手鏡を入れます。そして、こちらも扉を閉め、少し放置します」

　扉を閉める時に、棺の上蓋の隠しスイッチを忘れずに押す。

　すると棺からモクモクと白煙が立ち上る。

　そして、あっという間にステージは白煙で包まれた。

　舞台下にいるギャラリーから期待と不安が入り交じった声が飛び交う。

「うわうわーっ！　煙でなんにも見えないです！」

　体感にして数十秒。舞台を支配していた白煙は消え、元の姿を取り戻す。

「それで？　この白煙が君の見せたかった手品なのか？」

「すぐにわかるさ。さて、今から右の棺を開きます。みなさん、どうかかわいいウサギさんを盛大な拍手でお迎えください！」

　ドラムロールが流れ、右の棺にスポットライトの光が当てられる。

　そして、ボクは右の棺を開放する。

　──棺から、白のバニーガールが困惑顔で出てきた。

　会場からパラパラと小さな拍手が起きる。

　誰もが思ったろう──何が変化したのだと。

「これが君の見せたかった手品なのか？　ずいぶんとチープ──いや、こんなのはマジックでも何でもない」

「ここからが本番だ」

　そう、本命は左の棺だ。

「次は左の棺を開けます。みなさん今度こそ、盛大な拍手で彼女を迎えてやってください！」

　そして、舞台の上に設置された、スピーカーからドラムロールが流れる。

　スポットライトは左の棺に注がれる。

　この場にいる全ての人間が静かにラストマジックを見守る。

　ボクはゆっくりとした動作で左の棺の扉を開く。

　すると──開かれた棺から黒のバニーガールが勢いよく飛び出してきた。

「────え!?」

　ある者は口を押さえて絶句した。また、ある者は理解が追いつかず呆ぼう然ぜんとしていた。

　誰もが驚き目を疑った。自身の目にしているものを受け入れることができずにいた。

　それもそうだろう。舞台に二人のバニーガールがいる。

　まるで鏡に映したかのように二人のバニーガールが同じポーズで立っていた。

　その二人のバニーガールは同じ髪の色をしていた。同じ瞳の色をしていた。

　身体からだは黒のバニーガールの方が少しむっちりしている気がしなくもないが、まあ、ほぼほぼ同じシルエットだ。

　ここにいるほとんどの人間が姫ひめ城ぎ家の関係者だ。

　故に彼女のことは皆がよく知っている。皆がよく理解している。

　姫城冬とう花かに双子の姉妹なんてものが存在しないことは誰もが認知している。

　なのに、目の前に二人の姫城冬花がいる。

　それは驚きを通り越して、ただただ呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　誰かがぼそりと呟つぶやいた。「──奇跡を見た」と。

「……冬花ねぇが……二人……いる……です」

　目をパチパチさせ、唖あ然ぜんと立ち尽くす春はる音ねちゃん。

「ど、どど、ドッペルゲンガーっ！」

　大声で驚き、黒のバニーガールを指さす白のバニーガール。

「「冬花が二人に増えたぁ！」」

　と、目を丸くさせ、これでもかと驚く姫城夫妻。

　予想通り、いや、予想以上のリアクションだな……。

　まあ、ボクもトウカさんの正体を知らなければ同じ反応をしていただろう。

「周りの反応を見る限り、君はすごいことをしたみたいだな」

　唯一、姫城家の事情を知らないクリスはこの状況を理解できずにいた。

「自分には彼女たちが同じに見えないんだがな……。うん、黒ウサギの方がセクシーだ」

　プロのマジシャンだけあって、流石さすがの観察力だな。

「今回は自分の──」

「──いや、君の勝ちだ。百万円は君が受け取ってくれ」

　流石に最後のタネを知られればズルと呼ばれても仕方がない。

　だから、今回の手品勝負は彼の勝利だ。

「……いいのか？」

「お金を受け取ったらボクは自分を絶対に許せなくなる」

　ボクは満足していた。今日という日に感謝していた。

　こんなすごいマジシャンと肩を並べて手品をできたことを誇りに思う。

　そういう意味ではあの悔しそうな顔をしている男に感謝しなければならないな。

「まあ、ボクの真の目的は君に勝つことではないから……」

　ボクはクリスと握手を交わす。今日、ボクはとても尊敬できる男と出会えた。

「貧乏そうな面をしているわりに、意外と金に困っていないのだな」

　……前言撤回、やっぱり、コイツ嫌いだっ！

「みなさん、彼女たちに大きな拍手を！」

　ギャラリーたちは困惑しながらも、ボクの言葉に従い大きな拍手で彼女たちを称たたえる。

「お兄さん、勝手に勝敗を決めないでください。勝ち負けは春はる音ねが決めるです！」

「そうだった。じゃあ、春音ちゃん、今回のマジック勝負の勝者はどっち？」

「二人とも春音の前にひざまずいてくださいです。そして、瞳を閉じてくださいです！」

　ボクとクリスは春音ちゃんの指示に従う。

「今回の勝者は──」

　──ちゅ、とボクの右頬ほおに柔らかい感触を感じた。

　うん？　もしかして、ボク今……ほっぺにキスされた？？？

　ボクは目を開け、春音ちゃんの方を見る。

　春音ちゃんはクリスの左頬にも軽いキスをしていた。

　どうやら、ボクも今のクリスのようにほっぺにチュウされたみたいだ。

「今回は引き分けです！　本当に二人とも春音の為ためにありがとうです！」

　そして、ボクとクリスはギャラリーたちから、万雷の拍手喝采を浴びた。

　まさか、春音ちゃんにキスされるとは……。

　アイラブユーのキスではないとは思うけど、こうしてかわいい義妹にチュウされると、やっぱり素直にうれしい。

「うん？　────いっ！」

　背後を振り返ると、仁王立ちしている二匹のウサギちゃんがいた。何な故ぜか二人とも、火山が噴火するのではないかと思わせるぐらいの剣けん幕まくでボクをにらんでいた。

「さ、さて、黒のウサギさんには……元の世界へ戻ってもらいましょう！」

　ボクは、棺ひつぎの隠しスイッチを押し、白煙を焚たく。

「──あっ！　ちょ、ちょっと！　はーくん！　誤ご魔ま化かそうとしているわねぇ！」

　荒々しい表情をしているトウカさんの背中をぐいぐい押して、逃がすことにした。

　そして、白煙が消えるとトウカさんだけではなく、クリスもエスケープしていた。きっちりと五十万円分のお金を持ち去って。

「次は春音の番です！」

　そう言って、バイオリンを手に取る春音ちゃん。

　その表情には迷いも恐れもなかった。この自信に満ちた顔なら、問題はない。

「皆さん、本日は春音の為にありがとうです！　最後に、春音が皆さんへ音楽をプレゼントするです！」

　そして、誕生パーティーの最後は──とっても素敵な音楽で幕を閉じた。
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　無事に春音ちゃんの誕生パーティーを終えたボクはトウカさんのメモに書かれていた公園へ来ていた。

　あのままあそこに居たら、みんなに問い詰められるのは想像に容易たやすい。

　だから、逃げるように姫ひめ城ぎさんの屋敷を後にした。

　公園にはどこか上機嫌のトウカさんがベンチに座っていた。

　どうやら、妹の誕生パーティーが上う手まくいって、うれしいみたいだ。

　そんな彼女の格好は黒のバニーガール服からブルーのハイネックセーターにジーンズとラフな格好に着替えていた。

　あの手に持っている紙袋の中にはバニーガールの衣装セットが入っているのだろう。

「おっ！　はーくん、こっち、こっち！」

「お疲れさまです」

「疲れたよ。ずっと着ぐるみの中にいたから……」

「まさか、ハクガエル君の中の人がトウカさんだとは思わなかったです」

「どうしても、この目で春はる音ねの誕生パーティーを見たくって……」

　最後の手品は実に簡単なトリックだ。

　白煙を焚たいている間に、着ぐるみの中に入っていたトウカさんが、棺ひつぎの中に入るだけ。説明されればなんてことのないトリックだが、驚くべきところはそこではない。

　今頃、会場はもう一人の姫城冬とう花かの話題で持ちきりだろう。

　明日、姫城さんに問い詰められる自分を想像して、憂鬱な気分になるな。

　時間を巻き戻せるなら、是非とも巻き戻したい。

「まさか、春音の誕生パーティーにクリスちゃんが登場するとは思わなかったわ。本来の彼女と出会うのは三年生になった時だったからね」

　話の文脈からするに、どうやらトウカさんはクリスと知り合いみたいだな。

　……うん？　クリスちゃん？　彼女？？？

「──え？　アイツ、女の子なの!?」

「あっ！　また、口が滑ったっ！」

　口を手で塞ぎ、うっかりという表情をするトウカさん。

　この反応からして、あのプロ手品師はクリス君ではなく、クリスちゃんらしい。

　しかし、こんな雑な形で性別の秘密がバレているとはクリスちゃん本人も想像すらしていないだろうな。

「そんなことよりも、よかったんですか？」

「うん？　なにが？」

「正体をさらすのは嫌なんだと思っていました」

「まあ、あんまり喜ばしいことではないわよね。──けど、あのバカ父の態度にすごくムカついたのよ！」

「……ボクとしては助かりました。あのままだとクリスに手も足も出なかったです」

「旦那様のピンチの時に、助けるのが、嫁の仕事だからね」

　そう言って、トウカさんは少しお茶ちや目めにウインクした。

「本当にありがとう。このことを伝えたら、きっと六年後の春はる音ねも喜ぶと思うわ」

「吉報になってよかったです」

　六年後の春音ちゃんか、さぞかし美人になっているんだろうな！

「それに、あの人も喜んでいるはず……」

「あの人？」

「なんでもない。そんなことより──旦那様が他の女の子に鼻の下を伸ばしていたら、こうやって──」

「────痛いっ！」

　トウカさんは思いっきり、ボクの両頬ほおを引っ張る。

「義妹相手にデレデレしないっ！」

「してません。ボクはロリでコンではありませんから。ただ、一人っ子なので、年下の子に甘えられて、少しだけうれしかっただけです！」

「それをデレデレっていうのぉ！」

　この人、意外と嫉妬深いよな……。

「まあ、今日してくれた功績に免じて、不問にしてあげるわ」

「……ありがとうございます」

「いえ、こちらこそ、本当にありがとう。はーくんのおかげで目的が一つ果たせたわ」

「いえいえ、力になれてホントによかった」

「後は、わたしの目的を果たすだけだね」

「手伝いますよ」

「ありがとう。でも、最初はわたし一人でやらせて欲しい。最初に会う時は一人でって決めていたから……」

　会うか……。もしかするとさっきのビデオレターに映っていた人に会いに行くのかもしれない。

　何な故ぜだか、あの人とトウカさんが会っている場面を想像して、不安と恐怖を覚えているボクがいた。

「はーくんには、必ず力を貸してもらう時がくると思う。その時は──」

「──いくらでも力を貸しますよ。何せボクはあなたの未来の旦那様なんですから……」

「ふふふ。そうだったわね。ありがとう、明日から本格的に動くわ」

「そうですか、頑張ってください」

「頑張るから、はーくんには一つ勇気をわけて欲しいなぁ～」

　トウカさんは猫なで声で、ボクにお願いをしてきた。

「勇気といいますと？」

「昨日、部屋で告白の練習をしてたじゃない？」

「……聞いてたんですか？」

　手品に失敗したことも考えて、一応姫ひめ城ぎさんへの告白の練習をしていた。

　ただ、結果的に手品も失敗することなく、春はる音ねちゃんも恐怖に立ち向かってバイオリンを弾いて全て丸く収まったのだから、告白の件は無効だと思うのだが……。

「その、わたしへの告白を今ここで聞きたいなぁ～」

「いや、あれは姫城さんにする予定の告白であって、トウカさんにするためにしていたわけでは──」

「──聞きたいなぁっ！」

　とのことだ。これはボクが告白するまで諦める気はないな。

　仕方がない。ここは彼女のおねだりに応えてあげますか。

「ちなみに点数をつけるから」

「へぇ？」

「当たり前じゃない。このわたしを言葉で落とそうとしているのだから、生半可な愛の告白でＯＫしたら、わたしの沽こ券けんに関わるわ」

「……すごい、プレッシャーをかけてくるな……」

　ええい、こうなったら、破れかぶれだ！　批判は後で素直に受け止めよう。

「────姫城冬とう花かさん、ボクは君のことが────────────────」

　この言葉で、ボクと彼女の世界が少しでも変わればいいなと思った。

　だか、残念なことにボクの想おもいが届くことはなく──

「──五十点ねぇ」

　厳しい点数が彼女から返ってきた。まだまだ、ボクも精進しなければならないらしい。





　　　＊＊＊






　次の日、わたしはとある病院のエレベーターの中に居た。

　この病院に訪れるのは実に六年振りだというのに、この病院での出来事は未いまだに鮮明なままだ。わたしはなんの迷いもなく、最上階のボタンを押す。

　このボタンも数え切れないほど押したな。

　わたしの手には、さっき駅まで買った人気店のプリンが二つ。

　このプリンも何度差し入れしただろうか？　それこそ数え切れないほどだ。

　そんなことを考えていると、目的地のフロアに到着し、ドアが開く。

　わたしは廊下の窓に映る自分を見つめた。自分の容姿を見て、歳としを重ねたなと実感する。彼女は今のわたしを見て、どんな反応を示すだろう？　わたしの正体に気がつくだろうか？　それとも、いつも通り、笑顔でわたしを迎えてくれるかな？

　入るべき部屋の前に立つ。もう、訪れることはないと思っていた部屋だ。

　小さく息を吸い込むと、自分が想像していたよりも緊張していることに気がつく。

　わたしは一度、深呼吸をして、震える手でドアを開いた。

「具合はどう？」

　平静を装いながら、ベッドにいる人に声をかける。

　その人はスマホで春はる音ねの誕生パーティーの動画を見ていた。

　スマホの画面では春音が毅き然ぜんとした態度で、バイオリンを演奏していた。

　彼女はそんな妹の頑張りを見て、ニコニコと笑顔で見守っていた。

　この笑顔を見て、確信した。未来を変えて正解だったと。

「あれ？　冬とう花かちゃん、学校は？」

　ベッドに座る女性はわたしの存在に気づき、笑顔で声をかけてくる。

　ああ、こんな声だった……。こんな表情をする人だった……。

　そう、空に浮かぶ虹のような笑顔をいつも姉はしていた。

　間違いなくこの人はわたしの夏なつ美み姉さんだ……。

「そ、早退して──」

「──あっ！　もしかして、黒い冬花ちゃん？」

「え？」

「ほら、冬花ちゃんが二人いる」

　姉はわたしにスマホの画面を向けてきた。

　その画面にはバニーガール姿のわたしたちが映っていた。

「もしかして、未来から来たのかな？」

「…………」

「うん？　冬花ちゃん？　どうして、泣いているの？？？」

　絶対に泣かないと決めていたのに……姉さんの声を、笑顔を見てしまったら、涙が溢こぼれ落ちた。何度も夢を見た。何度も頭の中でイメージした。

　こうして、もう一度、会える日を何度も何度も想像した。

　奇跡が起きたんだ。かつて失ったものが、わたしの目の前にいる。

　これを奇跡と呼ばず何を奇跡と呼ぶのだ。

　わたしは精一杯の笑顔で、姉に素直な気持ちを伝えることにした。

「──夏美姉さん、ずっと会いたかった……」

　──ようやく、わたしの止まっていた時間が動きだした。






エピローグ






　──次の日。ボクは予想通り、姫ひめ城ぎさんたちに問い詰められていた。

　場所は奇くしくもボクが告白した、空き教室だ。

　腕を組み、ギロリとボクをにらみつける姫城さんと香か奈な子こ。

　二人とも、か、顔が近いよ。このドキドキは彼女たちの顔がどアップになっているからなのか？　それとも聞かれては困ることをこれから尋問されるからなのか？

　どちらにせよ、ボクはとてもピンチだ。

　そう、状況はとても深刻だ。だって、今のボクは縄で椅子にくくりつけられ、壁際に座らされている状態なのだから。

「ふふふ。まさか、こんなに早くリベンジできる日がくるとはね……」

「香奈子さん、あの日のことは心から謝罪するので、縄をほどいてはもらえませんか？」

「ムリッ！」

「そうですか……」

　どうやら、この幼おさ馴なな染じみに命乞いをしても無駄らしい。

　仕方がない。ここは愛いとしのたかきゅんに助けを求めよう。

　そう思ったボクはドアの前で見張りをしている、たかきゅんを見つめる。

「た、たかきゅん、助け──」

「──なんにも聞こえないっ！」

　たかきゅんは両手で自身の耳を塞いだ。相変わらず、この男は使えない奴やつだな……。

「さて、昨日のニセモノは何者なのかしら？」

　ニセモノって……あの人は六年後のご自分ではないですか。……とは言えないよな。

「……だから、マルチバースから呼び出した、姫城冬とう花かです。それ以上の説明をしろと言われても、困ります。なにせ、マルチバースはまだ解明できていない部分が多く──ひゃあっ！　ご、ごご、ごめんなさい！」

　姫城さんに壁ドンされた。こ、このドキドキはラブのやつだよね？

　間違っても恐怖からくるやつではないよね？

「答える気がないことだけは理解したわ」

「理解してくれて嬉うれしいよ。ちなみに昨日のバニースーツは洗わずに返して──ご、ごご、ごめんなひゃい！　そんなかわいい瞳でボクをにらみつけないでよぉ～」

「はあぁ～。あなたとおしゃべりしていると自分のペースがつかめなくなるわね」

「それだけ、ボクに夢中ってこと──だあぁ！　椅子をガシガシと蹴らないで！」

　だれか、この暴力上等なお姫さまを止めてください！

「まったく……」

　呆あきれた顔でボクを見つめる姫ひめ城ぎさん。

　そんな彼女はとても大きなため息を吐ついて、

「ねえ？　一つ聞いてもいいかしら？」

「どうぞ」

「──昨日の女と私、あなたはどっちは好きなの？」

「もちろん、姫城さんです」

　何の迷いもなくきっぱりと応える。

「そう、ならいいわ……」

　気のせいかな？　ボクの返答に一瞬、口元が緩んだ気がする……。

「質問はそれだけですか？」

「ええ、それだけよ」

「そうですか。あの、そろそろ、本当に縄をほどいてもらえませんか？　この状況を誰かが目撃したら、イジメに見えると思うんですよ」

「そんなことよりも」

「そ、そんなことって……」

「いいから、私の話を聞きなさい！」

「は、はい！」

「お付き合いしない？」

「どこにですか？」

　ボクの言葉に姫城さんは大きなため息を吐く。

「そういう意味ではないわ。だから、恋人同士にならないって話よ……」

　ボクはその言葉に自身の耳と頭を疑った。

　今、縄で縛られていなければ、耳と頭が正常なのかを確認していただろう。

　ちなみにボクの代わりに香か奈な子ことたかきゅんが、自分たちの頭と耳を叩たたいて、正常なのかを確認していた。

「でえ！　返事は？」

「お、お願いします……」

「なら、今から私たちは恋人同士ね」

　こうして、ボクと姫城さんは友人から恋人になった。

　なんだろう？　喜ばなければならない場面のはずなのに、全然嬉うれしくないぞ。

　後で実感が湧いてくるのだろうか？

「さあ、二人とも帰りましょう」

「うん」

「王おう寺じ君、それじゃあ」

「三人とも、ごきげんよう……」

　そう言って、彼女たちは教室を後にした。

「ボクの気のせいでなければ、姫ひめ城ぎさん……顔が真っ赤に染まっていたよな……」

　え？　もしかして、本当にボクたち恋人同士になったの？？？

　え？　夢ではないよね？　ボクの聞き違いでもないよね？

「……これは帰って、早速トウカさんに相談しなければならないな」

　しかし、何か大事なことを忘れているような……。

「ううん？　あれ？　あれれれ？　ち、ちょっと！　な、縄をほどいてぇ！　姫城さん[image: ][image: ]、香か奈な子こ[image: ][image: ]、愛いとしのたかきゅん[image: ][image: ]っ！　だ～れ～か～ヘルプ・ミ[image: ][image: ]っ！」

　校舎中に、ボクの情けない声が響いた。






あとがき






　皆さま、はじめまして、ニャンコの穴です。

　この度は「未来から来た花嫁の姫ひめ城ぎさんが、また愛の告白をしてとおねだりしてきます。」を手に取っていただき、本当にありがとうございます。

　突然ですが、皆さんはどんなラブコメが好きですか？

　複数人のヒロインが出てくる、ハーレムラブコメが好きですか？

　それとも単一ヒロインと恋愛をするラブコメが好きですか？

　ちなみにニャンコの穴はどちらのタイプも大好物です。

　さて、本作は約束された勝利の嫁が未来から現れる物語です。

　つまり、横恋慕のない、主人公とヒロインの両りよう想おもいのお話になります。

　なのに、ヒロインは二人いる、不思議なラブコメです。

　そんな、不思議なこのラブコメをよければ最後の最後まで、愛読してもらえると幸いです。

　次の巻では白はく馬ま君がトウカさんと冬とう花かちゃんの為ために奮闘するはずです。

　白馬君が、王子様らしく振る舞えるのか、乞うご期待ください。




　以下、謝辞を。

　ＭＦ文庫Ｊの担当Ｍさんをはじめ、この物語にご尽力していただいた大勢の皆様に心から御礼申し上げます。

　特にイラスト担当のミュシャ先生には頭が上がりません。

　最初にトウカさんのイラストを拝見した時はイメージ通りのヒロインで、とても驚きました。

　心折れる度にラフ画のキャラクターたちを見て、自分の弱い心を奮起することができたのもミュシャ先生のイラストのおかげです（笑）

　今回の件で小説は作者だけの力では、この世に生まれてくることができないと痛感をしました。

　なので、この物語は自分だけのものではありません。

　協力してくれた皆様とミュシャ先生とニャンコの穴と読者様の物語です。

　そんな物語を少しでも長く続けられるように粉骨砕身の気持ちで頑張っていきます。

　これからも何卒よろしくお願いします！




　それでは、次の巻で会えることを楽しみにしています。

　最後までお読みいただきありがとうございました！





電子書籍特典　書き下ろし短編

『猫派と犬派』





　それは、とある日の昼下がり、王寺家のリビングでの出来事。

　ボクたち家族は、昼食後、トウカさんが入れてくれた紅茶を美味しく頂きながら、50インチのテレビでアニマル番組を見ていた。

　テレビの画面には白いわんこが、愛らしく、ご主人とゴムボールで楽しく遊んでいる。

「かわいいわねぇ～っ！」

「だな」

　うちの両親は大の動物好きだ。

　故に当然ながら、テレビ画面に映る、わんこにメロメロ状態だった。

「ボクは犬よりも、猫の方が好きだな」

「ええぇ[image: ][image: ]っ！　わんちゃんの方がかわいいわよっ！　パパもそう思うわよね？」

「おう。猫より断然、犬だな」

　と、こんな感じで、いつもボクたちは二つに意見が分かれる。

　仕方がない。この愚か者たちに、ニャンコの素晴らしさをプレゼンしてやろう。

「まず、ペットとして飼うなら、断然、猫の方がいい。何故なら、犬と違い、猫は基本的に散歩をさせる必要がないからね」

　ボクの言葉に両親は呆れた表情をする。

　そして、二人とも大きなため息をして、

「はあ～。散歩がめんどくさいって、はーちゃんにはペットを飼う資格がないわね」

「まったくだ。犬を飼う醍醐味は一緒に散歩できることだろうが」

　流石は生粋の犬好きたちだ。旗色が悪いと思ったボクは、皿洗いを終え、エプロンを脱いでいるトウカさんを猫好きの仲間に引き込むことにした。

「トウカさんは猫派ですよね？」

「え？　唐突になに？」

「両親たちと犬派か、猫派で争っているんです。トウカさんはどちらが好きですか？」

「……それって、大事なこと？？？」

「ボクにとってはとても大事です」

「わたしは……インコ派かな？」

「え？　インコ？？？」

「うん。白いインコ、すごくかわいい」

　トウカさんはそう言って、リビングの天井を見上げる。

　見上げた先にあるのはボクの部屋だ。どうやら、ボクの部屋で飼育している家族の方が猫よりも、犬よりも気に入ってくれているらしい。

「……六年後も元気ですか？　シロは？」

　ボクが飼っている、白いインコの名前は『シロ』だ。

　ちなみに命名したのは香奈子だ。

「相変わらず『ノロイで……インコに……モドシテ……ニンゲンに……』と喋っているわよ」

「……そうですか」

　余談だが、うちのインコに、そんな不気味な言葉をインプットさせたのも、アホの香奈子に他ならない。

「まあ、はーくんには悪いけど、わたし、猫は苦手よ。特に黒猫はダメね」

　本当に猫が苦手なようで、トウカさんは苦虫を噛み潰したような表情をする。

「猫、かわいいのに……」

　まさか、猫が苦手とは……。

　将来的には猫を家族に迎えたかったのが、嫁が苦手なら、あきらめるしかないな。

「猫アレルギーなんですか？」

「動物アレルギーはないわね」

「では、どうして、猫が苦手なんですか？」

「それは、いつかわかるわ」

　とのことだ。

「……まあ、一つ言えるのは、昔から猫が苦手だったわけではなく、とあることがきっかけで、猫がダメになるのよ……」

「そうですか……」

　トウカさんが猫嫌いになった理由はこれ以上、追及しない方がよさそうだな。

　そんなこんなで、ボクたち家族は話題を変えて、楽しい時間を過ごした。

　この時のボクは夢にも思わなかった。

　まさか、トウカさんの黒猫嫌いが、身内の所為だとは、知る由もない。
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